





5 User Messaging Service (UMS)カスタムWLSTコマンド


この章では、UMS用のカスタムWLSTコマンド、およびそのコマンド構文、引数、コマンド例を詳細に説明します。

表5-1に示されているUser Messaging Serviceコマンドを使用して、ユーザー・メッセージング・プリファレンスをバックエンドのデータベースからダウンロードします。




	
注意:

これらのコマンドを使用するには、コンポーネントがインストールされているOracleホームからWLSTを呼び出す必要があります。『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』の「カスタムWLSTコマンドの使用」を参照してください。










表5-1 WLST構成のUser Messaging Service

	コマンド・カテゴリ	説明
	
UMS WLSTコマンド・グループ


	
Oracle Unified Messaging Serviceコマンドを管理します。










UMS WLSTコマンド・グループ

UMS WLSTコマンドは、「ums」コマンド・グループの下に一覧表示されます。



manageUserMessagingPrefs

コマンド・カテゴリ: UMS

WLSTの使用状況:オフライン



説明

manageUserMessagingPrefsは、ユーザー・メッセージング・プリファレンスをバックエンドのデータベースから指定されたXMLファイルにダウンロードするために使用でき、またはユーザー・メッセージング・プリファレンスをXMLファイルからバックエンドのデータベースにアップロードするために使用できます。






構文


manageUserMessagingPrefs (operation=, filename, url, username, password, 
[encoding], [guid], [merge] )



	引数	定義
	
operation

	
実行するアップロードまたはダウンロード操作を指定する。


	
filename

	
ダウンロードするための、ユーザー・プリファレンスをダウンロードするユニークなファイル名(パス)。たとえば、/tmp/download.xml(Linux)またはC:\\temp\\download.xml(Windows)。

アップロードするための、ユーザー・プリファレンスをアップロードするファイル名(パス)。


	
url

	
ユーザー・メッセージング・サーバーをアクセスするJNDI URL。たとえば: t3://<hostname>:<port>


	
username

	
ユーザー・メッセージング・サーバーをアクセスするためのログインのパーミッションを持つユーザー名。


	
password

	
ユーザー名のパスワード。


	
encoding

	
ユーザー・プリファレンスをダウンロードするために使用する文字エンコーディング。


	
guid

	
プリファレンスをダウンロードするユーザー・リストのグローバル一意識別子(guid)。guidが指定されていない場合は、すべてのユーザーのプリファレンスをダウンロードできる。


	
merge

	
このオプションは、アップロードでのみ使用する。有効な値は次のとおりです。

create_new (デフォルト) :新しいユーザー・デバイス、デバイス・アドレスやルール・セット・エンティティを作成する。同じ主キーのエンティティがすでに存在する場合は、例外が送出されて処理は終了します。

overwrite :ユーザーの既存のエンティティのすべてを削除し、新しいエンティティを作成する。

append :既存に存在しないエンティティのみをアップロードする。












例

すべてのユーザーのユーザー・メッセージング・プリファレンスを指定されたファイルにダウンロードするには、次のコマンドを実行します。


wls:offline> manageUserMessagingPrefs(operation='download', 
filename='download.xml', url='t3://localhost:8001', username='weblogic', 
password='<password>')


すべてのユーザーのユーザー・メッセージング・プリファレンスを、UTF-8文字エンコーディングを使用されている指定したファイルにダウンロードするには、次のコマンドを実行します。


wls:offline> manageUserMessagingPrefs(operation='download', 
filename='download.xml', url='t3://localhost:8001', username='weblogic', 
password='<password>', encoding='UTF-8')


guid 「john.doe」のユーザーのユーザー・メッセージング・プリファレンスを指定したファイルにダウンロードするには、次のコマンドを実行します。


wls:offline> manageUserMessagingPrefs(operation='download', 
filename='download.xml', url='t3://localhost:8001', username='weblogic', 
password='<password>', guid='john.doe')


guid 「john.doe」および「jane.doe」を持つユーザーのユーザー・メッセージング・プリファレンスをUTF-8文字エンコーディングを使用している指定したファイルにダウンロードするには、次のコマンドを実行します。


wls:offline> manageUserMessagingPrefs(operation='download', 
filename='download.xml', url='t3://localhost:8001', username='weblogic', 
password='<password>', guid='john.doe,jane.doe', encoding='UTF-8')


指定したファイルからのユーザー・メッセージング・プリファレンスをバックエンドのデータベースにアップロードするには、次のコマンドを実行します。


wls:offline> manageUserMessagingPrefs(operation='upload', filename='upload.xml', 
url='t3://localhost:8001', username='weblogic', password='<password>')


指定したファイルからのユーザー・メッセージング・プリファレンスをバックエンドのデータベースにアップロードして、既存のプリファレンスを上書きするには、次のコマンドを実行します。


wls:offline> manageUserMessagingPrefs(operation='upload', filename='upload.xml', 
url='t3://localhost:8001', username='weblogic', password='<password>', 
merge='overwrite')








deployUserMessagingDriver

コマンド・カテゴリ: UMS

WLSTの使用状況:オンライン



説明

deployUserMessagingDriverは、ユーザー・メッセージング・ドライバの追加のインスタンスをデプロイするために使用します。ベース・ドライバ・タイプ(たとえば、email、xmpp、voicexml、およびその他)および新しいドライバ・デプロイメントの短い名前を指定します。usermessagingdriver文字列は、指定したアプリケーションの名前に追加されます。デプロイ・コマンドの有効なパラメータを指定して、ドライバがデプロイされるときに渡すことができる。






構文


deployUserMessagingDriver(baseDriver, appName, [targets], [stageMode], 
[options])



	引数	定義
	
baseDriver

	
ベース・メッセージ・ドライバ・タイプを指定する。

「email」、「proxy」、「smpp」、「voicexml」、または「xmpp」のような既知のドライバ・タイプでなければならない。


	
appName

	
新しいデプロイメントの短い名前。指定した値をusermessagingdriver-文字列の先頭に追加する。


	
targets

stageMode

options

	
オプション。デプロイ・コマンドの有効な別の引数を指定して、新しいドライバをデプロイされるときに、渡すことができる。












例

myEmail名前の電子メール・ドライバの第2インスタンスをデプロイするには、次のコマンドを実行します。


wls:base_domain/servereConfig> deployUserMessagingDriver(baseDriver='email', 
appName='myEmail')


デプロイメント対象を指定し、電子メール・ドライバの第2インスタンスをデプロイするには、次のコマンドを実行します。


wls:base_domain/servereConfig> deployUserMessagingDriver(baseDriver='email', 
appName='email2', targets='server1,server2')
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7 ロギング・カスタムWLSTコマンド


この章では、ロギング用のカスタムWLSTコマンド、およびそのコマンド構文、引数、コマンド例を詳細に説明します。ロギング・コマンドを使用して、ログ・ファイルの設定を構成、およびログ・ファイルを表示および検索します。

ログ・ファイルの構成および検索の詳細は、Oracle Fusion Middleware管理者ガイドの「ログ・ファイルと診断データの管理」を参照してください。




	
注意:

これらのロギング・カスタムWLSTコマンドを使用するには、Oracle共通ホームからWLSTスクリプトを呼び出す必要があります。『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』の「カスタムWLSTコマンドの使用」を参照してください。









表7-1では、ロギング・コマンドの各種カテゴリを説明します。


表7-1ロギング・コマンドのカテゴリ

	コマンド・カテゴリ	説明
	
ログの構成コマンド


	
ファイルに書き込まれる情報レベルやファイルの最大サイズなどのログ・ファイルの設定を構成します。


	
検索および表示コマンド


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルを表示し、特定のメッセージのログ・ファイルを検索します。


	
選択的トレース・コマンド


	
選択的トレースを構成および使用します。選択的トレースでは、メッセージが特定のサーバー、ログ出力またはユーザーについてトレースされることが指定されます。










ログの構成コマンド

表7-2のコマンドを使用して、ファイルに書き込まれる情報レベルやファイルの最大サイズなどのログ・ファイルの設定を構成します。WLSTカラムで使用する場合は、オンラインとは、コマンドが実行中のサーバーに接続されている場合のみに使用されることを意味します。オフラインとは、コマンドが実行中のサーバーに接続されてない場合のみに使用されることを意味します。オンラインまたはオフラインとは、コマンドは両方の状況に使用できることを意味します。


表7-2ロギング構成のコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
configureLogHandler


	
既存のログ・ハンドラを構成し、新しいハンドラを追加または既存ハンドラを削除します。

	
オンライン


	
getLogLevel


	
指定したログ機能のレベルを取得します。

	
オンライン


	
listLoggers


	
ログ機能の一覧および各ログ機能のレベルを取得します。

	
オンライン


	
listLogHandlers


	
1つまたは複数のログ・ハンドラの構成を示します。

	
オンライン


	
setLogLevel


	
指定したログ機能のレベルを設定します。

	
オンライン










configureLogHandler

コマンド・カテゴリ:ログ構成

WLSTの使用状況:オンライン



説明

既存のJavaロギング・ハンドラを構成し、新しいハンドラを追加、既存のハンドラを削除します。ハンドラごとに1つのエントリを持つjava.util.Listを返します。各エントリは、ハンドラを記述するjavax.management.openmbean.CompositeDataオブジェクトです。

このコマンドを使用して、ログ・ファイルの場所、ログ・ファイルのローテーション頻度および他のログ・ファイルのプロパティを変更できます。






構文


configureLogHandler(options)



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic Serverインスタンスの名前、またはシステム・コンポーネントを記述する文字列。システム・コンポーネントの詳細は、コンポーネントのマニュアルを参照してください。

デフォルト値はWLSTが接続しているサーバーです。


	
name —ログ・ハンドラの名前。このオプションは必須です。


	
maxFileSize—ODLハンドラの最大ファイル・サイズの値。この値は数値を表す文字列で、オプションとしてサイズ単位を示すサフィックス(キロバイトはk、メガバイトはm、ギガバイトはg)が付加されます。

サフィックスを指定しない場合、値がバイト単位で返されます。

このオプションはQuickTraceハンドラには適用されないことに注意してください。


	
maxLogSize—ODLハンドラの最大ログ・ファイル・サイズの値。この値は数値を表す文字列で、オプションとしてサイズ単位を示すサフィックス(キロバイトはk、メガバイトはm、ギガバイトはg)が付加されます。

このオプションはQuickTraceハンドラには適用されないことに注意してください。


	
rotationFrequency — ODLハンドラのローテーション頻度の値。この値は数値を表す文字列で、オプションとして時間単位を示すサフィックス(分はm、時間はh、日はd)が付加されます。デフォルトの単位は分です。HOUR、HOURLY、DAY、DAILY、WEEK、WEEKLY、MONTH、MONTHLYの特定の値も使用でき、これらの値を分の数値に変換されます。

このオプションはQuickTraceハンドラには適用されないことに注意してください。


	
baseRotationTime — rotationFrequencyオプションで使用する基本ローテーション時刻。値は、日付と時刻値を表す文字列である必要があります。これには、ISO 8601日付と時間フォーマットで完全な日付と時間、または時間数および分数のみが含まれる短縮形を使用できます。デフォルトのbaseRotationTimeは00:00です。

このオプションはQuickTraceハンドラには適用されないことに注意してください。





	

options (continued)

	
	
retentionPeriod—ログ・ファイルが保持される時間。この値は数値を表す文字列である必要があり、オプションとして時間単位を示すサフィックス(分はm、時間はh、日はd)が付加されます。デフォルトの単位は分です。HOUR、HOURLY、DAY、DAILY、WEEK、WEEKLY、MONTH、MONTHLYの特定の値も使用でき、これらの値を分の数値に変換されます。

このオプションはQuickTraceハンドラには適用されないことに注意してください。


	
format — ODLハンドラの形式。有効な値は「ODL-Text」または「ODL-XML」のいずれかです。デフォルト形式はODL-Textです。


	
encoding —ログ・ファイルの文字エンコーディング。


	
path—ログ・ファイル・パス。

このオプションはQuickTraceハンドラには適用されないことに注意してください。


	
handlerType —ハンドラ実装を提供するJavaクラスの名前。これは、java.util.logging.Handlerまたはoracle.core.ojdl.logging.HandlerFactoryのインスタンスである必要があります。


	
propertyName —追加または更新する詳細ハンドラ・プロパティの名前。プロパティ値は、propertyValueオプションで指定します。有効なプロパティについては、ハンドラのマニュアルを参照してください。


	
propertyValue — propertyNameオプションで定義されたハンドラのプロパティの新しい値。


	
addProperty — Jythonブール値。ハンドラに新しいプロパティが追加されることを定義するためにpropertyNameおよびpropertyValueオプションと組み合せて使用します。


	
removeProperty —削除する1つまたは複数のハンドラ・プロパティの一覧。


	
addHandler —ブール値。値がtrueの場合、指名されたハンドラが追加されます。


	
removeHandler —ブール値。値がtrueの場合、指名されたハンドラが削除されます。


	
level—JavaまたはODLレベル値。ハンドラ・レベルが指定のレベルに設定されます。


	
addToLogger —ログ機能名の一覧。ハンドラが指定したログ機能名に追加されます。


	
removeFromLogger —ログ機能名の一覧。指定したログ機能からハンドラが削除されます。


	
useParentHandlers—ブール値。addToLoggerまたはremoveFromLoggerオプションによって定義されるログ出力にuseParentHandlersフラグを設定します。











次の表では、quicktrace-handlerのプロパティを示します。このハンドラにより、特定のログ出力のメッセージをトレースし、メモリー内にそれらのメッセージを格納できます。詳細は、Oracle Fusion Middleware管理者ガイドのQuickTraceの構成に関する項を参照してください。


	QuickTraceプロパティ	説明
	
bufferSize

	
循環QuickTraceバッファのおおよそのサイズ。ログ・レコードは、メモリー内のこのバッファに格納されます。実際のメモリー消費量は、この値より少なくなることはありますが、多くなることはありません。


	
enableDMSMetrics

	
trueに指定された場合、quicktrace-handlerに対してDMSメトリックが有効になります。デフォルトはtrueです。


	
enableUserBuffer

	
trueに指定された場合、ハンドラは、reserveBufferUserIDプロパティで指定されているユーザーごとに個別のバッファを維持します。reserveBufferUserIDプロパティでユーザーが定義されていない場合、メッセージはCOMMONバッファにキャッシュされます。

falseに指定された場合、ハンドラは、COMMONという1つのバッファのみを維持します。

デフォルトはfalseです。


	
flushOnDump

	
trueに指定された場合、executeDumpコマンドを実行すると、バッファがフラッシュされます。デフォルトはtrueです。


	
includeMessageArguments

	
trueに指定された場合、メッセージIDを持つフォーマット済ログ・メッセージにメッセージ引数が含まれます。デフォルトはfalseです。


	
maxFieldLength

	
メッセージ内の各フィールドの最大長(バイト単位)。フィールドには、メッセージ・テキスト、サプリメンタル属性、スレッド名、ソース・クラス名、ソース・メソッド名およびメッセージ引数が含まれます。

デフォルトは240バイトです。

小さい数値を指定すると、メッセージに対して戻される情報の量を制限することができます。非常に大きな数値を指定すると、各メッセージでより多くのバイトが使用されるため、バッファ内のログ・レコードの量を削減できます。


	
reserveBufferUserID

	
カンマで区切られた、ユーザーIDのリスト。enableUserBufferがtrueに指定された場合、そのユーザーに関連するすべてのログ・メッセージは別のバッファに書き込まれます。


	
supplementalAttributes

	
サプリメンタル属性名のリスト。属性は、logging.xmlファイルにリストされます。

サプリメンタル属性の設定には、追加のメモリーまたはCPU時間が必要になります。


	
useDefaultAttributes

	
trueに指定された場合、デフォルトの属性値が各ログ・メッセージに追加されます。デフォルト属性は、HOST_ID、HOST_NWADDRおよびUSER_IDです。


	
useLoggingContext

	
trueに指定された場合、ログ・メッセージにはDMSロギング・コンテキスト属性が含まれます。デフォルトはfalseです。

このオプションを有効にした場合、トレースでは追加のCPU時間が必要になります。


	
useRealThreadID

	
trueに指定された場合、ハンドラは、jave.util.logging.logRecordによって提供されるスレッドIDではなく、実際のスレッドIDを使用しようとします。デフォルトはfalseです。

このオプションを有効にした場合、トレースでは追加のCPU時間が必要になります。


	
useThreadName

	
trueに指定された場合、ログ・メッセージにはスレッドIDではなく、スレッド名が含まれます。デフォルトはfalseです。












例

次の例では、odlハンドラの最大ファイル・サイズを指定します。


configureLogHandler(name="odl-handler", maxFileSize="5M")


次の例では、odlハンドラのローテーション頻度を指定します。


configureLogHandler(name="odl-handler", rotationFrequency="daily")


次の例では、odlハンドラのローテーション頻度および保存期間を指定します。また、maxFileSizeプロパティとmaxLogSizeプロパティも削除します。


configureLogHandler(name="odl-handler", rotationFrequency="daily", 
         retentionPeriod="week", removeProperty=['maxFileSize','maxLogSize'])


次の例では、quicktrace-handlerを構成します。ログ出力oracle.adf.facesを追加し、user1およびuser2に対してユーザー・バッファを有効にします。


configureLogHandler(name="quicktrace-handler", addToLogger="oracle.adf.faces",
       propertyName="enableUserBuffer", propertyValue="true",
      propertyName="reserveBufferUserID", propertyValue="user1, user2")


oracle.adfログ出力は、ハンドラodl-handler、wls-domainおよびconsole-handlerに関連付けられています。ログ出力のレベルを設定すると、これらのハンドラは、ログ出力oracle.adfに対して同じレベル(TRACE:1)を使用します。結果として、ログ・ファイルに多くの情報が書き込まれ、リソースが消費されることになります。リソースの消費を避けるためには、ハンドラのレベルを、WARNINGまたはINFORMATIONなど、より低いレベルに設定します。次に例を示します。


configureLogHandler(name="odl-handler", level="WARNING:1")
configureLogHandler(name="wls-domain", level="WARNING:1")
configureLogHandler(name="console-handler", level="WARNING:1")








getLogLevel

コマンド・カテゴリ:ログ構成

WLSTの使用状況:オンライン



説明

特定のJavaログ機能のレベルを返します。

戻り値は、ログ機能のレベルを示す文字列で、ログ機能が存在しない場合はNoneです。空の文字列は、ログ機能レベルがNullになることを示します。






構文


getLogLevel(options)



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic Serverインスタンスの名前、またはシステム・コンポーネントを記述する文字列。システム・コンポーネントの詳細は、コンポーネントのマニュアルを参照してください。

デフォルト値はWLSTが接続しているサーバーです。


	
logger —ログ機能名。空の文字列はルート・ログ機能を示します。

このオプションは必須で、デフォルト値はありません。


	
runtime —オペレーションは実行時ログ機能または構成ログ機能をリストするかを決定するJythonブール値(0または1)。デフォルト値は1 (実行時)です。















例

次の例では、ログ機能Oracleのレベルを返します。


getLogLevel(logger='oracle')


次の例では、ラインタイム・ログ出力ではなく、構成ログ出力のみを指定して、ログ出力Oracleのレベルを戻します。


getLogLevel(logger='oracle', runtime=0)


次の例では、Oracle WebLogic Server server2上のログ機能Oracleのレベルを返します。


getLogLevel(logger='oracle', target='server2')








listLoggers

コマンド・カテゴリ:ログ構成

WLSTの使用状況:オンライン



説明

Javaログ機能およびそれらのレベルを示します。このコマンドは、キーはログ機能名であり、関連付けられた値はログ機能レベルであるPyDictionaryオブジェクトを返します。空のレベルは、ログ機能にレベル・セットはないことを示すために使用されます。






構文


listLoggers([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト(省略可能)。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic Serverインスタンスの名前、またはシステム・コンポーネントを記述する文字列。システム・コンポーネントの詳細は、コンポーネントのマニュアルを参照してください。

デフォルト値はWLSTが接続しているサーバーです。


	
pattern —ログ機能名をフィルタするために使用する正規表現パターン。デフォルト値はすべてのログ機能名を返します。


	
runtime —オペレーションは実行時ログ機能または構成ログ機能をリストするかを決定するJythonブール値(0または1)。デフォルト値は1 (実行時)です。















例

次の例では、すべてのログ機能を示します。


listLoggers()


次の例では、「oracle.*」という名前で開始するすべてのログ機能を表示します。


listLoggers(pattern="oracle.*")


次の例では、すべての構成ログ機能を表示します。


listLoggers(runtime=0)


次の例では、WebLogic Server server1のすべてのログ出力を一覧表示します。


listLoggers(target="server1")








listLogHandlers

コマンド・カテゴリ:ログ構成

WLSTの使用状況:オンライン



説明

Javaログ・ハンドラ構成を示します。このコマンドは、ハンドラごとに1つのエントリを持つjava.util.Listを返します。各エントリは、ハンドラを記述するjavax.management.openmbean.CompositeDataオブジェクトです。






構文


listLogHandlers([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト(省略可能)。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic Serverインスタンスの名前、またはシステム・コンポーネントを記述する文字列。システム・コンポーネントの詳細は、コンポーネントのマニュアルを参照してください。

デフォルト値はWLSTが接続しているサーバーです。


	
name —ログ・ハンドラの名前。名前を指定しない場合、すべてのハンドラを表示します。















例

次の例では、すべてのログ・ハンドラの一覧を表示します。


listLogHandlers()


次の例では、「odl-handler」という名前のログ・ハンドラをすべて表示します。


listLogHandlers(name="odl-handler")


次の例では、WebLogic Server server1のすべてのログ・ハンドラを一覧表示します。


listLogHandlers(target="server1")








setLogLevel

コマンド・カテゴリ:ログ構成

WLSTの使用状況:オンライン



説明

特定のJavaログ機能によってログ・ファイルに書き込まれた情報のレベルを設定します。






構文


setLogLevel(options)



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic Serverインスタンスの名前、またはシステム・コンポーネントを記述する文字列。システム・コンポーネントの詳細は、コンポーネントのマニュアルを参照してください。

デフォルト値はWLSTが接続しているサーバーです。


	
logger —ログ機能名。空の文字列はルート・ログ機能を示します。

このオプションは必須で、デフォルト値はありません。addLoggerオプションを使用しないかぎり、ログ機能が存在しない場合このコマンドによって例外が送出されます。


	
addLogger —ログ機能が存在しない場合、ログ機能を作成するかを決定するJythonブール値(0または1)。このオプションは、ランタイム・モードに対しては非推奨です。ログ出力はガベージ・コレクションされる可能性があるため、ランタイム・ログ出力の追加が何の効果もないことがあります。まだ作成されていないログ出力のレベルを設定する必要がある場合は、永続モードを使用します。


	
level —レベル名。これは、JavaレベルまたはODLレベルのどちらかです。有効なJavaレベルは次のとおりです。SEVERE、WARNING、INFO、CONFIG、FINE、FINERまたはFINEST。有効なODLレベルには、コロンおよびメッセージ・レベルを付加したメッセージ・タイプが含まれます。有効なODLメッセージ・タイプは次のとおりです。INCIDENT_ERROR、ERROR、WARNING、NOTIFICATION、TRACEおよびUNKNOWN。メッセージ・レベルは、メッセージ・タイプを修飾する整数値で表現されます。指定できる値は、1 (最高の重大度)から32 (最低の重大度)までです。

空の文字列を使用すると、レベルをnullに設定できます(親から継承)。

このオプションは必須で、デフォルト値はありません。


	
runtime —オペレーションは実行時ログ機能または構成ログ機能をリストするかを決定するJythonブール値(0または1)。デフォルト値は1 (実行時)です。ターゲットが、変化するランタイム・ログ出力をサポートしないシステム・コンポーネントである場合、このオプションは無視されます。

注意: ランタイム・ログ出力はガベージ・コレクションされる可能性があるため、ランタイム・ログ出力のレベルの変更は、ログ出力が存在しており、かつそのログ出力への強参照があることがわかっている場合にのみ行うようにしてください。ログ出力がガベージ・コレクションされた場合、ランタイム・モードでログ出力レベルに加えられた永続的ではない変更は、すべて失われる可能性があります。


	
persist —レベルを構成ファイルに保存する必要があるかを決定するJythonブール値(0または1)。デフォルト値は1です。















例

次の例では、ログ機能oracle.my.loggerのためにログ・レベルをNOTIFICATION:1に設定します。


setLogLevel(logger="oracle.my.logger", level="NOTICATION:1")


次の例では、ログ機能oracle.my.loggerのためにログ・レベルをTRACE:1に設定し、レベルは構成ファイルに保存する必要があることを指定します。


setLogLevel(logger="oracle.my.logger", level="TRACE:1", persist=0)


次の例では、WebLogic Server server1上の構成ログ出力oracle.my.loggerに対するログ・レベルをWARNINGに設定します。


setLogLevel(target="server1", logger="oracle.my.logger", level="WARNING", runtime=0)










検索および表示コマンド

表7-3のコマンドを使用して、Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルを表示し、特定のメッセージのログ・ファイルを検索します。


表7-3検索および表示コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
displayLogs


	
1つまたは複数のログを表示します。

	
オンラインまたはオフライン


	
listLogs


	
ログ・ファイルの内容を検索し、表示します。

	
オンラインまたはオフライン










displayLogs

コマンド・カテゴリ:検索および表示

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

診断ログ・ファイルの内容を検索し、表示します。コマンドは、returnDataオプションをtrueに設定した場合のみ値を返します。デフォルトでは、このコマンドによってデータは返されません。戻り値は使用するオプションによって異なります。






構文


displayLogs([searchString,][options])



	引数	定義
	

searchString

	
省略可能な検索文字列。指定した文字列(大文字と小文字は区別されない)を含むメッセージのみが返されます。

displayLogsコマンドでは、複数のフォーマットでログを読み込むことができ、ODLフォーマットにメッセージを変換できます。検索は、できるだけネイティブ・フォーマットで実行されます。それ以外の場合、検索がメッセージ・コンテンツ内に実行され、マークアップを除外する場合もあります。したがって、検索文字列でマークアップ文字の使用を避ける必要があります。


	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト(省略可能)。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic Serverインスタンスまたはシステム・コンポーネントの名前。

システム・コンポーネントの場合、ターゲットの構文は次のとおりです。


opmn:instance-name/component-name


接続モードでは、デフォルトのターゲットはWebLogicドメインです。接続解除モードでは、デフォルト値がない、ターゲット・オプションは必須です。


	
oracleInstance—ORACLE_INSTANCEまたはWebLogicドメイン・ホームへのパスを定義します。このパラメータを使用すると、コマンドは接続解除モードで実行されます。


	
log —ログ・ファイルのパス。コマンドは、指定したログ・ファイルからメッセージを読み込みます。ログ・ファイルのパスを指定しない場合、コマンドは、指定したターゲットに関連付けられるすべてのログを読み込みます。





	

options (continued)

	
	
last —整数値。時間制限に達する数分前にログされたメッセージに検索を制限します。値にサフィックス(秒はs、分はm、時間はhまたは日はd)を付加することで、異なる時間単位を指定することができます。(たとえば、last='2h'は最後の2時間として解釈されます)。


	
tail —整数値。検索を各ログ・ファイルからの最後のnメッセージに制限し、nに表示されるメッセージ数を制限します。


	
pattern —正規表現パターン。特定のパターンを含むメッセージのみが返されます。パターン・オプションの使用は、searchString引数の使用と同様ですが、正規表現を使用できる点が異なります。

正規表現パターンの検索では大文字と小文字が区別されます。(パターンの大文字と小文字は区別されないフラグを明示的に有効にしないかぎり)。パターンはjava.util.regex構文に従う必要があります。


	
ecid —ログ・メッセージのフィルタとして使用する1つまたは複数の実行コンテキストID (ECID)値を含む文字列または文字列の系列。


	
component —ログ・メッセージのフィルタとして使用する1つまたは複数のコンポーネントID値を含む文字列または文字列の系列。


	
module —ログ・メッセージのフィルタとして使用する1つまたは複数のモジュールID値を含む文字列または文字列の系列。


	
type —ログ・メッセージのフィルタとして使用する1つまたは複数のメッセージ・タイプ値を含む文字列または文字列の系列。


	
app —ログ・メッセージのフィルタとして使用する1つまたは複数のアプリケーション値を含む文字列または文字列の系列。


	
query —ログ・メッセージのコンテンツをフィルタするために使用する式を指定する文字列。

単純な式の形式は次のとおりです。


field-name operator value


field-nameはログ・レコード・フィールド名で、operatorはフィールド・タイプに適する演算子です(たとえば、文字列フィールドのためにequals、startsWith、containsまたはmatchesを指定できます)。

フィールド名は、標準ODL属性名のいずれか(COMPONENT_ID、MSG_TYPE、MSG_TEXT、SUPPL_DETAILなど)、またはSUPPL_ATTRというプレフィックスが付いたアプリケーション固有のサプリメンタル属性名(SUPPL_ATTR.myAttributeなど)のいずれかです。

いくつかの一般的なサプリメンタル属性は、プレフィックスなしで使用できます。たとえば、APPを使用して、アプリケーション名でフィルタ処理することができます。

ブール演算子and、orおよびnotを使用し複数の単純な式を組み合せて複雑な式を作成することができます。そして、丸括弧を使用して式をグループ化できます。

クエリー構文の詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』を参照してください。


	
groupBy —文字列のリスト。groupByオプションを使用する場合、出力は文字列リストに定義された属性でグループしたログ・メッセージの数です。


	
orderBy —結果のソート順を定義する文字列のリスト。値はログ・メッセージ属性の名前です。必要に応じて、名前に:ascまたは:descのサフィックスを追加することで昇順または降順のソートを指定できます。デフォルトのソート順を昇順です。

デフォルトでは、結果は時間でソートされます。


	
returnData — Jythonブール値(0または1)。値がtrueの場合、コマンドによってデータが返されます。(たとえば、スクリプトで使用するデータ)。デフォルト値がfalseで、コマンドによってデータが表示されるが、返されません。





	

options (continued)

	
	
format —出力形式を定義する文字列。有効な値は、ODL-Text、ODL-XML、ODL-completeおよびsimpleです。デフォルト形式はODL-Textです。


	
exportFile —コマンドの出力が書き込まれるファイル名。デフォルトでは、出力は標準出力に書き込まれます。


	
follow (f)—ログに新しいメッセージが追加されるとき、ログを引き続き読み込んでメッセージを表示するために、コマンドをfollowモードに設定します(UNIXのtail -fコマンドと同様)。fオプションを使用すると、コマンドは値を戻しません。現在、このオプションは、システム・コンポーネントではサポートされていません。















例

次の例では、ドメインのすべてのログ・ファイルから最後の100メッセージを表示します。


displayLogs(tail=100)


次の例では、最後の15分にログされるすべてのメッセージを表示します。


displayLogs(last='15m')


次の例では、指定した文字列を含むログ・メッセージを表示します。


displayLogs('Exception')


次の例では、指定したECIDを含むログ・メッセージを表示します。


displayLogs(ecid='0000Hl9TwKUCslT6uBi8UH18lkWX000002')


次の例では、ERRORまたはINCIDENT_ERRORタイプのログ・メッセージを表示します。


displayLogs(type=['ERROR','INCIDENT_ERROR'])


次の例では、指定したJava EEアプリケーションのログ・メッセージを表示します。


displayLogs(app="myApplication")


次の例では、システム・コンポーネントohs1のメッセージを表示します。


displayLogs(target="opmn:instance1/ohs1")


次の例では、コンポーネントとタイプでメッセージ概要を表示します。


displayLogs(groupBy=['COMPONENT_ID', 'MSG_TYPE'])


次の例では、特定の時間間隔のメッセージを表示します。


displayLogs(query="TIME from 11:15 and TIME to 11:20")


次の例では、詳細なクエリーを示します。


displayLogs(query="TIME from 11:15 and TIME to 11:20 and ( MSG_TEXT contains 
   exception or SUPPL_DETAIL contains exception )")


同じクエリーを次のように記述することができます。


displayLogs("exception", query="TIME from 11:15 and TIME to 11:20")








listLogs

コマンド・カテゴリ:検索および表示

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのログ・ファイルの一覧を表示します。このコマンドは、ログごとに1つの要素を含むPyArrayを返します。配列の要素は、各ログを記述するjavax.management.openmbean.CompositeDataオブジェクトです。






構文


listLogs([options]



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト(省略可能)。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—WebLogic ServerインスタンスまたはOracle Fusion Middlewareシステム・コンポーネントの名前。

システム・コンポーネントの場合、ターゲットの構文は次のとおりです。


opmn:instance-name/component-name


接続モードでは、デフォルトのターゲットはWebLogicドメインです。

接続解除モードでは、デフォルト値がない、ターゲット・オプションは必須です。


	
oracleInstance—ORACLE_INSTANCEまたはWebLogicドメイン・ホームへのパスを定義します。このパラメータを使用すると、コマンドは接続解除モードで実行されます。


	
unit —ファイル・サイズの表示に使用する単位を定義する。有効な値は、B(バイト)、K(キロバイト)、M(メガバイト)、G(ギガバイト)またはH(判読可能な形式でサイズを表示するもので、UNIXのls -hオプションに似ています)です。デフォルト値はHです。


	
fullTime — Jythonブール値。trueの場合は、ログ・ファイルの最終更新日時の全時間をレポートします。それ以外の場合、時間の短いバージョンを表示します。デフォルト値はfalseです。















例

次の例では、WebLogicドメインのすべてのログ・ファイルの一覧を表示します。


listLogs()


次の例では、WebLogic Server server1のログ・ファイルを一覧表示します。


listLogs(target="server1")


次の例では、Oracle HTTP Server ohs1用のログ・ファイルの一覧を表示します。


listLogs(target="opmn:instance1/ohs1")


接続解除モードで使用される次の例では、WebLogic Server server1のログ・ファイルを一覧表示します。


listLogs(oracleInstance="/middleware/user_projects/domains/base_domain",
           target="server1")










選択的トレース・コマンド

表7-4のコマンドを使用して、選択的トレースを構成および使用します。選択的トレースにより、指定されたユーザーまたはリクエストの他のプロパティに対するきめ細かいロギングを実行することができます。WLSTカラムで使用する場合は、オンラインとは、コマンドが実行中のサーバーに接続されている場合のみに使用されることを意味します。


表7-4 トレース・コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
configureTracingLoggers


	
選択的トレースに対する1つ以上のログ出力を構成します。

	
オンライン


	
listActiveTraces


	
アクティブなトレースを一覧表示します。

	
オンライン


	
listTracingLoggers


	
選択的トレースをサポートしているログ出力を一覧表示します。

	
オンライン


	
startTracing


	
選択的トレース・セッションを開始します。

	
オンライン


	
stopTracing


	
1つ以上の選択的トレース・セッションを停止します。

	
オンライン










configureTracingLoggers

コマンド・カテゴリ: トレース

WLSTの使用状況:オンライン



説明

選択的トレースに対する1つ以上のログ出力を構成します。このコマンドはまた、選択的トレースに対するログ出力を有効または無効にします。






構文


configureTracingLoggers([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—オプション。WebLogic Serverインスタンスの名前、または1つ以上のターゲット名を含む文字列の配列。デフォルトでは、ドメイン内の、JRFが有効なすべての実行中のサーバー・インスタンス上のログ出力がトレースに対して構成されます。


	
pattern —ログ機能名をフィルタするために使用する正規表現パターン。デフォルト値は、すべてのトレース・ログ出力名に一致します。


	
action---トレースに対するすべてのログ出力を有効または無効にします。有効な値は、enableおよびdisableです。このオプションは必須で、デフォルト値はありません。















例

次の例では、oracle.securityで始まるすべてのログ出力について選択的トレースを構成します。


configureTracingLoggers(pattern='oracle.security.*', action="enable")
Configured 62 loggers


次の例では、すべてのログ出力について選択的トレースを無効にします。


configureTracingLoggers(action="disable")
Configured 1244 loggers








listActiveTraces

コマンド・カテゴリ: トレース

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティブなトレースを一覧表示します。






構文


listActiveTraces([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—オプション。WebLogic Serverインスタンスの名前、または1つ以上のターゲット名を含む文字列の配列。デフォルトでは、ドメイン内の、JRFが有効なすべての実行中のサーバー・インスタンス上のログ出力が一覧表示されます。















例

次の例では、アクティブなトレースを一覧表示します。


listActiveTraces()
-------------------------------------+----------+-----------+------+-----------+-----------
Trace ID                             |Attr. Name|Attr. Value| Level| Exp. Time |Description
-------------------------------------+----------+-----------+------+-----------+-----------
a9580e65-13c4-420b-977e-5ba7dd88ca7f |USER_ID   |user1      | FINE |           |           
a04b47f7-2830-4d80-92ee-ba160cdacf6b |USER_ID  | user2     | FINE |           |           








listTracingLoggers

コマンド・カテゴリ: トレース

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

選択的トレースをサポートしているログ出力を一覧表示します。このコマンドは、ログ出力名およびそのトレース・ステータスの表を表示します。ステータスenabledは、すべてのサーバー上のトレースでログ出力が有効であることを意味します。ステータスdisabledは、すべてのサーバー上のトレースでログ出力が無効であることを意味します。ステータスmixedは、一部のサーバー上のトレースではログ出力が有効であり、他のサーバー上のトレースではログ出力が無効であることを意味します。






構文


listTracingLoggers([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—オプション。WebLogic Serverインスタンスの名前、または1つ以上のターゲット名を含む文字列の配列。デフォルトでは、ドメイン内の、JRFが有効なすべての実行中のサーバー・インスタンス上のログ出力が一覧表示されます。


	
pattern —ログ機能名をフィルタするために使用する正規表現パターン。デフォルト値は、すべてのトレース・ログ出力名に一致します。















例

次の例では、oracle.securityで始まるすべてのトレース・ログ出力を一覧表示します。


listTracingLoggers(pattern="oracle.security.*")
------------------------------------------------------------------+--------
Logger                                                            | Status 
------------------------------------------------------------------+--------
oracle.security                                                   | enabled
oracle.security.audit.logger                                      | enabled
oracle.security.jps.az.common.util.JpsLock                        | enabled
 .
 .
 .








startTracing

コマンド・カテゴリ: トレース

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたユーザーまたはDMSコンテキスト属性に対する新しい選択的トレース・セッションを、指定されたトレース・レベルで開始します。






構文


startTracing([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—オプション。WebLogic Serverインスタンスの名前、または1つ以上のターゲット名を含む文字列の配列。デフォルトでは、ドメイン内の、JRFが有効なすべての実行中のサーバー・インスタンス上のログ出力がトレースに含まれます。


	
traceId—オプション。トレース・セッションの識別子。traceIdが指定されない場合、コマンドは一意のtraceIdを生成します。


	
attrName—user引数が指定されない場合を除いて、オプション。有効な値は、USER _ID、APP、CLIENT_HOST、CLIENT_ADDR、composite_name、WEBSERVICE.name、WEBSERVICE_PORT.nameです。


	
attrValue—attrNameが指定された場合は必須。属性の値。


	
user—ユーザー名。このユーザーに関連付けられているメッセージが戻されます。これは、attrNameおよびAttrValueオプションを指定してUSER_IDを渡すことと同じです。


	
level—必須。トレース・レベル。このレベルは、有効なJavaまたはODLレベルであることが必要です。Oracle Fusion Middleware管理者ガイドの「ODL、Oracle WebLogic ServerおよびJava間のログ・レベルのマッピング」の表を参照してください。


	
desc—オプション。トレース・セッションの説明。















例

次の例では、user1に関連付けられているメッセージのトレースを開始し、情報のレベルをFINEに設定します。


startTracing(user="user1",level="FINE")
Started tracing with ID: 885649f7-8efd-4a7a-9898-accbfc0bbba3 








stopTracing

コマンド・カテゴリ: トレース

WLSTの使用状況:オンライン



説明

1つ以上の選択的トレース・セッションを停止します。






構文


stopTracing([options])



	引数	定義
	

options

	
オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
target—オプション。WebLogic Serverインスタンスの名前、または1つ以上のターゲット名を含む文字列の配列。デフォルトでは、ドメイン内の、JRFが有効なすべての実行中のサーバー・インスタンス上のログ出力が操作に含まれます。


	
stopAll---アクティブなトレースをすべて停止するかどうかを決定するJythonブール値(0または1)。traceId、user、またはattrNameおよびattrValue引数が指定されていない場合は必須。デフォルト値は0(false)です。


	
traceId---停止するトレース・セッションの識別子。stopAll、user、またはattrNameおよびattrValue引数が指定されていない場合は必須。


	
attrName---有効な値は、USER _ID、APP、CLIENT_HOST、CLIENT_ADDR、composite_name、WEBSERVICE.name、WEBSERVICE_PORT.nameです。traceId、user、stopAll引数が指定されていない場合は必須。


	
attrValue---attrNameが指定された場合は必須。属性の値。


	
user---ユーザー名。このユーザーに関連付けられているすべてのトレース・セッションが停止されます。stopAll、traceId、またはattrNameおよびattrValue引数が指定されていない場合は必須。















例

次の例では、指定されたtraceIdを持つトレース・セッションを停止します。


stopTracing(traceId="a04b47f7-2830-4d80-92ee-ba160cdacf6b")
Stopped 1 traces


次の例では、すべてのトレース・セッションを停止します。


stopTracing(stopAll=1)
Stopped 1 traces













11 Application Development Framework (ADF)カスタムWLSTコマンド


この章では、ADF用のカスタムWLSTコマンド、およびそのコマンド構文、引数、コマンド例を詳細に説明します。

次の項では、WLSTカスタム・コマンドと変数について詳細に説明します。次のトピックがあります。

	
WLSTコマンド・カテゴリの概要


	
ADF固有のWLSTコマンド







	
注意:

これらのADFカスタムWLSTコマンドを使用するには、Oracle共通ホームからWLSTスクリプトを起動する必要があります。『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』の「カスタムWLSTコマンドの使用」を参照してください。











WLSTコマンド・カテゴリの概要

ADFベースのURL接続WLSTコマンドを使用して、構成Beanまたは実行時Beanの階層を移動したり、プロンプトの表示を制御したりします。getADFMArchiveConfigコマンドを使用して、ADFMArchiveConfigオブジェクトを管理します。






ADF固有のWLSTコマンド

URLベースの接続を管理するには、「表11-1」のコマンドを使用します。


表11-1 WLST構成の参照コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
adf_createFileUrlConnection


	
新しいADFファイル接続を作成する。

	
オンラインまたはオフライン


	
adf_createHttpUrlConnection


	
新しいADF URL接続を作成する。

	
オンラインまたはオフライン


	
adf_setURLConnectionAttributes


	
新しく作成したADF接続または既存のADF接続の属性を設定および編集する。

	
オンラインまたはオフライン


	
adf_listUrlConnection


	
新しいURL接続を一覧表示します。

	
オンラインまたはオフライン


	
getADFMArchiveConfig


	
指定したアーカイブのADFMArchiveConfigオブジェクトにハンドルを返します。

	
オンラインまたはオフライン


	
exportJarVersions


	
JARバージョンのCSV形式を、現在のORACLE_HOMEから指定された場所にエクスポートします。

	
オフライン


	
exportApplicationJarVersions


	
指定されたアプリケーションのランタイムJARバージョンのCSV形式を、指定された場所にエクスポートします。

	
オンライン


	
exportApplicationSelectedJarVersions


	
選択したJARのJARバージョンのCSV形式を、指定された場所にVersions.xmlファイルと一緒にエクスポートします。

	
オンライン










adf_createFileUrlConnection

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

oracle.adf.model.connection.url.FileURLConnection接続クラスに基づいて新しい接続を作成するには、このコマンドを使用します。






構文


adf_createFileURLConnection(appName, name, URL)



	引数	定義
	
appName

	
接続が作成されるアプリケーション名


	
name

	
新しい接続の名前


	
URL

	
この接続に関連するURL












例


adf_createFileURLConnection('myapp','tempDir','/scratch/tmp')








adf_createHttpUrlConnection

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

oracle.adf.model.connection.url.HttpURLConnection接続タイプ・クラスに基づいて新しい接続を作成するには、このコマンドを使用します。






構文


adf.createHttpURLConnection (appName, name, [URL], [authenticationType], [realm], [user], [password]



	引数	定義
	
appName

	
接続が作成されるアプリケーション名


	
name

	
新しい接続の名前


	
url

	
(省略可能)この接続に関連するURL


	
authenticationType

	
(省略可能)デフォルトは基本認証タイプ。


	
realm

	
(省略可能)この接続は、認証のために使用する場合、これを設定する必要がある。デフォルトは基本認証タイプ。


	
user

	
(省略可能)


	
password

	
(省略可能)












例


adf_createHttpURLConnection('myapp','cnn','http://www.cnn.com') 








adf_setURLConnectionAttributes

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

新しく作成したADF接続または既存のADF接続の属性を設定および編集するにはこのコマンドを使用します。






構文


adf_setURLConnectionAttributes(appname, connectionname, attributes)



	引数	定義
	
appname

	
接続が作成されるアプリケーション名


	
connectionname

	
新しい接続の名前


	
attributes

	
キーと値のペアに設定する属性を含む配列。












例


adf_setURLConnectionAttributes ('myapp','cnn','ChallengeAuthenticationType:digest',
'AuthenticationRealm:XMLRealm'








adf_listUrlConnection

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

このコマンドを使用して、アプリケーションの接続を示します。






構文


adf_listURLConnection(appname)



	引数	定義
	
appname

	
アプリケーション名












例


adf_listURLConnection ('myapp')








getADFMArchiveConfig

WLSTの使用状況: オンラインまたはオフライン。



説明

指定したアーカイブのADFMArchiveConfigオブジェクトにハンドルを返します。返されるADFMArchiveConfigオブジェクトのメソッドは、アーカイブ内のアプリケーション構成を変更するために使用できます。

ADFMArchiveConfigオブジェクトでは、次のメソッドが提供されます。

	
setDatabaseJboSQLBuilder([value]): データベースjbo.SQLBuilder属性を設定します。


	
getDatabaseJboSQLBuilder(): jbo.SQLBuilder属性の現在の値を返します。


	
setDatabaseJboSQLBuilderClass([value]): データベースjbo.SQLBuilderClass属性を設定します。値は、カスタム・ビルダー・クラスのフルネームです。


	
getDatabaseJboSQLBuilderClass(): jbo.SQLBuilderClass属性の現在の値を返します。


	
setDefaultRowLimit([value]): デフォルトrowLimit属性を設定します。値は、行制限を指定するlongです(デフォルト-1)。


	
getDefaultRowLimit(): rowLimit属性の現在の値を返します。


	
save([toLocation]): toLocationを指定する場合、変更はターゲット・アーカイブ・ファイルに格納され、元のファイルは変更されないままです。それ以外の場合、変更は元のファイル自体に保存されます。









構文


archiveConfigObject = ADFMAdmin.getADFMArchiveConfig(fromLocation)



	引数	定義
	

fromLocation 

	
完全パスを含むearファイルの名前。








setDatabaseJboSQLBuilder([value])の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.setDatabaseJboSQLBuilder([value])



	引数	定義
	

value 

	
jbo.SQLBuilder属性の値。有効な値は、'Oracle' (デフォルト)、'OLite'、'DB2'、'SQL92'、'SQLServer'または'Custom'です。'Custom'を指定した場合、jbo.SQLBuilderClass属性も設定する必要があります。








getDatabaseJboSQLBuilder()の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.getDatabaseJboSQLBuilder()


setDatabaseJboSQLBuilderClass([value])の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.setDatabaseJboSQLBuilderClass([value])



	引数	定義
	

value 

	
jbo.SQLBuilderClass属性の値。








getDatabaseJboSQLBuilderClass()の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.getDatabaseJboSQLBuilderClass()


setDefaultRowLimit([value])の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.setDefaultRowLimit([value])



	引数	定義
	

value 

	
rowLimit属性の値。








getDefaultRowLimit()の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.getDefaultRowLimit([value])


save([toLocation])の構文は次のとおりです。


archiveConfigObject.save([toLocation])



	引数	定義
	

toLocation

	
変更が保存先ファイルの絶対パスを含む名前。












例

次の例では、jbo.SQLBuilder属性は、'DB2'に設定されています。


wls:/offline> archive =
               ADFMAdmin.getADFMArchiveConfig(fromLocation='/tmp/testArchive.ear')
wls:/offline> archive.setDatabaseJboSQLBuilder(value='DB2') 
wls:/offline> archive.save() 


次の例では、jbo.SQLBuilder属性が削除され、アプリケーション・デフォルトが使用されます。


wls:/offline> archive =
              ADFMAdmin.getADFMArchiveConfig(fromLocation='/tmp/testArchive.ear')
wls:/offline> archive.setDatabaseJboSQLBuilder()
wls:/offline> archive.save(toLocation='/tmp/targetArchive.ear')


次の例では、jbo.SQLBuilder属性が'Custom'に設定され、jbo.SQLBuilderClass属性がクラス'com.example.CustomBuilder'に設定されます。


wls:/offline> archive =
              ADFMAdmin.getADFMArchiveConfig(fromLocation='/tmp/testArchive.ear')
wls:/offline> archive.setDatabaseJboSQLBuilder('Custom') 
wls:/offline> archive.setDatabaseJboSQLBuilderClass('com.example.CustomBuilder') 
wls:/offline> archive.save(toLocation='/tmp/targetArchive.ear')


次の例では、rowLimit属性が100に設定されます。


wls:/offline> archive = getADFMArchiveConfig(fromLocation='/tmp/testArchive.ear')
wls:/offline> archive.setDefaultRowLimit(100)
wls:/offline> archive.save(toLocation='/tmp/targetArchive.ear')








exportJarVersions

WLSTの使用状況:オフライン。



説明

JARバージョンのCSV形式を、現在のORACLE_HOMEから指定された場所にエクスポートするために使用します。エクスポートされたJARバージョン情報は、Oracle OpenOfficeまたはMS Excelで開くことができます。






構文


exportJarVersions(path)



	引数	定義
	

path

	
JARバージョンの抽出場所です。












例

この例では、JARバージョンがどのように/tmp/export-MyApp-Versions.csvにエクスポートされるかを示します。CSVファイルのR/W権限を確認する必要があります。


wls:/offline>exportJarVersions('/tmp/export-MyApp-Versions.csv')








exportApplicationJarVersions

WLSTの使用状況:オンライン。



説明

指定されたアプリケーションのランタイムJARバージョンのCSV形式を、指定された場所にエクスポートするために使用します。






構文


exportApplicationJarVersions(applicationName, path)



	引数	定義
	

applicationName

	
JARバージョンをエクスポートするアプリケーションの名前です。


	

path

	
JARバージョンのエクスポート先です。












例

この例では、MyAppランタイムJARバージョンがどのように/tmp/export-MyApp-Versions.csvにエクスポートされるかを示します。CSVファイルのR/W権限を確認する必要があります。


wls:/DefaultDomain/serverConfig>exportApplicationJarVersions('MyApp',
'/tmp/export-MyApp-Versions.csv')








exportApplicationSelectedJarVersions

WLSTの使用状況:オンライン。



説明

選択したJARのJARバージョンのCSV形式を、指定された場所にエクスポートするために使用します。　






構文


exportApplicationSelectedJarVersions(applicationName, path, jarsLocation)



	引数	定義
	

applicationName

	
JARバージョンをエクスポートするアプリケーションの名前です。


	

path

	
JARバージョンの抽出場所です。


	

jarsLocation

	
選択したJARのオプション・リストです。指定されていない場合は、%WLSDOMAIN%/config/fmwconfig/Versions.xmlからデフォルトのJARランタイム・バージョン・リストがエクスポートされます。

Versions.xmlのselectedJarsプロパティが空の場合は、adfm.jar、adf-richclient-impl-11.jar、adf-controller.jar、adf-pageflow-impl.jar、adf-share-support.jarおよびmdsrt.jarのバージョン情報がエクスポートされます。












例

この例では、Versions.xmlファイルのselectedJarsプロパティを使用して、JARバージョンがどのように/tmp/export-MyApp-Versions.csvにエクスポートされるかを示します。この例ではjarsLocationパラメータが指定されていないため、Versions.xmlファイルのselectedJarsプロパティにリストされたライブラリがエクスポートされます。CSVファイルのR/W権限を確認する必要があります。


wls:/offline>exportApplicationSelectedJarVersions('MyApp',
'/tmp/export-MyApp-Versions.csv') 

Versions.xml
<Diagnostics xmlns="xmlns.oracle.com/adf/diagnostics">
  <Versions xmlns="xmlns.oracle.com/adf/diagnostics/versions"
    exportVersionsOnApplicationStartup="true" 
    selectedJars="$ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.model_11.1.1/adfm.jar;
      $ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.view_11.1.1/adf-richclient-impl-11.jar;
      $ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.controller_11.1.1/adf-controller.jar;
      $ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.pageflow_11.1.1/adf-pageflow-impl.jar;
      $ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.share_11.1.1/adf-share-support.jar;
      $ORACLE_HOME$/modules/oracle.mds_11.1.1/mdsrt.jar" />
</Diagnostics>


この例では、jarsLocationパラメータを使用して、JARバージョンがどのように/tmp/export-MyApp-Versions.csvにエクスポートされるかを示します。この場合、jarsLocationパラメータで明示的に渡されたライブラリがエクスポートされます。CSVファイルのR/W権限を確認する必要があります。


wls:/offline>exportApplicationSelectedJarVersions('MyApp',
'/tmp/export-MyApp-Versions.csv',
'$ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.model_11.1.1/adfm.jar;$ORACLE_HOME$/modules/oracle.adf.view_11.1.1/adf-richclient-impl-11.jar') 













3 WLSTコマンドおよび変数リファレンス


この章では、WLSTコマンド、コマンド構文、引数およびコマンド例を詳細に説明します。また、使用できるWLST変数も一覧表示および説明します。

次の項では、WLSTコマンドと変数について詳細に説明します。次のトピックがあります。

	
WLSTコマンド・カテゴリの概要


	
参照コマンド


	
制御コマンド


	
カスタマイズ・コマンド


	
デプロイメント・コマンド


	
診断コマンド


	
編集コマンド


	
情報コマンド


	
ライフサイクル・コマンド


	
ノード・マネージャ・コマンド


	
ツリー・コマンド


	
WLST変数リファレンス






WLSTコマンド・カテゴリの概要




	
注意:

コマンドの構文の要件について、「Oracle WebLogic Scripting Toolの使用」の「WLSTコマンドの構文」を参照しておくことをお薦めします。









WLSTコマンドは次のカテゴリに分かれています。


表3-1 WLSTコマンド・カテゴリ

	コマンド・カテゴリ	説明
	
参照コマンド


	
構成Beanまたは実行時Beanの階層を移動します。プロンプトの表示を制御します。


	
制御コマンド


	
	
サーバーに接続したり、サーバーへの接続を切断したりします。


	
WebLogicドメインまたはドメイン・テンプレートを作成および構成します。


	
WLSTを終了します。





	
カスタマイズ・コマンド


	
WLST help()およびhelp('commandGroup')コマンドによって表示されるコマンド・グループ・ヘルプおよびコマンド・ヘルプを追加します。


	
デプロイメント・コマンド


	
	
アプリケーションとスタンドアロン・モジュールをWebLogic Serverインスタンスにデプロイ、アンデプロイ、および再デプロイします。


	
既存のデプロイメント・プランを更新します。


	
WebLogicデプロイメント・マネージャ・オブジェクトに照会します。


	
デプロイされたアプリケーションを起動および停止します。





	
診断コマンド


	
診断データをエクスポートします。


	
編集コマンド


	
構成Beanの照会や編集を行います。


	
情報コマンド


	
WebLogicドメイン、サーバー、変数に照会します。構成Bean、実行時Bean、WLSTに関連した情報を提供します。


	
ライフサイクル・コマンド


	
サーバー・インスタンスのライフサイクルを管理します。


	
ノード・マネージャ・コマンド


	
ノード・マネージャを使用して、WebLogic Serverインスタンスを起動、停止、再起動、およびモニターします。


	
ツリー・コマンド

	
MBean階層内を移動します。












参照コマンド

表3-2に示すWLST参照コマンドを使用して、構成Beanまたは実行時Beanの階層を移動したり、プロンプトの表示を制御したりします。


表3-2 WLST構成の参照コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
cd


	
構成Beanまたは実行時Beanの階層を移動します。

	
オンラインまたはオフライン


	
currentTree


	
階層内の現在の場所を返します。

	
オンライン


	
prompt


	
プロンプトでパス情報の表示を切り替えます。

	
オンラインまたはオフライン


	
pwd


	
階層内の現在の場所を表示します。

	
オンラインまたはオフライン










cd

コマンド・カテゴリ: 参照コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

構成Beanまたは実行時Beanの階層を移動します。このコマンドでは、WindowsまたはUNIXコマンド・シェルのファイル・システムを移動するときと同様のモデルを使用しています。たとえば、親の構成Beanまたは実行時Beanに戻るには、cd('..')と入力します。文字列.. (ドット、ドット)は、カレント・ディレクトリのすぐ上のディレクトリを表します。階層の深くにあるBeanに移動した後でルートのBeanに戻るには、cd('/')と入力します。

現在の階層内のBeanに移動できます。子やインスタンスに移動することができます。

cdコマンドは、構成Beanまたは実行時Beanのインスタンスがある場合は、そのスタブを返します。特定のタイプに移動する場合は、移動元になる構成Beanまたは実行時Beanインスタンスのスタブを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

cmo変数は、WLSTをサーバー・インスタンスに最初に接続するときに、すべてのドメイン構成Beanのルートに初期化されます。あるインスタンスに移動するまでは、この値が親構成Beanタイプとなります。cmo変数の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の現在の管理オブジェクトの変更に関する項を参照してください。














構文


cd(mbeanName)



	引数	定義
	

mbeanName 

	
ネーム・スペース内のBeanのパス。












例

次の例では、構成Beanの階層を移動します。最初のコマンドではServers構成Beanタイプに、2番目のコマンドではmyserver構成Beanインスタンスに移動します。最後のコマンドで、2レベル上の元のディレクトリ位置に戻ります。


wls:/mydomain/serverConfig> cd('Servers')
wls:/mydomain/serverConfig/Servers> cd('myserver')
wls:/mydomain/serverConfig/Servers/myserver> cd('../..')
wls:/mydomain/serverConfig>








currentTree

コマンド・カテゴリ: 参照コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

階層内の現在の場所を返します。このコマンドを使用すると、階層内の現在の場所を格納しておいて、参照後に簡単にそこに戻ることができます。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


currentTree()






例

次の例では、階層内の現在の場所をmyTreeに格納して、管理サーバー・インスタンス上の実行時MBean階層から編集MBean階層に戻るときに使用します。


wls:/mydomain/edit> myTree=currentTree()
wls:/mydomain/edit> serverRuntime()
Location changed to serverRuntime tree. This is a read-only tree with
ServerRuntimeMBean as the root.
For more help, use help('serverRuntime')

wls:/mydomain/serverRuntime> myTree()
wls:/mydomain/edit>








prompt

コマンド・カテゴリ: 参照コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

引数なしで入力した場合は、プロンプトでパス情報の表示を切り替えます。このコマンドは、パスが長くてプロンプトが長くなり過ぎた場合に便利です。

このコマンドに、引数としてonまたはoffを明示的に指定することもできます。offを指定した場合、WLSTはWLSTプロンプトを非表示にして、デフォルトでJythonプロンプトを表示します。デフォルトでは、WLSTプロンプトは構成または実行時の移動パス情報を表示します。

プロンプトの詳細を表示しない場合に、階層内の現在の場所を調べるには、pwdコマンドを使用できます(「pwd」を参照)。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


prompt(myPrompt)



	引数	定義
	

myPrompt 

	
オプション。WLSTプロンプトを非表示にしたり表示したりします。有効な値はoffまたはon。

	
off引数の場合、WLSTプロンプトは非表示になります。

WLSTオンラインを使用してprompt('off')を実行した場合、プロンプトはデフォルトでJythonプロンプトになります。Jython構文を使用して新しいプロンプトを作成できます。Jythonを使用したプログラミングの詳細は、http://www.jython.orgを参照してください。その後に、引数なしでpromptコマンドを入力すると、WLSTはWLSTコマンド・プロンプトをパス情報なしで表示します。パス情報を再表示するには、prompt()と再度入力するか、prompt('on')と入力します。


	
on引数の場合、パス情報を含むデフォルトのWLSTプロンプトが表示されます。















例

次の例では、プロンプトでパス情報を非表示にしてから再表示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers/myserver> prompt()
wls:/> prompt()
wls:/mydomain/serverConfig/Servers/myserver> 


次の例では、プロンプトを非表示にして、デフォルトでJythonプロンプトを表示し(WLSTオンラインを使用してコマンドを実行している場合)、Jythonプロンプトを変更してから、WLSTプロンプトを再表示します。この例では、pwdコマンドの使い方も示しています。




	
注意:

Jythonを使用したプログラミングの詳細は、http://www.jython.orgを参照してください。










wls:/mydomain/serverConfig/Servers/myserver> prompt('off')
>>>sys.ps1="myprompt>"
myprompt> prompt()
wls:> pwd()
'serverConfig:Servers/myserver'
wls:> prompt()
wls:/mydomain/serverConfig/Servers/myserver> 








pwd

コマンド・カテゴリ: 参照コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

構成Beanまたは実行時Bean階層内の現在の場所を表示します。

このコマンドは、promptコマンドを使用してプロンプトでパス情報の表示を無効にした場合に便利です(「prompt」を参照)。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


pwd()






例

次の例では、構成Bean階層内の現在の場所を表示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers/myserver/Log/myserver> pwd()
'serverConfig:/Servers/myserver/Log/myserver'










制御コマンド

表3-3に示すWLST制御コマンドを使用して、次のタスクを行います。

	
サーバーに接続したり、サーバーへの接続を切断したりする(connectおよびdisconnectコマンド)


	
構成ウィザードと同様に、ドメイン・テンプレートから新しいWebLogicドメインを作成する(createDomain、readTemplate、writeDomainおよびcloseTemplateコマンド)


	
既存のWebLogicドメインをオフラインで更新する(readDomain、addTemplate,、updateDomainおよびcloseDomainコマンド)


	
ドメイン・テンプレートを記述する(writeTemplateコマンド)


	
WLSTを終了する




表3-3に、WLST構成の制御コマンドを示します。


表3-3 WLST構成の制御コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
connect


	
WLSTをWebLogic Serverインスタンスに接続します。

	
オンラインまたはオフライン


	
disconnect


	
WLSTをWebLogic Serverインスタンスから接続解除します。

	
オンライン


	
createDomain


	
指定されたテンプレートを使用して新しいWebLogicドメインを作成します。

	
オフライン


	
readTemplate


	
ドメインを作成するために既存のドメイン・テンプレートを開きます。

	
オフライン


	
writeDomain


	
指定されたディレクトリにドメインの構成情報を書き込みます。

	
オフライン


	
closeTemplate


	
現在のドメイン・テンプレートを閉じます。

	
オフライン


	
readDomain


	
更新する既存のWebLogicドメインを開きます。

	
オフライン


	
addTemplate


	
アプリケーションまたはサービスの拡張テンプレートを使用して、現在のWebLogicドメインを拡張します。

	
オフライン


	
updateDomain


	
現在のドメインを更新して保存します。

	
オフライン


	
closeDomain


	
現在のドメインを閉じます。

	
オフライン


	
writeTemplate


	
指定されたドメイン・テンプレート・ファイルに構成情報を書き込みます。

	
オフライン


	
exit


	
WLSTを対話セッションから終了させて、スクリプト・シェルを閉じます。

	
オンラインまたはオフライン










addTemplate

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

アプリケーションまたはサービスの拡張テンプレートを使用して、現在のWebLogicドメインを拡張します。テンプレート・ビルダーを使用してアプリケーション・テンプレートまたはサービスの拡張テンプレートを作成します。『Oracle WebLogic Serverドメイン・テンプレート・ビルダーを使用したテンプレートの作成』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


addTemplate(templateFileName)



	引数	定義
	

templateFileName

	
アプリケーションまたはサービスの拡張テンプレートの名前。












例

次の例では、WebLogicドメインを開いて、指定された拡張テンプレートDefaultWebApp.jarを使用してドメインを拡張します。


wls:/offline> readDomain('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/wlw')
wls:/offline/wlw> addTemplate('c:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3
/common/templates/applications/DefaultWebApp.jar')
wls:/offline/wlw> 








closeDomain

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

現在のドメインを閉じます。一度閉じるとそのドメインは編集できなくなります。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


closeDomain()






例

次の例では、現在のドメインを閉じます。


wls:/offline> readDomain('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/medrec')
...
wls:/offline/medrec> updateDomain()
wls:/offline/medrec> closeDomain()
wls:/offline>








closeTemplate

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

現在のドメイン・テンプレートを閉じます。一度閉じるとそのテンプレートは使用できなくなります。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


closeTemplate()






例

次の例では、既存のドメイン・テンプレートを開き、いくつかの操作を実行してから、現在のドメイン・テンプレートを閉じます。


wls:/offline> readTemplate('c:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3
/common/templates/domains/wls.jar')
...
wls:/offline/wls> closeTemplate()
wls:/offline>








connect

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTをWebLogic Serverインスタンスに接続します。

アクティブなWebLogicセキュリティ・レルムで定義されているユーザーの資格証明(ユーザー名およびパスワード)を提供する必要があります。接続後は、一群のセキュリティ・ポリシーによって、表示または変更できる構成属性が決まります。『WebLogic Server MBeanリファレンス』の「Default Security Policies for MBeans」を参照してください。

ユーザー資格証明は、次のいずれかの方法で提供できます。

	
コマンド・ラインで資格証明を入力します。この方法は、WLSTを対話モードで使用している場合にのみお勧めします。


	
資格証明をコマンド・ラインで入力してから、storeUserConfigコマンドを使用して、暗号化された形式の資格証明が格納されたユーザー構成ファイル、およびその資格証明の復号化に使用されるキー・ファイルを作成します。以降のWLSTセッション(またはWLSTスクリプト)では、コマンド・ラインで資格証明を入力するかわりに、このユーザー構成ファイルおよびキー・ファイルの名前を指定します。この方法は、WLSTをスクリプト・モードで使用している場合にお薦めします。スクリプト・モードでは、暗号化されていないユーザー資格証明がスクリプトに格納されないためです。


	
管理サーバーのboot.propertiesファイルに格納されている資格証明を使用します。デフォルトでは、管理サーバーを開発モードで作成すると、WebLogic Serverはサーバーの作成に使用された資格証明を暗号化し、暗号化した資格をboot.propertiesファイルに格納します。管理サーバーを本番モードで作成すると、boot.propertiesファイルは作成されません。本番ドメインがboot.propertiesファイルを含まない場合、手動で作成できます。『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の管理サーバーのブート識別ファイルの作成に関する項を参照してください。

connectコマンドの実行時にドメインの暗号化されたユーザー名とパスワードを含むboot.propertiesファイルが存在する場合、管理サーバーに接続するユーザー名とパスワードを入力する必要はありません。ただし、connectコマンドで管理サーバーの名前を指定する必要があります。




次の点に注意してください。

	
ユーザー名とパスワード、またはユーザー構成ファイルとキー・ファイルを指定しないでスクリプトでconnectコマンドを実行すると、WSLTExceptionが発生します。対話モードでは、ユーザー名とパスワードの入力を求められます。


	
WLSTのサーバーへの接続は、SSLポートまたは管理ポートを介して行うことが強く推奨されます。そうしなかった場合は、次の警告メッセージが表示されます。


Warning: An insecure protocol was used to connect to the server. To ensure
on-the-wire security, the SSL port or Admin port should be used instead.


	
デモ用のSSLキーおよび証明書を使用しているサーバーのSSLリスン・ポートからWebLogic Serverインスタンスに接続している場合は、次のコマンドでWLSTを呼び出します。


java -Dweblogic.security.SSL.ignoreHostnameVerification=true
-Dweblogic.security.TrustKeyStore=DemoTrust weblogic.WLST


WLSTの呼出しの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTの対話モードまたはスクリプト・モードでの使用の主な手順に関する項を参照してください。


	
HTTPを介してWebLogic Serverインスタンスに接続している場合は、そのWebLogic ServerインスタンスのTunnelingEnabled属性がtrueに設定されていることを確認してください。詳細は、Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスのTunnelingEnabledに関する項を参照してください。


	
ホスト名にlocalhostを使用してWLSTからWebLogic Server管理サーバーに接続する場合、管理サーバーのlisten-address属性が特定のIPアドレスに制限されていると、次のメッセージが表示されることがあります。


javax.naming.CommunicationException [Root exception is 
java.net.ConnectException : <t3://HOST:PORT> : Destination unreachable; 
nested exception is: java.net.ConnectException: Connection refused; No 
available router to destination 


この問題には次のいずれかの回避策を使用できます。

	
管理サーバーのlisten-address属性が正しく設定されていることを確認します。次に、ドメイン構成ファイルの例を示します。


<server> 
   <name>AdminServer</name> 
   <ssl> 
   . 
   . 
   . 
   </ssl> 
   <machine>your_machine</machine> 
   <!-- listen-address><your_ip_address></listen-address --> 
</server>


	
WLST connectコマンドで、localhostのかわりに管理サーバーのホスト名を使用します。







WebLogic Serverインスタンスに正常に接続した後で、すべてのローカル変数が初期化されます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


connect([username, password], [url], [timeout])
connect([userConfigFile, userKeyFile], [url], [timeout])
connect([url], [adminServerName], [timeout])



	引数	定義
	

username

	
オプション。WLSTをサーバーに接続するオペレータのユーザー名。指定しない場合、WLSTはコマンドを上記のように処理します。


	

password

	
オプション。WLSTをサーバーに接続するオペレータのパスワード。指定しない場合、WLSTはコマンドを上記のように処理します。


	

url

	
オプション。サーバー・インスタンスのリスン・アドレスとリスン・ポート。[protocol://]listen-address:listen-portという形式で指定します。指定しない場合、この引数はデフォルトでt3://localhost:7001になります。


	

timeout

	
オプション。オンライン・コマンドが完了する(返される)のをWLSTが待機するミリ秒数。

WLSTオンライン・コマンドを呼び出すと、WLSTはMBeanサーバーに接続してMBeanサーバー・メソッドを呼び出し、呼出しの結果を返します。MBeanサーバー・メソッドがタイムアウト期間内に返されない場合、WLSTは呼出しを破棄します。この引数には次の構文を使用します。

timeout='milliseconds'

値0は、操作がタイムアウトしないことを表します。この引数のデフォルトは300,000ミリ秒(5分)です。


	

userConfigFile

	
オプション。暗号化されたユーザー名とパスワードを格納するユーザー構成ファイルの名前と場所。この引数には次の構文を使用します。

userConfigFile='file-system-path'

指定しない場合、WLSTはコマンドを上記のように処理します。

ユーザー構成ファイルの作成時に、storeUserConfigコマンドはキー・ファイルを使用してユーザー名とパスワードを暗号化します。ユーザー構成ファイルを暗号化するキー・ファイルのみが、そのユーザー名とパスワードを復号化できる(「storeUserConfig」を参照。)


	

userKeyFile

	
オプション。指定されたユーザー構成ファイルに関連付けられていて、そのファイルの復号化に使用されるキー・ファイルの名前と場所。この引数には次の構文を使用します。

userKeyFile='file-system-path'

指定しない場合、WLSTはコマンドを上記のように処理します。

「storeUserConfig」を参照してください。


	

adminServerName

	
オプション。ドメインの管理サーバーの名前。connectコマンドで、管理サーバーのboot.propertiesファイルに格納されている資格証明を使用するようにします。この引数には次の構文を使用します。

adminServerName='server-name'

この引数は、WLSTをドメイン・ディレクトリから起動した場合にのみ有効となります。管理サーバーのboot.propertiesファイルがドメイン・ディレクトリに格納されている場合は、この引数を指定する必要はありません。

指定しない場合、WLSTはコマンドを上記のように処理します。












例

次の例では、WLSTをWebLogic Serverインスタンスに接続します。この例では、管理サーバー名はデフォルトのAdminServerになります。サーバーへの接続にSSLまたは管理ポートが使用されない場合は警告が表示されます。


wls:/offline> connect('weblogic','welcome1','t3://localhost:8001') 
Connecting to weblogic server instance running at t3://localhost:8001 as 
username weblogic...

Successfully connected to Admin Server 'AdminServer' that belongs to domain
'mydomain'.

Warning: An insecure protocol was used to connect to the server. To ensure 
on-the-wire security, the SSL port or Admin port should be used instead. 

wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、WLSTを指定されたURLのWebLogic Serverインスタンスに接続します。この例では、ユーザー名とパスワードが引数として渡されます。この例ではセキュアなプロトコルを使用しています。


wls:/offline> username = 'weblogic' 
wls:/offline> password = 'welcome1' 
wls:/offline> connect(username,password,'t3s://myhost:8001') 
Connecting to weblogic server instance running at t3://myhost:8001 as
username weblogic...

Successfully connected to Admin Server 'AdminServer' that belongs to domain
'mydomain'.
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、ユーザー資格証明を提供するユーザー構成ファイルとキー・ファイルを使用して、WLSTをWebLogic Serverインスタンスに接続します。


wls:/offline> connect(userConfigFile='c:/myfiles/myuserconfigfile.secure', 
userKeyFile='c:/myfiles/myuserkeyfile.secure')
Connecting to t3://localhost:7001 with userid username ...

Successfully connected to Admin Server 'AdminServer' that belongs to domain 'mydomain'.
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、パラメータを使用しないでコマンドを実行する場合に対話モードで表示されるプロンプトを示します。


wls:/offline> connect()
Please enter your username :username
Please enter your password :
Please enter your server URL [t3://localhost:7001] :
Connecting to t3//localhost:7001 with userid username








createDomain

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

指定されたテンプレートを使用してWebLogicドメインを作成します。




	
注意:

WebLogicドメイン作成時にドメイン構成の設定を変更する場合は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のドメインの編集(オフライン)のオプション2に関する項を参照してください。

createDomainコマンドは、『packおよびunpackコマンドを使用したテンプレートとドメインの作成』で説明されているように、unpackコマンドに類似した機能を備えています。









エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


createDomain(domainTemplate, domainDir, user, password) 



	引数	定義
	

domainTemplate

	
作成するドメインの基になるドメイン・テンプレートの名前および場所。


	

domainDir

	
ドメイン構成情報を書き込むディレクトリの名前。

使用する環境のすべてのドメインをミドルウェア・ホーム・ディレクトリ以外の場所に作成することをお薦めします。これによって、ドメインやアプリケーションを再作成せずに、既存のインストールの削除や新しいバージョンのWebLogic Serverのインストールが簡単にできるようになります。


	

user

	
デフォルト・ユーザーの名前。


	

password

	
デフォルト・ユーザーのパスワード。












例

次の例では、Avitek MedRecテンプレートを使用して新しいWebLogicドメインを作成し、デフォルトのユーザー名をweblogic、パスワードをwelome1に設定しています。ドメインがc:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3/user_projects/domains/medrecディレクトリに保存されます。


wls:/offline> createDomain('c:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3/common
/templates/domains/wls_medrec.jar','c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/medrec', 
'weblogic', 'welcome1')








disconnect

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WLSTをWebLogic Serverインスタンスから接続解除します。disconnectコマンドを実行しても対話スクリプト・シェルは終了しません。対話シェルを開いたままで、現在のWebLogic Serverインスタンスの接続を閉じて、すべての変数をリセットします。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

connectコマンドを使用して別のWebLogic Serverインスタンスに接続できます(「connect」を参照)。






構文


disconnect(force)



	引数	定義
	

force

	
オプション。アクティブなセッションの完了を待たずに接続を解除するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです。その場合は、すべてのアクティブ・セッションが完了してから接続解除します。












例

次の例では、実行中のサーバーから接続を解除します。


wls:/mydomain/serverConfig> disconnect() 
Disconnected from weblogic server: myserver
wls:/offline> 








exit

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTをユーザー・セッションから終了させて、スクリプト・シェルを閉じます。

進行中の編集セッションがある場合、WLSTはユーザーに確認を求めます。このプロンプトをスキップするには、defaultAnswer引数をyに設定します。

デフォルトでは、WLSTを終了するときに、現在のWLST JVMのSystem.exit(0)が呼び出されます。JVMに別の終了コードで終了させるには、exitCode引数を使用して値を指定できます。




	
注意:

Antスクリプトの中でWLST exitコマンドが発行されると、Antスクリプトの実行も終了する可能性があります。Antスクリプトの中でWLSTを呼び出す場合は、fork="true"を指定して新しいJVMを使用することをお勧めします。









エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


exit([defaultAnswer], [exitcode])



	引数	定義
	

defaultAnswer

	
オプション。コマンド・ラインで入力を求められたくない場合の、デフォルトのレスポンス。有効な値はyおよびnです。この引数のデフォルトはnullです。nullの場合、WLSTはユーザーにレスポンスを求めます。


	

exitcode

	
オプション。WLSTを終了するときに設定する終了コード。












例

次の例では、ユーザー・セッションから接続解除して、スクリプト・シェルを閉じます。


wls:/mydomain/serverConfig> exit() 
Exiting WebLogic Scripting Tool ...
c:\>


次の例では、ユーザー・セッションから接続解除して、スクリプト・シェルを閉じ、エラー・コードを101に設定します。


wls:/mydomain/serverConfig> exit(exitcode=101) 
Exiting WebLogic Scripting Tool ...
c:\>








readDomain

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

更新するために既存のWebLogicドメインを開きます。

WLSTオフラインでは、テンプレート・ビルダーを使用して作成したドメイン・テンプレートJAR内、またはWebLogicドメインのconfigディレクトリ内に永続化されている構成データへの読み書きアクセスが可能です。このデータは、XMLドキュメントの集合であり、管理オブジェクトの階層構造を表します。

テンプレートまたはWebLogicドメインを開くと、WLSTはそのドメインの構成階層のルートに入り、プロンプトはその構成階層での現在の場所を示すように更新されます。次に例を示します。


wls:/offline/base_domain>


詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のMBeanの移動と照会に関する項を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


readDomain(domainDirName)



	引数	定義
	

domainDirName

	
開くWebLogicドメイン・ディレクトリの名前。












例

次の例では、編集するためにmedrecドメインを開きます。


wls:/offline> readDomain('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/medrec') 
wls:/offline/medrec>








readTemplate

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

ドメインを作成するために既存のドメイン・テンプレートを開きます。

ドメイン・テンプレートを開くと、WLSTはそのドメイン・テンプレートの構成Bean階層に入り、プロンプトはその構成階層での現在の場所を示すように更新されます。次に例を示します。


wls:/offline/base_domain>


WebLogic Server構成Beanは階層構造の中に存在します。WLSTファイル・システムでは、階層はドライブに、タイプとインスタンスはディレクトリに、属性と操作はファイルに相当します。UNIXまたはWindowsコマンド・シェルでファイル・システムを移動するときと同じように、WLSTはcd、ls、およびpwdなどのコマンドを使用して、構成Beanの階層構造を移動します。構成Beanインスタンスに移動したら、WLSTコマンドを使用してBeanと対話します。詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のMBeanの移動と照会に関する項を参照してください。




	
注意:

WLSTとドメイン・テンプレートを使用する場合、新しいWebLogicドメインを作成するときにのみセキュリティ情報を作成してアクセスできます。WebLogicドメインを更新するときは、WLSTからセキュリティ情報にアクセスすることはできません。









エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


readTemplate(templateFileName)



	引数	定義
	

templateFileName

	
ドメイン・テンプレートに相当するJARファイルの名前。












例

次の例では、WebLogicドメインを作成するためにmedrec.jarドメイン・テンプレートを開きます。


wls:/offline> readTemplate('c:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3/common/templates
/domains/wls_medrec.jar') 
wls:/offline/wls_medrec>








updateDomain

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

現在のWebLogicドメインを更新して保存します。更新して保存した後、ドメインは引続き編集可能になります。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


updateDomain()






例

次の例では、medrecドメインを開き、いくつかの操作を実行してから、現在のドメインを更新して保存します。


wls:/offline> readDomain('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/medrec') 
...
wls:/offline/medrec> updateDomain() 








writeDomain

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

指定されたディレクトリにドメインの構成情報を書き込みます。

WebLogicドメインをファイル・システムに書き込んだ後で、メモリー内に存在するドメイン・テンプレート・オブジェクトを引続き更新し、writeDomainコマンドを再発行して、ドメイン構成を新しいファイルまたは既存のファイルに格納できます。

デフォルトでは、WebLogicドメインを書き込むときに、関連するアプリケーションがWL_HOME/user_projects/applications/domainnameに書き込まれます。WL_HOMEはWebLogic Serverホーム・ディレクトリ、domainnameはWebLogicドメインの名前を表します。このディレクトリは空でなければなりません。空でない場合はエラーが表示されます。

メモリー内のドメイン・テンプレート・オブジェクトを使用し終えたら、closeTemplateコマンドを使用して閉じます。ディスクに保存されているWebLogicドメインを編集する場合は、readDomainコマンドを使用してドメインを開くことができます。




	
注意:

WebLogicドメインの名前はドメイン・ディレクトリの名前から取られます。たとえば、ドメインがc:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/myMedrecに保存される場合、ドメイン名はmyMedrecになります。









ドメインを書き込む前に、まだ定義されていない場合は、デフォルト・ユーザーのパスワードを定義する必要があります。次に例を示します。


cd('/Security/base_domain/User/weblogic')
cmo.setPassword('welcome1')


エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


writeDomain(domainDir)



	引数	定義
	

domainDir

	
ドメイン構成情報を書き込むディレクトリの名前。












例

次の例では、medrec.jarドメイン・テンプレートを読み込み、いくつかの操作を実行してから、ドメイン構成情報をc:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/medrecディレクトリに書き込みます。


wls:/offline> readTemplate('c:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3/common/templates
/domains/wls.jar') 
...
wls:/offline/base_domain> writeDomain('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/base_domain')








writeTemplate

コマンド・カテゴリ: 制御コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

指定されたドメイン・テンプレート・ファイルにドメイン構成情報を書き込みます。ドメイン構成テンプレートを使用してWebLogicドメインを再作成できます。

構成情報をドメイン構成テンプレートに書き込んだ後で、メモリー内に存在するWebLogicドメインまたはドメイン・テンプレート・オブジェクトを引続き更新し、writeDomainまたはwriteTemplateコマンドを再発行して、ドメイン構成を新規あるいは既存のWebLogicドメインまたはドメイン・テンプレート・ファイルに格納できます。詳細は、「writeDomain」または「writeTemplate」をそれぞれ参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

writeTemplateコマンドは、packコマンドと類似した機能を備えています。『packおよびunpackコマンドを使用したテンプレートとドメインの作成』のpackコマンドに関する項を参照してください。ただし、writeTemplateは管理対象サーバー・テンプレートの作成をサポートしていません。














構文


writeTemplate(templateName)



	引数	定義
	

templateName

	
ドメイン構成情報を格納するドメイン・テンプレートの名前。












例

次の例では、現在のドメイン構成をc:/Oracle/Middleware/user_projects/templates/myTemplate.jarというドメイン・テンプレートに書き込みます。


wls:/offline> readDomain('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/mydomain') 
...
wls:/offline/base_domain> writeTemplate('c:/Oracle/Middleware/user_projects 
/templates/myTemplate.jar')










カスタマイズ・コマンド

表3-4に示すWLSTカスタマイズ・コマンドを使用して、WLST help()およびhelp('commandGroup')コマンドで示されるコマンド・グループ・ヘルプおよびコマンド・ヘルプを追加します。WLSTへのコマンド・ヘルプの追加の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のカスタム・コマンドの統合型ヘルプの追加に関する項を参照してください。


表3-4 WLST構成のカスタマイズ・コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
addHelpCommandGroup


	
WLST help()コマンドで表示されているコマンド・グループに新しいヘルプ・コマンド・グループを追加します。

	
オンラインまたはオフライン


	
addHelpCommand


	
コマンドのために新しいコマンド・ヘルプを既存のコマンド・グループに追加します。グループに追加した後、help('commandGroup')コマンドを入力した場合、グループのためにコマンド(簡単な説明を持つ)はコマンド・リストに表示されます。

	
オンラインまたはオフライン










addHelpCommandGroup

コマンド・カテゴリ: カスタマイズ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLST help()コマンドで表示されているグループに新しいコマンド・ヘルプ・グループを追加して、グループに対して定義されているヘルプ情報のリソース・バンドルを指定します。






構文


addHelpCommandGroup(commandGroup, resourceBundleName)



	引数	定義
	

commandGroup

	
コマンド・グループの一意の名前を使用します。WLST help()コマンドですでに示されているコマンド・グループ名を使用しないでください。


	

resourceBundleName

	
クラス名またはプロパティ・リソース・ファイル名を表します。リソース・バンドルには、標準パターンを使用したコマンド・グループのエントリのヘルプ・テキストが格納されます。リソース・バンドル名がResourceBundle.getBundle(...)に渡されます。複数のコマンド・グループで同じリソース・バンドルを使用できます。

リソース・バンドルは、クラスパスに指定されている必要があります。

各コマンド・グループおよびコマンドのヘルプ・テキストの定義方法の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のカスタム・コマンドの統合型ヘルプの追加に関する項を参照してください。

ResourceBundleおよびローカライゼーションについては、http://download.oracle.com/javase/6/docs/api/java/util/ResourceBundle.htmlを参照してください。












例

次の例では、bootコマンド・グループをhelp()コマンドで示されるグループのリストに追加し、ヘルプ・テキストをプロパティ・リソース・ファイル'myhelp'に格納します。


wls:/offline> addHelpCommandGroup('boot','myhelp')


次の例では、bootコマンド・グループをhelp()コマンドで示されるグループのリストに追加し、ヘルプ・テキストをクラスfoo.bar.MyResourceBundleClassに格納します。


wls:/offline> addHelpCommandGroup('boot','foo.bar.MyResourceBundleClass')








addHelpCommand

コマンド・カテゴリ: カスタマイズ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

コマンドのために新しいコマンド・ヘルプを既存のコマンド・グループに追加します。グループに追加した後、help('commandGroup')コマンドを入力した場合、グループのためにコマンド(簡単な説明を持つ)はコマンド・リストに表示されます。help('online')およびhelp('offline')コマンドで示すコマンドかどうかを指定することもできます。






構文


addHelpCommand(commandName,commandGroup,[offline=false, online=false])



	引数	定義
	

commandName

	
commandGroupで指定されたコマンド・グループで定義されるコマンドの名前。


	

commandGroup

	
コマンドが属するcommandGroup。


	

online

	
オプション。コマンドをhelp('online')出力に表示するかどうかを決定するブール値。デフォルト値はfalseです。


	

offline

	
オプション。コマンドをhelp('offline')出力に表示するかどうかを決定するブール値。デフォルト値はfalseです。












例

次の例では、オンライン・コマンドbootDBをhelp('boot')およびhelp('online')コマンドで示される出力に追加する方法を示します。


wls:/offline> addHelpCommand('bootDB','boot',online='true',offline='false')










デプロイメント・コマンド

表3-5に示すWLSTデプロイメント・コマンドを使用して、次のことを行います。

	
アプリケーションとスタンドアロン・モジュールをWebLogic Serverインスタンスにデプロイ、アンデプロイ、および再デプロイします。


	
既存のデプロイメント・プランを更新します。


	
WebLogicデプロイメント・マネージャ・オブジェクトに照会します。


	
デプロイされたアプリケーションを起動および停止します。




アプリケーションのデプロイの詳細は、『WebLogic Serverアプリケーションのデプロイメント』を参照してください。


表3-5 WLST構成のデプロイメント・コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
deploy


	
WebLogic Serverインスタンスにアプリケーションをデプロイします。

	
オンライン


	
distributeApplication


	
指定されたターゲットにデプロイメント・バンドルをコピーします。

	
オンライン


	
getWLDM


	
WebLogic DeploymentManagerオブジェクトを返します。

	
オンライン


	
listApplications


	
WebLogicドメイン内に現在デプロイされているすべてのアプリケーションをリストします。

	
オンライン


	
loadApplication


	
アプリケーションとデプロイメント・プランをメモリーにロードします。

	
オンラインおよびオフライン


	
redeploy


	
以前にデプロイされたアプリケーションを再デプロイします。

	
オンライン


	
startApplication


	
アプリケーションを起動して、ユーザーが利用できるようにします。

	
オンライン


	
stopApplication


	
アプリケーションを停止して、ユーザーが利用できないようにします。

	
オンライン


	
undeploy


	
指定されたサーバーからアプリケーションをアンデプロイします。

	
オンライン


	
updateApplication


	
新しいデプロイメント・プランを使用してアプリケーションの構成を更新します。

	
オンライン










deploy

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebLogic Serverインスタンスにアプリケーションをデプロイします。

deployコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

進行中の編集セッションがある場合、deployコマンドはユーザーの対話をブロックしません。














構文


deploy(appName, path, [targets], [stageMode], [planPath], [options])



	引数	定義
	

appName

	
デプロイするスタンドアロンJava EEモジュールまたはアプリケーションの名前。


	

path

	
デプロイするアプリケーション・ディレクトリ、アーカイブ・ファイル、または展開されたアーカイブ・ディレクトリのルートの名前。


	

targets

	
オプション。対象のカンマ区切りのリスト。各ターゲットをJava EEモジュール名で修飾できます(たとえば、module1@server1)。それによって、別々のサーバーにあるアプリケーション・アーカイブの別々のモジュールをデプロイできます。この引数のデフォルトは、WLSTが現在接続しているサーバーになります。


	

stageMode

	
オプション。デプロイするアプリケーションのステージング・モード。有効な値はstage、nostage、およびexternal_stageです。ステージング・モードについては、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のステージング・モードによるデプロイメント・ファイルのコピーの制御に関する項を参照してください。ステージ・モードを指定しない場合、デフォルトのステージ・モードが使用されます。デフォルトのステージ・モードは、管理サーバーではnostageで、管理対象サーバーではstageです。


	

planPath

	
オプション。デプロイメント・プラン・ファイルの名前。ファイル名は絶対パスでも、アプリケーション・ディレクトリを基準とした相対パスでもかまいません。この引数のデフォルトは、アプリケーション・ディレクトリのplan/plan.xmlファイル(存在する場合)です。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
altDD - 管理サーバーにある、代替アプリケーション・デプロイメント記述子の場所。


	
altWlsDD - 管理サーバーにある、代替WebLogicアプリケーション・デプロイメント記述子の場所。


	
archiveVersion - アーカイブのバージョン番号。


	
block - コマンドが完了するまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはtrueです。falseに設定した場合、WLSTはコマンドの発行後に制御をユーザーに返します。WLSTProgressオブジェクトに問い合わせて、コマンドのステータスを調べることができます。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。


	
clusterDeploymentTimeout - このアプリケーションでクラスタのデプロイメント・タスクに認められた時間(ミリ秒単位)。


	
createPlan - ユーザーがデフォルト・プランを作成するかどうかを示すブール値。このオプションのデフォルトはfalseです。


	
defaultSubmoduleTargets - 適格JMSサブモジュールの対象指定がシステムによって行われるかどうかを示すブール値。『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のJMSアプリケーション・モジュールにおけるサブモジュールの対象指定の使用に関する項を参照してください。デフォルト値はtrueです。


	
deploymentPrincipalName - 起動および停止時にファイルまたはアーカイブをデプロイするときに使用されるプリンシパルを示す文字列値。静的デプロイメントであるため、現在のデプロイメント・タスクには影響を与えません。ユーザーの存在を確認してください。このオプションによって、config.xmlファイルの要素<app-deployment>に<deployment-principal-name>が追加されます。


	
forceUndeployTimeout - アンデプロイメントのタイムアウト値を強制します。


	
gracefulIgnoreSessions - 本番モードから管理モードへの正常な移行の際に保留中のHTTPセッションを無視するかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはfalseで、gracefulProductionToAdminがtrueに設定されている場合にのみ適用されます。


	
gracefulProductionToAdmin - 本番モードから管理モードへの移行を正常に行う必要があるかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはfalseです。


	
libImplVersion - ライブラリの実装バージョン(マニフェストにない場合)。


	
libraryModule - モジュールがライブラリ・モジュールかどうかを示すブール値。このオプションのデフォルトはfalseです。





	

options


(続き)

	
	
libSpecVersion - ライブラリの仕様バージョン(マニフェストにない場合)。


	
planVersion - プランのバージョン番号。


	
remote - ソースを格納するファイル・システムに対して操作がリモートになるかどうかを指定するブール値。この引数は、管理サーバーとは別のマシンで作業していて、管理サーバーのある指定された場所にすでにデプロイメント・ファイルがある場合に使用します。デフォルトはfalseです。


	
retireGracefully - すべての処理中の作業が完了した後にのみ、アプリケーションを正常に廃止するための廃止ポリシー。このポリシーは停止および再デプロイ操作でのみ意味があり、廃止タイムアウト・ポリシーと相互に排他的になります。


	
retireTimeout - 新しいバージョンで置き換えられたアプリケーションを廃止する前にWLSTが待機する時間(秒単位)。このオプションのデフォルトは-1で、正常なタイムアウトを指定します。


	
securityModel - セキュリティ・モデル。有効な値はDDOnly、CustomRoles、CustomRolesAndPolicies、およびAdvanced。


	
securityValidationEnabled - セキュリティ検証を有効にするかどうかを指定するブール値。


	
subModuleTargets - JMSモジュールのサブモジュール・レベルの対象。submod@mod-jms.xml@target | submoduleName@targetなど。


	
testMode - アクセスを制限してWebアプリケーションを起動するかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはfalseです。


	
timeout - 操作を取り消す前にWLSTがデプロイメント・プロセスの完了を待機する時間(ミリ秒単位)。値0は、操作がタイムアウトしないことを表します。この引数のデフォルトは300,000ミリ秒(5分)です。


	
upload - アプリケーション・ファイルが、デプロイメントの前にWebLogic Server管理サーバーのアップロード・ディレクトリにアップロードされるかどうかを指定するブール値。このオプションは、管理サーバーがファイル・システムでアプリケーション・ファイルにアクセスできない場合に使用します。デフォルトはfalseです。


	
versionIdentifier - バージョン識別子。















例

次の例では、c:/myapps/businessにあるbusinessAppアプリケーションをデプロイします。デフォルトのデプロイメント・プランが作成されます。

deployコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトはユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されます。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress= deploy(appName='businessApp',
path='c:/myapps/business',createplan='true') 


前の例では、返されたWLSTProgressオブジェクトが、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されています。progress変数を使用してdeployコマンドのステータスを出力できます。次に例を示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress.printStatus() 
Current Status of your Deployment:
Deployment command type: deploy
Deployment State       : completed
Deployment Message     : null
wls:/mydomain/serverConfig/Servers>


WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。

次の例では、c:/myapps/demos/app/demoApp.earにあるアーカイブ・ファイル内のdemoAppアプリケーションをデプロイして、そのアプリケーション・モジュールをmyserverに割り当て、c:/myapps/demos/app/plan/plan.xmlにあるデプロイメント・プラン・ファイルを使用します。WLSTは、プロセスが完了するまで120,000ミリ秒待機します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> deploy('demoApp', 
'c:/myapps/demos/app/demoApp.ear', targets='myserver', 
planPath='c:/myapps/demos/app/plan/plan.xml', timeout=120000) 


次の例では、c:/myapps/demos/jmsApp/demo-jms.xmlにあるjmsAppアプリケーションをデプロイして、そのアプリケーション・モジュールを特定の対象に割り当てます。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> deploy('jmsApp',path=
'c:/myapps/demos/jmsApps/demo-jms.xml', subModuleTargets='jmsApp@managed1') 


次の例では、プロダクションの(side-by-side)再デプロイメントをサポートするように、アプリケーションのバージョン(appVersion)をユニークな識別子に設定する方法を示します。この例では、c:/myapps/demos/app/demoApp.earにあるアーカイブ・ファイル内のdemoAppアプリケーションをデプロイし、アプリケーションとアーカイブのバージョン番号を、指定された値に設定します。


wls:/mydomain/serverConfig> deploy('demoApp', 'c:/myapps/demos/app/demoApp.ear', 
archiveVersion='901-101', appVersion='901-102') 


プロダクションの再デプロイメント方式の詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のプロダクション環境でのアプリケーションの再デプロイメントに関する項を参照してください。








distributeApplication

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたターゲットにデプロイメント・バンドルをコピーします。デプロイメント・バンドルにはモジュール、構成データ、その他の生成コードが含まれます。distributeApplicationコマンドではデプロイメントは開始されません。

distributeApplicationコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


distributeApplication(appPath, [planPath], [targets], [options])



	引数	定義
	

appPath

	
デプロイするアーカイブ・ファイル、または展開されたアーカイブ・ディレクトリのルートの名前。


	

planPath

	
オプション。デプロイメント・プラン・ファイルの名前。ファイル名は絶対パスでも、アプリケーション・ディレクトリを基準とした相対パスでもかまいません。この引数のデフォルトは、アプリケーション・ディレクトリのplan/plan.xmlファイル(存在する場合)です。


	

targets

	
オプション。対象のカンマ区切りのリスト。各ターゲットをJava EEモジュール名で修飾できます(たとえば、module1@server1)。それによって、別々のサーバーにあるアプリケーション・アーカイブの別々のモジュールをデプロイできます。この引数のデフォルトは、WLSTが現在接続しているサーバーになります。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なデプロイメント・オプションのリストについては、「deploy」のoptions引数の説明を参照してください。












例

次の例では、c:/myappsディレクトリにあるBigAppアプリケーションをロードして、WLSTProgressオブジェクトを、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納します。

次の例では、c:/deployment/BigApp/plan.xmlで定義されたデプロイメント・プランを使用して、c:/myapps/BigAppアプリケーションをmyserver、oamserver1、oamclusterの各サーバーに配布します。


wls:/offline> progress=distributeApplication('c:/myapps/BigApp', 
'c:/deployment/BigApp/plan.xml', 'myserver,oamserver1,oamcluster')
Distributing Application and Plan ...
Successfully distributed the application.


前の例では、WLSTProgressオブジェクトが、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されています。progress変数を使用して、distributeApplicationコマンドが完了したかどうかを判断できます。次に例を示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress.isCompleted() 
1
wls:/mydomain/serverConfig/Servers>


WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。








getWLDM

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebLogic DeploymentManagerオブジェクトを返します。このオブジェクトのメソッドを使用して、アプリケーションを構成したりデプロイしたりできます。このコマンドを実行するには、WLSTが管理サーバーに接続している必要があります。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


getWLDM()






例

次の例では、WebLogicDeploymentManagerオブジェクトを取得してwldm変数に格納します。


wls:/mydomain/serverConfig> wldm=getWLDM() 
wls:/mydomain/serverConfig> wldm.isConnected() 
1
wls:/mydomain/serverConfig>








listApplications

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebLogicドメイン内に現在デプロイされているすべてのアプリケーションをリストします。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


listApplications()






例

次の例では、mydomain内に現在デプロイされているすべてのアプリケーションをリストします。


wls:/mydomain/serverConfig> listApplications() 
SamplesSearchWebApp
asyncServletEar
jspSimpleTagEar
ejb30
webservicesJwsSimpleEar
ejb20BeanMgedEar
xmlBeanEar
extServletAnnotationsEar
examplesWebApp
apache_xbean.jar
mainWebApp
jdbcRowSetsEar








loadApplication

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインおよびオフライン



説明

アプリケーションとデプロイメント・プランをメモリーにロードします。オンライン・モードで使用する場合、管理サーバーにのみ接続できます。管理対象サーバーには接続できません。

loadApplicationコマンドは、デプロイメント・プランを変更するためにアクセスできるWLSTPlanオブジェクトを返します。WLSTPlanオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTPlanオブジェクトに関する項を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


loadApplication(appPath, [planPath], [createPlan])



	引数	定義
	

appPath

	
ロードするアプリケーションが含まれている、最上位の親アプリケーション・ディレクトリ、アーカイブ・ファイル、または展開されたアーカイブ・ディレクトリのルートの名前。


	

planPath

	
オプション。デプロイメント・プラン・ファイルの名前。ファイル名は絶対パスでも、アプリケーション・ディレクトリを基準とした相対パスでもかまいません。この引数のデフォルトは、アプリケーション・ディレクトリのplan/plan.xmlファイル(存在する場合)です。


	

createPlan

	
オプション。指定されたプランが存在しない場合に、WLSTがアプリケーション・ディレクトリにプランを作成するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはtrueです。












例

次の例では、c:/myplans/myejb/plan.xmlのプラン・ファイルを使用してc:/myapps/myejb.jarアプリケーションをロードします。


wls:/offline> myPlan=loadApplication('c:/myapps/myejb.jar', 'c:/myplans/myejb/plan.xml') 
Loading application from c:/myapps/myejb.jar and deployment plan from c:/myplans/myejb/plan.xml ...
Successfully loaded the application.


前の例では、返されたWLSTPlanオブジェクトをmyPlan変数に格納しています。myPlan変数を使用して、プランに関する情報(変数など)を表示できます。次に例を示します。


wls:/offline> myPlan.showVariables() 
MyEJB jndi.ejb
MyWAR app.foo


WLSTPlanオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTPlanオブジェクトに関する項を参照してください。








redeploy

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

クラスを再ロードして、以前にデプロイされたアプリケーションを再デプロイします。

redeployコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

アプリケーションの再デプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の一般的なデプロイメント・シナリオの概要に関する項を参照してください。






構文


redeploy(appName, [planPath], [options])



	引数	定義
	

appName

	
再デプロイするアプリケーションの名前。


	

planPath

	
オプション。デプロイメント・プラン・ファイルの名前。ファイル名は絶対パスでも、アプリケーション・ディレクトリを基準とした相対パスでもかまいません。この引数のデフォルトは、アプリケーション・ディレクトリのplan/plan.xmlファイル(存在する場合)です。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なデプロイメント・オプションのリストについては、「deploy」のoptions引数の説明を参照してください。

加えて、redeployコマンドに対しては次のデプロイメント・オプションを指定可能。

	
appPath - 再デプロイするアーカイブ・ファイル、または展開されたアーカイブ・ディレクトリのルートの名前。


	
deploymentPrincipalName - 起動および停止時にファイルまたはアーカイブをデプロイするときに使用されるプリンシパルを示す文字列値。このオプションを使用すると、config.xmlファイルの現在の<deployment-principal-name>を上書きできます。















例

次の例では、c:/myappsディレクトリにあるplan.xmlファイルを使用してmyAppアプリケーションを再デプロイします。


wls:/mydomain/serverConfig> progress=redeploy('myApp' 'c:/myapps/plan.xml') 
Redeploying application 'myApp' ...
Redeployment of 'myApp' is successful
wls:/mydomain/serverConfig>


前の例では、返されたWLSTProgressオブジェクトが、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されています。progress変数を使用してredeployコマンドの状態にアクセスできます。次に例を示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress.getState() 
'completed'
wls:/mydomain/serverConfig/Servers>


WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。








startApplication

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アプリケーションを起動して、ユーザーが利用できるようにします。アプリケーションは完全に構成済で、WebLogicドメインで利用できる状態でなければなりません。

startApplicationコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


startApplication(appName, [options])



	引数	定義
	

appName

	
plan.xmlファイルに指定されている、起動するアプリケーションの名前。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なデプロイメント・オプションのリストについては、「deploy」のoptions引数の説明を参照してください。












例

次の例では、指定されたデプロイメント・オプションでBigAppアプリケーションを起動します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress=startApplication('BigApp', stageMode='NOSTAGE', testMode='false') 
Starting the application...
Successfully started the application.


前の例では、返されたWLSTProgressオブジェクトが、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されています。progress変数を使用してstartApplicationコマンドの状態にアクセスできます。次に例を示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress.getState() 
'completed'
wls:/mydomain/serverConfig/Servers>


WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。








stopApplication

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アプリケーションを停止して、ユーザーが利用できないようにします。アプリケーションは完全に構成済で、WebLogicドメインで利用できる状態でなければなりません。

stopApplicationコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


stopApplication(appName, [options])



	引数	定義
	

appName

	
plan.xmlファイルに指定されている、停止するアプリケーションの名前。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なデプロイメント・オプションのリストについては、「deploy」のoptions引数の説明を参照してください。












例

次の例では、BigAppアプリケーションを停止します。


wls:/offline> progress=stopApplication('BigApp') 
Stopping the application...
Successfully stopped the application.


前の例では、返されたWLSTProgressオブジェクトが、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されています。progress変数を使用して、stopApplicationコマンドが実行中かどうかをチェックできます。次に例を示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress.isRunning() 
0
wls:/mydomain/serverConfig/Servers>


WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。








undeploy

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたサーバーからアプリケーションをアンデプロイします。

undeployコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

アプリケーションのデプロイとアンデプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の一般的なデプロイメント・シナリオの概要に関する項を参照してください。






構文


undeploy(appName,[targets],[options])



	引数	定義
	

appName

	
デプロイ済のアプリケーションのデプロイメント名。


	

targets

	
オプション。アプリケーションを削除するターゲット・サーバーのリスト。指定しない場合は、デフォルトで現在のすべての対象に設定されます。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なデプロイメント・オプションのリストについては、「deploy」のoptions引数の説明を参照してください。












例

次の例では、すべてのターゲット・サーバーからbusinessAppアプリケーションを削除します。WLSTはプロセスが完了するまで60,000ミリ秒待機します。


wls:/mydomain/serverConfig> undeploy('businessApp', timeout=60000) 
Undeploying application businessApp ...
<Jul 20, 2005 9:34:15 AM EDT> <Info> <J2EE Deployment SPI> <BEA-260121>
<Initiating undeploy operation for application, businessApp [archive: null], 
to AdminServer .>
Completed the undeployment of Application with status
Current Status of your Deployment:
Deployment command type: undeploy
Deployment State       : completed
Deployment Message     : no message
wls:/mydomain/serverConfig>








updateApplication

コマンド・カテゴリ:デプロイメント・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

新しいデプロイメント・プランを使用してアプリケーションの構成を更新します。アプリケーションは完全に構成済で、WebLogicドメインで利用できる状態でなければなりません。

updateApplicationコマンドは、コマンドのステータスをチェックするためにアクセスできるWLSTProgressオブジェクトを返します。WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


updateApplication(appName, [planPath], [options])



	引数	定義
	

appName

	
現在のplan.xmlファイルに指定されているアプリケーションの名前。


	

planPath

	
オプション。新しいデプロイメント・プラン・ファイルの名前。ファイル名は絶対パスでも、アプリケーション・ディレクトリを基準とした相対パスでもかまいません。


	

options

	
オプション。デプロイメント・オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なデプロイメント・オプションのリストについては、「deploy」のoptions引数の説明を参照してください。












例

次の例では、c:/myapps/BigApp/newPlanにあるplan.xmlファイルを使用して、BigAppのアプリケーション構成を更新します。


wls:/offline> progress=updateApplication('BigApp', 
'c:/myapps/BigApp/newPlan/plan.xml', stageMode='STAGE', testMode='false')
Updating the application... 
Successfully updated the application.


前の例では、返されたWLSTProgressオブジェクトが、ユーザー定義の変数(この場合はprogress)に格納されています。progress変数を使用してupdateApplicationコマンドの状態にアクセスできます。次に例を示します。


wls:/mydomain/serverConfig/Servers> progress.getState()
'completed'
wls:/mydomain/serverConfig/Servers>


WLSTProgressオブジェクトの詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTProgressオブジェクトに関する項を参照してください。










診断コマンド

表3-6に示すWLST診断コマンドを使用し、WebLogic診断フレームワーク(WLDF)のデータ・ストアに対して問合せを実行することによって、診断データを取得できます。WLDFの詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』を参照してください。


表3-6 WLST構成の診断コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
exportDiagnosticData


	
指定されたログ・ファイルに対する問合せを実行します。

	
オフライン


	
exportDiagnosticDataFromServer


	
サーバー側で問合せを実行して、エクスポートされたWebLogic診断フレームワーク(WLDF)データを取得します。

	
オンライン


	
getAvailableCapturedImages


	
以前に捕捉した診断イメージのリストを返します。

	
オンライン


	
saveDiagnosticImageCaptureFile


	
指定された診断イメージ・キャプチャをダウンロードします。

	
オンライン


	
saveDiagnosticImageCaptureEntryFile


	
診断イメージ・キャプチャから特定のエントリをダウンロードします。

	
オンライン










exportDiagnosticData

コマンド・カテゴリ: 診断コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

指定されたログ・ファイルに対する問合せを実行します。結果はXMLファイルとして保存されます。

WebLogic Server診断サービスの詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


exportDiagnosticData([options])



	引数	定義
	

options

	
オプション。エクスポート診断オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
beginTimestamp - 結果セットに追加する最も早い記録のタイム・スタンプ(そのタイム・スタンプを含む)。このオプションのデフォルトは0です。


	
endTimestamp - 結果セットに追加する最も遅い記録のタイム・スタンプ(そのタイム・スタンプを含まない)。このオプションのデフォルトはLong.MAX_VALUEです。


	
exportFileName - データのエクスポート先になるファイルの名前。このオプションのデフォルトはexport.xmlです。


	
logicalName - 読み込まれるログ・ファイルの論理名。有効な値は、HarvestedDataArchive、EventsDataArchive、ServerLog、DomainLog、HTTPAccessLog、WebAppLog、ConnectorLog、およびJMSMessageLogです。このオプションのデフォルトはServerLogです。


	
logName - エクスポートするログ・データが含まれている基本ログ・ファイル名。このオプションのデフォルトはmyserver.logです。


	
logRotationDir - ローテーションされるログ・ファイルが含まれるディレクトリ。このオプションのデフォルトは「.」(ログ・ファイルが格納されているディレクトリと同じディレクトリ)です。


	
query - 結果セットに含まれるデータ記録のフィルタ条件を指定する式。このオプションのデフォルトは"" (空の文字列)で、すべてのデータが返されます。詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』のWLDF問合せ言語に関する項を参照してください。


	
storeDir - サーバーの診断ストアの場所。このオプションのデフォルトは../data/store/diagnosticsです。















例

次の例では、myserver.logという名前のServerLogに対して問合せを実行し、その結果をmyExport.xmlというファイルに格納します。


wls:/offline/mydomain>exportDiagnosticData(logicalName='ServerLog',  
logName='myserver.log', exportFileName='myExport.xml')
{'elfFields': '', 'logName': 'myserver.log', 'logRotationDir': '.',
'endTimestamp': 9223372036854775807L, 'exportFileName': 'export.xml',
'storeDir': '../data/store/diagnostics', 'logicalName': 'ServerLog',
'query': '', 'beginTimestamp': 0}

Exporting diagnostic data to export.xml
<Aug 2, 2005 6:58:21 PM EDT> <Info> <Store> <BEA-280050> <Persistent store
 "WLS_DIAGNOSTICS" opened: directory="c:\Oracle\Middleware
\wlserver_10.3\server\data\store\diagnostics"
 writePolicy="Disabled" blockSize=512 directIO=false driver="wlfileio2">

wls:/mydomain/serverRuntime>








exportDiagnosticDataFromServer

コマンド・カテゴリ: 診断コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

サーバー側で問合せを実行して、エクスポートされたWebLogic診断フレームワーク(WLDF)データを取得します。結果はXMLファイルとして保存されます。

WebLogic Server診断サービスの詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


exportDiagnosticDataFromServer([options])



	引数	定義
	

options

	
オプション。エクスポート診断オプションのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。有効なオプションは次のとおりです。

	
beginTimestamp - 結果セットに追加する最も早い記録のタイム・スタンプ(そのタイム・スタンプを含む)。このオプションのデフォルトは0です。


	
endTimestamp - 結果セットに追加する最も遅い記録のタイム・スタンプ(そのタイム・スタンプを含まない)。このオプションのデフォルトはLong.MAX_VALUEです。


	
exportFileName - データのエクスポート先になるファイルの名前。このオプションのデフォルトはexport.xmlです。


	
logicalName - 読み込まれるログ・ファイルの論理名。有効な値は、HarvestedDataArchive、EventsDataArchive、ServerLog、DomainLog、HTTPAccessLog、WebAppLog、ConnectorLog、およびJMSMessageLogです。このオプションのデフォルトはServerLogです。


	
query - 結果セットに含まれるデータ記録のフィルタ条件を指定する式。このオプションのデフォルトは"" (空の文字列)で、すべてのデータが返されます。















例

次の例では、HTTPAccessLogに対して問合せを実行し、その結果をmyExport.xmlというファイルに格納します。


wls:/mydomain/serverRuntime> exportDiagnosticDataFromServer(logicalName="HTTPAccessLog", exportFileName="myExport.xml") 








getAvailableCapturedImages

コマンド・カテゴリ: 診断コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

サーバーで構成したイメージの宛先ディレクトリに格納される以前に捕捉した診断イメージのリストを文字列の配列で戻します。デフォルトのディレクトリはSERVER\logs\diagnostic_imagesです。

このコマンドは、ダウンロードする診断イメージ・キャプチャの識別または特定のエントリをダウンロードする診断イメージ・キャプチャの識別に役立ちます。

WebLogic Server診断サービスの詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


getAvailableCapturedImages()






例

次の例では、イメージの宛先ディレクトリで使用できる診断イメージ・キャプチャ・ファイルのリストを含むimagesという文字列の配列を戻し、diagnostic_image_myserver_2009_06_15_14_58_36.zipという診断イメージに含まれるエントリを出力します。


wls:/mydomain/serverRuntime>images=getAvailableCapturedImages()
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...
wls:/mydomain/serverRuntime>print images [ 'diagnostic_image_myserver_2009_06_15_14_58_36.zip' ]








saveDiagnosticImageCaptureFile

コマンド・カテゴリ: 診断コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WLSTが現在接続されているサーバーから指定した診断イメージ・キャプチャをダウンロードします。

WebLogic Server診断サービスの詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


saveDiagnosticImageCaptureFile(imageName, [outputFile])



	引数	定義
	

imageName

	
ダウンロードする診断イメージ・キャプチャの名前。


	

outputFile

	
オプション。取得した診断イメージ・キャプチャを格納するローカル・パスおよびファイル名。指定しない場合、この引数はデフォルトでimageNameの値および現在の作業ディレクトリになります。












例

次の例では、サーバーのイメージ宛先ディレクトリにある診断イメージ・キャプチャのリストを取得します。saveDiagnosticImageCaptureFileコマンドの2つの使用例を示します。最初の使用例では、リストの最初の診断イメージ・キャプチャがデフォルトの出力ファイル名でローカル・マシンにダウンロードされます。2番目の使用例では、リストの最初の診断イメージ・キャプチャがファイルmylocalimg.zipでローカル・マシンにダウンロードされます。


wls:/mydomain/serverRuntime>images=getAvailableCapturedImages()
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...
wls:/mydomain/serverConfig> saveDiagnosticImageCaptureFile(images[0])
Retrieving diagnostic_image_myserver_2009_06_25_12_12_50.zip to local 
path diagnostic_image_myserver_2009_06_25_12_12_50.zip
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...
wls:/mydomain/serverConfig> saveDiagnosticImageCaptureFile(images[0], 'mylocalimg.zip')
Retrieving diagnostic_image_myserver_2009_06_25_12_12_50.zip to local 
path mylocalimg.zip
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...








saveDiagnosticImageCaptureEntryFile

コマンド・カテゴリ: 診断コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WLSTが現在接続されているサーバーにある診断イメージ・キャプチャから特定のエントリをダウンロードします。

WebLogic Server診断サービスの詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使い方』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


saveDiagnosticImageCaptureEntryFile(imageName, imageEntryName, [outputFile])



	引数	定義
	

imageName

	
任意のエントリを含む診断イメージ・キャプチャの名前。


	

imageEntryName

	
診断イメージ・キャプチャから取得する特定のエントリの名前。これは、次のいずれかです。


image.summary
JTA.img
JRockitFlightRecorder.jfr
FlightRecording.jfr
WatchSource.img
configuration.img
WORK_MANAGER.img
JNDI_IMAGE_SOURCE.img
APPLICATION.img
InstrumentationImageSource.img
SAF.img
Logging.img
PERSISTENT_STORE.img
JDBC.img
PathService.img
JMS.img
Deployment.img
JVM.img
CONNECTOR.img


	

outputFile

	
オプション。診断イメージ・キャプチャから取得したエントリを格納するローカル・パスおよびファイル名。指定しない場合、この引数はデフォルトでimageEntryNameの値および現在の作業ディレクトリになります。












例

次の例では、診断イメージ・キャプチャのリストを取得し、saveDiagnosticImageCaptureEntryFileを2回使用します。最初の使用例では、デフォルトの出力ファイル名でローカル・マシンにイメージの概要を取得します。2番目の使用例では、ファイルmyimage.summaryでローカル・マシンにイメージの概要を取得します。


wls:/mydomain/serverRuntime>images=getAvailableCapturedImages()
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...
wls:/mydomain/serverConfig> saveDiagnosticImageCaptureEntryFile(images[0], 'image.summary')
Retrieving entry image.summary from diagnostic_image_myserver_2009_06_25_12_12_50.zip to local path image.summary
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...
wls:/mydomain/serverConfig> saveDiagnosticImageCaptureEntryFile(images[0], 'image.summary', 'myimage.summary')
Retrieving entry image.summary from diagnostic_image_myserver_2009_06_25_12_12_50.zip to local path myimage.summary
Connecting to http://localhost:7001 with userid weblogic ...










編集コマンド

表3-7に示すWLST編集コマンドを使用して、構成Beanの照会や編集を行います。




	
注意:

構成Beanを編集するには、管理サーバーに接続している必要があります。また、編集ツリーに移動して、編集セッションを開始する必要があります。「edit」および「startEdit」をそれぞれ参照してください。

管理対象サーバーに接続した場合、WLSTの機能は構成Bean階層の参照だけに制限されます。WLSTを使用して管理対象サーバー上のMBeanの値を変更することはできませんが、管理APIを使用すれば可能です。ただし、管理サーバー上の構成MBeanの値のみを変更することをお勧めします。管理対象サーバー上のMBeanの値を変更すると、ドメイン構成に矛盾が生じる可能性があります。

構成Beanの編集の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTオンラインを使用した既存ドメインの更新に関する項を参照してください。










表3-7 WLST構成の編集コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
activate


	
現在の編集セッション中に保存されてまだデプロイされていない変更をアクティブ化します。

	
オンラインまたはオフライン


	
assign


	
リソースを1つまたは複数の宛先に割り当てます。

	
オフライン


	
cancelEdit


	
編集セッションを取り消して、編集ロックを解放し、未保存の変更をすべて破棄します。この操作は、その編集セッションを開始したユーザーでなくても、管理者権限を持つユーザーであれば誰でも呼び出すことができます。

	
オンライン


	
create


	
現在のBeanに対して、指定されたタイプの構成Beanを作成します。

	
オンラインまたはオフライン


	
delete


	
現在の構成Beanの構成のインスタンスを削除します。

	
オンラインまたはオフライン


	
encrypt


	
指定された文字列を暗号化します。

	
オンライン


	
get


	
指定された属性の値を返します。

	
オンラインまたはオフライン


	
getActivationTask


	
ユーザーがステータスを取得できる最新のActivationTask MBeanを返します。

	
オンライン


	
invoke


	
現在の構成Beanの管理操作を呼び出します。

	
オンライン


	
isRestartRequired


	
サーバーの再起動が必要かどうかを判断します。

	
オンライン


	
loadDB


	
SQLファイルをデータベースにロードします。

	
オフライン


	
loadProperties


	
プロパティ値をファイルからロードします。

	
オンラインまたはオフライン


	
save


	
編集されてまだ保存されていない編集内容を保存します。

	
オンライン


	
set


	
現在の構成Beanの指定された属性値を設定します。

	
オンラインまたはオフライン


	
setOption


	
WebLogicドメインの作成または更新に関連するオプションを設定します。

	
オフライン


	
showChanges


	
現在の編集セッション中に現在のユーザーが行った構成の変更内容を表示します。

	
オンライン


	
startEdit


	
現在接続しているユーザーのために構成編集セッションを開始します。

	
オンライン


	
stopEdit


	
編集セッションを停止して、編集ロックを解放し、未保存の変更を破棄します。

	
オンライン


	
unassign


	
1つまたは複数の宛先からアプリケーションまたはリソースの割当てを解除します。

	
オフライン


	
undo


	
保存またはアクティブ化されていない編集をすべて元に戻します。

	
オンライン


	
validate


	
変更されてまだ保存されていない変更内容を検証します。

	
オンライン










activate

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在の編集セッション中に保存されてまだデプロイされていない変更をアクティブ化します。アクティブ化する変更内容にサーバーの再起動が必要なものがある場合、このコマンドはメッセージを出力します。

activateコマンドは、ユーザーが現在行っている変更、または最近行った変更の状態を反映する、最新のActivationTask MBeanを返します。メソッドを呼び出して、進行中または完了したばかりの、最近の構成マネージャのアクティブ化タスクに関する情報を取得できます。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


activate([timeout], [block])



	引数	定義
	

timeout

	
オプション。操作を取り消す前に、WLSTが構成の変更のアクティブ化が完了するのを待機する時間(ミリ秒単位)。値 -1は、操作がタイムアウトしないことを表します。この引数のデフォルトは300,000ミリ秒(5分)です。


	

block

	
オプション。コマンドが完了するまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、ユーザー対話がブロックされないことを示します。この場合、WLSTはコマンドを発行した後でユーザーに制御を返し、現在のタスクに関連付けられているタスクMBeanを変数に割り当てます。その変数を利用すると、タスクのステータスをチェックできます。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。












例

次の例では、現在の編集セッション中に変更され、ディスクに保存されていて、まだアクティブ化されていない変更内容をアクティブ化します。WLSTはアクティブ化が完了するのを100,000ミリ秒待機し、アクティブ化を停止する前に200,000ミリ秒待機します。


wls:/mydomain/edit !> activate(200000, block='true') 
Activating all your changes, this may take a while ... 
The edit lock associated with this edit session is released once the activation is completed.
Action completed.
wls:/mydomain/edit>








assign

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

リソースを1つまたは複数の宛先に割り当てます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


assign(sourceType, sourceName, destinationType, destinationName)



	引数	定義
	

sourceType

	
割り当てる構成Beanのタイプ。この値は、次のいずれかの値に設定できます。

	
AppDeployment


	
Library


	
securityType(Userなど)


	
Server


	
service(JDBCSystemResourceなど)


	
service.SubDeployment。serviceには、SubDeploymentのサービス・タイプを指定します(JMSSystemResource.SubDeploymentなど)。ネストされたサブデプロイメントも指定できます(AppDeployment.SubDeployment.SubDeploymentなど)。




この値の設定のガイドラインについては次を参照してください。


	

sourceName

	
割り当てるリソースの名前。複数の名前をカンマで区切って指定することも、ワイルドカード(*)を使って指定されたタイプのすべてのリソースを指定することも可能です。

サブデプロイメントはservice.subDeploymentという形式で指定します。serviceには親サービス、subDeploymentにはサブデプロイメントの名前を指定します。myJMSResource.myQueueSubDeploymentなど。ネストされたサブデプロイメントも指定できる(MedRecEAR.MedRecAppScopedJMS.MedRecJMSServerなど)。

注意: assignコマンドがネストされたサブデプロイメントと解釈するため、指定されたサブデプロイメント名でドット(.)を使用できません。


	

destinationType

	
宛先のタイプ。この値の設定のガイドラインについては次を参照してください。


	

destinationName

	
宛先の名前。複数の名前をカンマで区切って指定できます。








sourceTypeおよびdestinationTypeの設定では次のガイドラインを使用してください。

	
アプリケーション・デプロイメントを割り当てるときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: AppDeployment


	
destinationType: Target





	
ライブラリを割り当てるときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: Library


	
destinationType: Target





	
サービスを割り当てるときは、次のように値を設定します。

	
sourceType:特定のサーバーの名前(JDBCSystemResourceなど)


	
destinationType: Target





	
サーバーをクラスタに割り当てるときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: Server


	
destinationType: Cluster





	
サブデプロイメントを割り当てるときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: service.SubDeployment。serviceにはSubDeploymentの親を指定します(JMSSystemResource.SubDeploymentなど)。ネストされたサブデプロイメントも指定できます(AppDeployment.SubDeployment.SubDeploymentなど)。


	
destinationType: Target





	
セキュリティ・タイプを割り当てるときは、次のように値を設定します。

	
sourceType:特定のセキュリティ・タイプの名前(Userなど)


	
destinationType:宛先のセキュリティ・タイプの名前(Groupなど)












例

次に例を示します。

	
myServerとmyServer2をクラスタmyClusterに割り当てます。


wls:/offline/mydomain> assign("Server", "myServer,myServer2", "Cluster", "myCluster") 


	
すべてのサーバーをクラスタmyClusterに割り当てます。


wls:/offline/mydomain> assign("Server", "*", "Cluster", "myCluster") 


	
アプリケーション・デプロイメントmyAppDeploymentをターゲット・サーバーnewServerに割り当てます。


wls:/offline/mydomain> assign("AppDeployment", "myAppDeployment", "Target", "newServer") 


	
ユーザーnewUserをグループMonitorsに割り当てます。


wls:/offline/mydomain> assign("User", "newUser", "Group", "Monitors") 


	
サブデプロイメントmyQueueSubDeployment (JMSリソースmyJMSResourceの子)をターゲット・サーバーnewServerに割り当てます。


wls:/offline/mydomain> assign('JMSSystemResource.SubDeployment', 
'myJMSResource.myQueueSubDeployment', 'Target', 'newServer')


	
ネストされたサブデプロイメントMedRecAppScopedJMS.MedRecJMSServer (アプリケーション・デプロイメントAppDeploymentの子)をターゲット・サーバーAdminServerに割り当てます。


wls:/offline/mydomain>assign('AppDeployment.SubDeployment.SubDeployment
','MedRecEAR.MedRecAppScopedJMS.MedRecJMSServer','Target','AdminServer') 











cancelEdit

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

編集セッションを取り消して、編集ロックを解放し、未保存の変更をすべて破棄します。

このコマンドを発行するユーザーは現在の編集者でなくてもかまいません。つまり、必要な場合は、他のユーザーが編集セッションを開始できるように、管理者が編集セッションを取り消すことができます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


cancelEdit([defaultAnswer])



	引数	定義
	

defaultAnswer

	
オプション。コマンド・ラインで入力を求められたくない場合の、デフォルトのレスポンス。有効な値はyおよびnです。この引数のデフォルトはnullです。nullの場合、WLSTはユーザーにレスポンスを求めます。












例

次の例では、現在の編集セッションを取り消します。WLSTは取り消す前に確認を求めます。


wls:/mydomain/edit !> cancelEdit() 
Sure you would like to cancel the edit session? (y/n)y
Edit session is cancelled successfully
wls:/mydomain/edit>








create

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

現在のBeanに対して、指定されたタイプの構成Beanを作成します。

createコマンドは新しく作成された構成Beanのスタブを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

子タイプは、その親タイプのインスタンスの下に作成される必要があります。現在の構成管理オブジェクト(cmo)タイプの子である構成Beanのみを作成できます。cmo変数の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の現在の管理オブジェクトの変更に関する項を参照してください。









WLSTオンラインでcreateコマンドを使用する場合は、次の点に注意してください。

	
管理サーバーに接続している必要があります。実行時MBeanに対して、またはWLSTが管理対象サーバー・インスタンスに接続しているときに、createコマンドを使用することはできません。


	
このコマンドを発行する前に、editコマンドを使用して構成MBean階層に移動する必要があります。「edit」を参照してください。


	
createコマンドを使用して、現在のMBeanタイプの子であるWebLogic Server構成MBeanを作成できます。




WLSTオフラインでcreateコマンドを使用する場合は、次の点に注意してください。

	
WLSTオフラインを使用している場合、オブジェクト名において、ピリオド(.)、フォワード・スラッシュ(/)またはバックスラッシュ(\)は無効です。




詳細は、次を参照してください。

	
MBeanの作成については、『JMXによるカスタム管理ユーティリティの開発』の「WebLogic Server MBeanについて」を参照してください。


	
JMSまたはJDBCシステム・リソースなど、特定のタイプのMBeanリソースを作成する例については、製品と一緒にインストールされるWLSTサンプル・スクリプトを参照(『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTサンプル・スクリプトに関する項を参照)。


	
MBeanとその子タイプ、属性、操作については、『Oracle WebLogic Server MBeanリファレンス』を参照してください。









構文


create(name, childMBeanType, [baseProviderType])



	引数	定義
	

name

	
作成する構成Beanの名前。


	

childMBeanType

	
作成する構成Beanのタイプ。config.xmlファイルに定義されたタイプのインスタンスを作成できます(カスタム・セキュリティ・タイプは除く)。有効な構成Beanの詳細は、『Oracle WebLogic Server MBeanリファレンス』を参照してください。


	

baseProviderType

	
セキュリティ・プロバイダを作成する場合は、基本セキュリティ・プロバイダ・タイプ(AuthenticationProviderなど)を指定します。この引数のデフォルトはNoneです。












例

次の例では、現在の構成Beanで、newServerという名前のServerタイプの子構成Beanを作成して、スタブをserver1に格納します。


wls:/mydomain/edit !> server1=create('newServer','Server') 
Server with name 'newServer' has been created successfully.
wls:/mydomain/edit !> server1.getName() 
'newServer'
wls:/mydomain/edit !>


次の例では、myProviderという認証セキュリティ・プロバイダを作成します。


wls:/mydomain/edit !> cd('SecurityConfiguration/mydomain/Realms/myrealm') 
wls:/mydomain/edit !> create('myProvider','weblogic.security.providers.authentication.SQLAuthenticator'
,'AuthenticationProvider')
wls:/mydomain/edit ! cd('AuthenticationProviders/myProvider')
wls:/mydomain/edit ! set('ControlFlag', 'REQUIRED')


次の例では、highsec_nmというマシンを作成して、関連するノード・マネージャの属性を設定します。


wls:/mydomain/edit !> create('highsec_nm', 'Machine') 
wls:/mydomain/edit !> cd('Machine/highsec_nm/NodeManager/highsec_nm') 
wls:/mydomain/edit !> set('DebugEnabled', 'true') 
wls:/mydomain/edit !> set('ListenAddress', 'innes') 
wls:/mydomain/edit !> set('NMType', 'SSL') 
wls:/mydomain/edit !> set('ShellCommand', '') 








delete

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

現在の構成Beanに対する、指定されたタイプの構成Beanのインスタンスを削除します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

現在の構成管理オブジェクト(cmo)タイプの子である構成Beanのみを削除できます。cmo変数の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の現在の管理オブジェクトの変更に関する項を参照してください。














構文


delete(name, childMBeanType)



	引数	定義
	

name

	
削除する子構成Beanの名前。


	

childMBeanType

	
削除する構成Beanのタイプ。config.xmlファイルで定義されたタイプのインスタンスを削除できます。有効な構成Beanの詳細は、『Oracle WebLogic Server MBeanリファレンス』を参照してください。












例

次の例では、newServerという名前のServerタイプの構成Beanを削除します。


wls:/mydomain/edit !> delete('newServer','Server') 
Server with name 'newServer' has been deleted successfully.
wls:/mydomain/edit !> 








encrypt

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定された文字列を暗号化します。暗号化した文字列は、構成ファイルやコマンドの引数として使用できます。

このコマンドは、暗号化された文字列を使用する必要のある各WebLogicドメインにつき1回呼び出す必要があります。暗号化された文字列は、その文字列が元々暗号化されたWebLogicドメインでのみ使用できます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


encrypt(obj, [domainDir])



	引数	定義
	

obj

	
暗号化する文字列。


	

domainDir

	
オプション。WebLogicドメイン・ディレクトリの絶対パス名。暗号化された文字列は、指定したディレクトリ内にあるWebLogicドメインでのみ使用できます。

この引数を指定しない場合、WLSTが現在接続されているWebLogicドメインで使用されるために文字列が暗号化されます。












例

次の例では、指定されたWebLogicドメイン・ディレクトリにあるsecurity/SerializedSystemIni.datファイルを使用して、指定された文字列を暗号化します。


wls:/mydomain/serverConfig> es=encrypt('myPassword','c:/Oracle/Middleware/domains/mydomain') 








get

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

指定された属性の値を返します。表示できるMBean属性の詳細は、『Oracle WebLogic Server MBeanリファレンス』を参照してください。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

ls('a')と入力すると、すべての属性とその現在の値を表示できます。詳細は、「ls」を参照してください。









かわりに、cmo変数を使用して、現在の構成Beanの任意のgetメソッドを実行できます。次に例を示します。


cmo.getListenPort()


cmo変数の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の現在の管理オブジェクトの変更に関する項を参照してください。






構文


get(attrName)



	引数	定義
	

attrName

	
表示する属性の名前。属性のフル・パス名を指定できます。パス名を指定しない場合は、現在の構成オブジェクトの属性が表示されます。












例

次の例では、現在の構成BeanのAdministrationPortの値を返します。


wls:/mydomain/serverConfig> get('AdministrationPort') 
9002


かわりに、cmo変数を使用できます。


cmo.getAdministrationPort()








getActivationTask

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ユーザーがステータスを取得できる最新のActivationTask MBeanを返します。ActivationTask MBeanは、ユーザーがWLSTで最近行った変更の状態を反映します。メソッドを呼び出して、進行中または完了したばかりの、最近の構成マネージャのアクティブ化タスクに関する情報を取得できます。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

WLSTの外部の変更をアクティブ化している場合、ConfigurationManagerMBean getActivationTasks()メソッドを使用して他のツールで作成したアクティブ化タスクにアクセスします。














構文


getActivationTask()






例

次の例では、ユーザーがステータスを取得できる最新のActivationTask MBeanを返して、task変数に格納します。


wls:/mydomain/edit> task=getActivationTask() 
wls:/mydomain/edit> if task!=None:
...   task.getState()
... 
4








invoke

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在の構成Beanの管理操作を呼び出します。通常、このコマンドを使用して、ほとんどのWebLogic Server構成Beanで提供されているgetおよびset以外の操作を呼び出します。クラス・オブジェクトは、このアクションが呼び出される構成Beanをロードする際に使用されたものと同じクラス・ローダーから、ロードされます。

WLSTが管理対象サーバー・インスタンスに接続しているときにinvokeコマンドを使用することはできません。

成功した場合、invokeコマンドは、呼び出された操作が返すオブジェクトを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


invoke(methodName, parameters, signatures)



	引数	定義
	

methodName

	
呼び出すメソッドの名前。


	

parameters

	
メソッド呼出しに渡されるパラメータの配列。


	

signatures

	
アクションのシグネチャを含む配列。












例

次の例では、現在の構成BeanのlookupServerメソッドを呼び出します。


wls:/mydomain/config> objs = jarray.array([java.lang.String("oamserver")],java.lang.Object) 
wls:/mydomain/edit> strs = jarray.array(["java.lang.String"],java.lang.String) 
wls:/mydomain/edit> invoke('lookupServer',objs,strs) 
true
wls:/mydomain/edit>








isRestartRequired

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

サーバーの再起動が必要かどうかを判断します。

編集セッションの進行中にこのコマンドを呼び出すと、現在進行中の編集に基づいてレスポンスが行われます。属性の名前を指定した場合は、その属性に関してのみ、サーバーの再起動が必要かどうかが示されます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


isRestartRequired([attributeName])



	引数	定義
	

attributeName

	
オプション。サーバーの再起動が必要かどうかをチェックする特定の属性の名前。












例

次の例では、現在のWLSTセッション中に行われるすべての変更について、サーバーの再起動が必要かどうかが示されます。


wls:/mydomain/edit !> isRestartRequired() 
Server re-start is REQUIRED for the set of changes in progress. 

The following attribute(s) have been changed on MBeans that require server re-start. 
MBean Changed : mydomain:Name=mydomain,Type=Domain 
Attributes changed : AutoConfigurationSaveEnabled 


次の例では、ConsoleEnabled属性を編集する場合にサーバーの再起動が必要かどうかが示されます。


wls:/mydomain/edit !> isRestartRequired("ConsoleEnabled") 
Server re-start is REQUIRED if you change the attribute ConsoleEnabled wls:/mydomain/edit !> 








loadDB

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

SQLファイルをデータベースにロードします。

loadDBコマンドは、テンプレート・ファイルからSQLファイルをロードします。このコマンドは、ドメイン・テンプレートまたは拡張テンプレートがメモリーにロードされた後でのみ発行できます(「readDomain」および「readTemplate」を参照)。

このコマンドを実行する前に、次の条件に該当することを確認してください。

	
適切なデータベースが実行されています。


	
指定されたデータベースとバージョンのSQLファイルが存在します。

適切なSQLファイルが存在することを確認するには、ドメイン・テンプレートを開いて、_jdbc_ディレクトリにある関連するSQLファイル・リストjdbc.indexを見つけます。たとえば、Oracle 9iの場合、SQLファイル・リストは_jdbc_\Oracle\9i\jdbc.indexにあります。




上記の条件が満たされていない場合、コマンドは失敗します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


loadDB(dbVersion, datasourceName, dbCategory)



	引数	定義
	

dbVersion

	
SQLファイルが使用されるデータベースのバージョン。


	

datasourceName

	
SQLファイルのロードに使用するJDBCデータ・ソースの名前。


	

dbCategory

	
オプション。指定されたデータ・ソースに関連付けられるデータベース・カテゴリ。

jdbc.indexファイルおよびデータベース・カテゴリの詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン・テンプレート・リファレンス』のテンプレートに含まれるファイルに関する項を参照してください。












例

次の例では、p13nDataSource JDBCデータ・ソースを使用して、データベースのバージョン5.1用のDrop/Create P13N Database Objectsに関連するSQLファイルをロードします。


wls:/offline/mydomain> loadDB('5.1', 'p13nDataSource', 'Drop/Create P13N Database Objects') 








loadProperties

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンラインおよびオフライン



説明

プロパティ値をファイルからロードして、WLSTセッションで使用できるようにします。

『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、このコマンドは使用できません。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


loadProperties(fileName)



	引数	定義
	

fileName

	
プロパティ・ファイルのパス名。












例

この例では、プロパティ・ファイルの値を取得して設定します。


wls:/mydomain/serverConfig> loadProperties('c:/temp/myLoad.properties') 








save

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

編集されてまだ保存されていない編集内容を保存します。このコマンドは、編集セッションが進行中の場合にのみ有効です。編集セッションの開始方法については、「startEdit」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


save()






例

次の例では、まだディスクに保存されていない編集内容を保存します。


wls:/mydomain/edit !> save() 
Saving all your changes ...
Saved all your changes successfully.
wls:/mydomain/edit !> 








set

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

現在の管理オブジェクトの指定された属性値を設定します。WLSTオフラインを使用する場合、このコマンドは、属性値をドメインの構成ファイルに書き込みます。WLSTオンラインでは、MBean属性の値が設定されます。オンラインでの変更は、編集をアクティブ化したときに、ドメインの構成ファイルに書き込まれます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

暗号化された属性(名前の末尾がEncryptedとなっている属性)の設定については、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の暗号化された構成値の読み書きに関する項を参照してください。

WLSTオンラインを使用する場合は次の点に注意してください。

	
このコマンドを使用するには、編集セッションに移動する必要があります。「startEdit」を参照してください。


	
このコマンドは、WLSTが管理対象サーバーに接続しているときには使用できません。


	
このコマンドのかわりとして、次の構文とともにcmo変数を使用できます。

cmo.setattrName(value)

たとえば、set('ListenPort', 7011)を使用するかわりに、次の構文を使用できます。

cmo.setListenPort(7011)

cmo変数の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の現在の管理オブジェクトの変更に関する項を参照してください。









構文


set(attrName, value)



	引数	定義
	

attrName

	
設定する属性の名前。


	

value

	
設定する属性の値。

注意: この値は一重または二重の引用符で囲む必要がありません。例を参照してください。












例

次の例では、DomainMBeanのArchiveConfigurationCount属性を10に設定します。


wls:/mydomain/serverConfig> set('ArchiveConfigurationCount', 10) 


次の例では、カスタムMbeanのT1TimerInterval属性のlong値を123に設定しています。


wls:/mydomain/serverConfig> set('T1TimerInterval', Long(123)) 


次の例では、カスタムMbeanのMyBooleanAttribute属性のブール値をtrueに設定しています。


wls:/mydomain/serverConfig> set('MyBooleanAttribute', Boolean(true)) 








setOption

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

WebLogicドメインの作成または更新に関連するオプションを設定します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


setOption(optionName, optionValue)



	引数	定義
	

optionName

	
設定するオプションの名前。

ドメインの作成で使用できるオプションは次のとおりです。

	
CreateStartMenu - Windowsプラットフォームの[スタート]メニューにショートカットを作成するかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはtrueです。

注意: 管理者権限を持つユーザーがソフトウェアをインストールして、「All Users」フォルダに「スタート」メニューのエントリを作成した場合は、管理者権限を持つユーザーのみが、構成ウィザードまたはWLSTを使用してWebLogicドメインを作成するときに、同じフォルダに「スタート」メニューのエントリを作成できます。つまり、管理者権限を持たないユーザーが、このインストールから構成ウィザードまたはWLSTを使用してドメインを作成しても、そのドメインへの「スタート」メニューのショートカットは作成されません。この場合は、必要に応じて、ローカルの「スタート・メニュー」フォルダに手動でショートカットを作成できます。




	
DomainName - WebLogicドメインの名前。デフォルトでは、WebLogicドメインの名前はドメイン・ディレクトリの名前から取られます。たとえば、WebLogicドメインがc:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/myMedrecに保存される場合、ドメイン名はmyMedrecになります。DomainNameを設定すると、作成されたドメインの名前がドメイン・ディレクトリ名に依存することはなくなります。


	
JavaHome - サーバーの起動時に使用するJVMのホーム・ディレクトリ。このオプションのデフォルトは、WebLogic Serverをインストールしているプラットフォームによって異なります。


	
OverwriteDomain - 既存のWebLogicドメインを上書き可能にするかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはfalseです。


	
ServerStartMode - 新規作成したWebLogicドメインでサーバーを起動するときに使用するモード。この値は、dev (開発)またはprod (プロダクション)に設定できます。このオプションのデフォルトはdevです。




ドメインの更新で使用できるオプションは次のとおりです。

	
AllowCasualUpdate - 拡張テンプレートを追加せずに、WebLogicドメインの更新を許可するかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはtrueです。


	
ReplaceDuplicates - 競合があった場合に、WebLogicドメインの元の構成の要素を保持するか、拡張テンプレートの対応する要素で置き換えるかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはtrueです。




ドメインの作成とドメインの更新の両方で使用できるオプションは次のとおり。

	
AppDir - 指定されたテンプレートに従って、アプリケーションに別のディレクトリが必要な場合に使用するアプリケーション・ディレクトリ。このオプションのデフォルトは、WL_HOME/user_projects/applications/domainnameになります。WL_HOMEはWebLogic Serverホーム・ディレクトリ、domainnameはWebLogicドメインの名前を表します。


	
AutoAdjustSubDeploymentTarget - WLSTが、AppDeploymentsのサブデプロイメントの対象を自動的に調整するかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはtrueです。この機能を無効にするには、オプションをfalseに設定して、WebLogicドメインまたはドメイン・テンプレートを書き込むか更新する前に、AppDeploymentのサブデプロイメントの対象を明示的に設定します。


	
AutoDeploy - クラスタまたは複数の管理対象サーバーを作成するときに、自動デプロイメントをアクティブにするかどうかを指定するブール値。このオプションのデフォルトはtrueです。この機能を無効にするには、スクリプトの最初の行でこのオプションをfalseに設定します。





	

optionValue

	
オプションの値。

注意: ブール値は、文字列(true、false)または整数(0、1)として指定できます。












例

次の例では、CreateStartMenuオプションをfalseに設定します。


wls:/offline> setOption('CreateStartMenu', 'false') 








showChanges

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在の編集セッション中に現在のユーザーが行った構成の変更内容を表示します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


showChanges([onlyInMemory])



	引数	定義
	

onlyInMemory

	
オプション。まだ保存されていない変更のみを表示するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、セッションの最初から行われたすべての変更が表示されることを表します。












例

次の例では、現在の編集セッションが開始されてから、現在のユーザーが構成に加えたすべての変更が表示されます。


wls:/mydomain/edit !> showChanges() 
Changes that are in memory and saved to disc but not yet activated are:

MBean Changed           : com.bea:Name=basicWLSDomain,Type=Domain
Operation Invoked       : add
Attribute Modified      : Machines
Attributes Old Value    : null
Attributes New Value    : Mach1
Server Restart Required : false

MBean Changed           : com.bea:Name=basicWLSDomain,Type=Domain
Operation Invoked       : add
Attribute Modified      : Servers
Attributes Old Value    : null
Attributes New Value    : myserver
Server Restart Required : false








startEdit

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在接続しているユーザーのために構成編集セッションを開始します。このコマンドを発行する前に、editコマンドを使用して構成MBean階層に移動する必要があります。詳細は、「edit」を参照してください。

WebLogicドメイン構成を変更するコマンドを呼び出す前に、このコマンドを呼び出す必要があります。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

同じユーザーによる進行中の編集セッションがあることを検出した場合、WLSTは自動的に編集セッションを開始します。進行中のセッションは管理コンソールまたは別のWLSTセッションから開始された可能性があります。














構文


startEdit([waitTimeInMillis], [timeoutInMillis], [exclusive])



	引数	定義
	

waitTimeInMillis

	
オプション。別のユーザーがロックを保持している場合に、WLSTがロックを取得するまでに待機する時間(ミリ秒単位)。この引数のデフォルトは0ミリ秒です。


	

timeOutInMillis

	
オプション。WLSTが編集ロックの解放を待機するタイムアウト(ミリ秒単位)。この引数のデフォルトは -1ミリ秒で、この編集セッションが期限切れにならないことを表します。


	

exclusive

	
オプション。編集セッションを排他的なセッションにするかどうかを指定します。trueに設定した場合、同じ所有者がstartEditコマンドを入力すると、WLSTは新しい編集セッションを開始する前に、現在の編集セッションのロックが解放されるまで待機します。排他的なロックはtimeoutInMillisで指定された時間に従ってタイムアウトします。この引数のデフォルトはfalseです。












例

次の例では、まだディスクに保存されていない編集内容を保存します。


wls:/mydomain/edit> startEdit(60000, 120000) 
Starting an edit session ...
Started edit session, please be sure to save and activate your changes once you are done.
wls:/mydomain/edit !>








stopEdit

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

編集セッションを停止して、編集ロックを解放し、未保存の変更を破棄します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


stopEdit([defaultAnswer])



	引数	定義
	

defaultAnswer

	
オプション。コマンド・ラインで入力を求められたくない場合の、デフォルトのレスポンス。有効な値はyおよびnです。この引数のデフォルトはnullです。nullの場合、WLSTはユーザーにレスポンスを求めます。












例

次の例では、現在の編集セッションを停止します。WLSTは取り消す前に確認を求めます。


wls:/mydomain/edit !> stopEdit() 
Sure you would like to stop your edit session? (y/n)
y 
Edit session has been stopped successfully.
wls:/mydomain/edit>








unassign

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オフライン



説明

1つまたは複数の宛先からアプリケーションまたはリソースの割当てを解除します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


unassign(sourceType, sourceName, destinationType, destinationName)



	引数	定義
	

sourceType

	
割当て解除する構成Beanのタイプ。この値は、次のいずれかの値に設定できます。

	
AppDeployment


	
Library


	
securityType(Userなど)


	
Server


	
service(JDBCSystemResourceなど)


	
service.SubDeployment。serviceには、SubDeploymentのサービス・タイプを指定します(JMSSystemResource.SubDeploymentなど)。ネストされたサブデプロイメントも指定できます(AppDeployment.SubDeployment.SubDeploymentなど)。





	

sourceName

	
割当てを解除するアプリケーションまたはリソースの名前。複数の名前をカンマで区切って指定することも、ワイルドカード(*)を使って指定されたタイプのすべてのリソースを指定することも可能です。

サブデプロイメントはservice.subDeploymentという形式で指定します。serviceには親サービス、subDeploymentにはサブデプロイメントの名前を指定します。たとえば、myJMSResource.myQueueSubDeployment。ネストされたサブデプロイメントも指定できます(MedRecEAR.MedRecAppScopedJMS.MedRecJMSServerなど)。


	

destinationType

	
宛先のタイプ。この値の設定のガイドラインについては次を参照してください。


	

destinationName

	
宛先の名前。複数の名前をカンマで区切って指定できます。








sourceTypeおよびdestinationTypeの設定では次のガイドラインを使用してください。

	
アプリケーション・デプロイメントを割当て解除するときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: AppDeployment


	
destinationType: Target





	
ライブラリを割当て解除するときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: Library


	
destinationType: Target





	
セキュリティ・タイプを割当て解除するときは、次のように値を設定します。

	
sourceType:特定のセキュリティ・タイプの名前(Userなど)


	
destinationType:宛先のセキュリティ・タイプの名前(Groupなど)





	
クラスタからサーバーを割当て解除するときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: Server


	
destinationType: Cluster





	
サービスを割当て解除するときは、次のように値を設定します。

	
sourceType:特定のサーバーの名前(JDBCSystemResourceなど)


	
destinationType: Target





	
サブデプロイメントを割当て解除するときは、次のように値を設定します。

	
sourceType: service.SubDeployment。serviceにはSubDeploymentの親を指定します(JMSSystemResource.SubDeploymentなど)。ネストされたサブデプロイメントも指定できます(AppDeployment.SubDeployment.SubDeploymentなど)。


	
destinationType: Target












例

次に例を示します。

	
myServerとmyServer2をクラスタmyClusterから割当て解除します。


wls:/offline/medrec> unassign("Server", "myServer,myServer2", "Cluster", "myCluster") 


	
すべてのサーバーをクラスタmyClusterから割当て解除します。


wls:/offline/mydomain> unassign("Server", "*", "Cluster", "myCluster") 


	
ユーザーnewUserをグループMonitorsから割当て解除します。


wls:/offline/medrec> unassign("User", "newUser", "Group", "Monitors") 


	
アプリケーション・デプロイメントmyAppDeploymentをターゲット・サーバーnewServerから割当て解除します。


wls:/offline/mydomain> unassign("AppDeployment", "myAppDeployment", "Target", "newServer") 


	
ネストされたサブデプロイメントMedRecAppScopedJMS.MedRecJMSServer (アプリケーション・デプロイメントAppDeploymentの子)をターゲット・サーバーAdminServerから割当て解除します。


wls:/offline/mydomain> assign('AppDeployment.SubDeployment.SubDeployment',
'MedRecEAR.MedRecAppScopedJMS.MedRecJMSServer', 'Target','AdminServer') 











undo

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

保存またはアクティブ化されていない編集をすべて元に戻します。

(ディスクに保存されたものも含めて)アクティブ化されていないすべての編集を元に戻すか、または、最後のsave操作以降に行われたすべての編集を元に戻すかを指定します。このコマンドでは編集セッションは解放されません。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


undo([unactivatedChanges], [defaultAnswer])



	引数	定義
	

unactivatedChanges

	
オプション。ディスクに保存された編集内容も含めて、アクティブ化されていないすべての変更を元に戻すかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、最後のsave操作以降に行われたすべての編集を元に戻すことを表します。


	

defaultAnswer

	
オプション。コマンド・ラインで入力を求められたくない場合の、デフォルトのレスポンス。有効な値はyおよびnです。この引数のデフォルトはnullです。nullの場合、WLSTはユーザーにレスポンスを求めます。












例

次の例では、最後のsave操作以降に行われたすべての変更を元に戻します。WLSTは元に戻す前に確認を求めます。


wls:/mydomain/edit !> undo() 
Sure you would like to undo your changes? (y/n)
y 
Discarded your in-memory changes successfully.
wls:/mydomain/edit>


次の例では、アクティブ化されていないすべての変更を元に戻します。WLSTは元に戻す前に確認を求めます。


wls:/mydomain/edit !> undo('true') 
Sure you would like to undo your changes? (y/n)
y 
Discarded all your changes successfully.
wls:/mydomain/edit>








validate

コマンド・カテゴリ: 編集コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

変更されてまだ保存されていない変更内容を検証します。このコマンドを使用すると、保存する前に、すべての変更が有効かどうかを検証することができます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


validate()






例

次の例では、変更されてまだ保存されていないすべての変更内容を検証します。


wls:/mydomain/edit !> validate() 
Validating changes ...
Validated the changes successfully










情報コマンド

表3-8に示すWLST情報コマンドを使用して、ドメイン、サーバー、変数に照会したり、構成Bean、実行時Bean、WLSTに関連した情報を提供したりします。


表3-8 WLST構成の情報コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
addListener


	
指定されたMBeanにJMXリスナーを追加します。

	
オンライン


	
configToScript


	
既存のサーバー構成(configディレクトリ)を実行可能なWLSTスクリプトに変換します。

	
オンラインまたはオフライン


	
dumpStack


	
WLSTアクションの実行中に発生した最近の例外のスタック・トレースを表示して、スタック・トレースをリセットします。

	
オンラインまたはオフライン


	
dumpVariables


	
WLSTによって使用されたすべての変数を、その名前と値を含めて表示します。

	
オンラインまたはオフライン


	
find


	
現在の階層内でMBeanと属性を検索します。

	
オンライン


	
getConfigManager


	
変更プロセスを管理している最新のConfigurationManagerBean MBeanを返します。

	
オンライン


	
getMBean


	
指定されたパスを参照してMBeanを返します。

	
オンライン


	
getMBI


	
指定されたMBeanTypeまたはcmo変数のMBeanInfoを返します。

	
オンライン


	
getPath


	
指定されたMBeanインスタンスのMBeanパスを返します。

	
オンライン


	
listChildTypes


	
cmoタイプで作成または削除できるすべての子MBeanを表示します。

	
オンライン


	
lookup


	
指定されたMBeanをルックアップします。

	
オンライン


	
ls


	
現在の構成Beanまたは実行時Beanのすべての子Beanと属性を表示します。

	
オンラインまたはオフライン


	
man


	
現在のMBeanまたはそのMBeanの指定された属性に関する、MBeanInfoのヘルプを表示します。

	
オンライン


	
redirect


	
WLST出力を指定されたファイル名にリダイレクトします。

	
オンライン


	
removeListener


	
以前に定義したリスナーを削除します。

	
オンライン


	
showListeners


	
現在定義されているすべてのリスナーを表示します。

	
オンライン


	
startRecording


	
WLSTとユーザーのすべての対話を記録します。再試行するコマンドの捕捉に便利。

	
オンラインまたはオフライン


	
state


	
ノード・マネージャを使用して、サーバーまたはクラスタとその状態のマップを返します。

	
オンライン


	
stopRecording


	
WLSTコマンドの記録を停止します。

	
オンラインまたはオフライン


	
stopRedirect


	
WLST出力のファイルへのリダイレクトを停止します。

	
オンラインまたはオフライン


	
storeUserConfig


	
ユーザー構成ファイルと、関連付けられたキー・ファイルを作成します。

	
オンライン


	
threadDump


	
指定されたサーバーのスレッド・ダンプを表示します。

	
オンラインまたはオフライン


	
viewMBean


	
属性名と属性値、操作など、MBeanに関する情報を表示します。

	
オンライン


	
writeIniFile


	
WLST定義およびメソッド宣言をPython (.py)ファイルに変換します。

	
オンラインまたはオフライン










addListener

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたMBeanにJMXリスナーを追加します。MBeanで変更が行われると、その内容が標準出力に報告されて、指定された構成ファイルに保存されます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


addListener(mbean, [attributeNames], [logFile], [listenerName])



	引数	定義
	

mbean

	
リスンするMBeanまたはMBeanオブジェクトの名前。


	

attributeNames

	
オプション。JMXリスナーを追加するすべての属性名のカンマ区切りのリスト。この引数のデフォルトはnullで、すべての属性にJMXリスナーが追加されます。


	

logFile

	
オプション。リスナー情報を書き込むログ・ファイルの名前と場所です。この引数のデフォルトは標準出力です。


	

listenerName

	
オプション。JMXリスナーの名前。この引数のデフォルトは、WLSTで生成される名前です。












例

次の例では、cmo MBeanで、NotesおよびArchiveConfigurationCount属性に対してJMXリスナーを定義します。リスナーの名前はdomain-listenerで、./listeners/domain.logに保存されます。


wls:/mydomain/serverConfig> addListener(cmo, "Notes,ArchiveConfigurationCount",
"./listeners/domain.log","domain-listener")








configToScript

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

既存のサーバー構成(configディレクトリ)を実行可能なWLSTスクリプトに変換します。その結果得られたスクリプトは、他のサーバー上のリソースの再作成に使用できます。

configToScriptコマンドでは次のファイルが作成されます。

	
構成の再作成に必要なコマンドが格納されているWLSTスクリプト。


	
ドメイン固有の値が格納されているプロパティ・ファイル。このファイルの値を更新すると、元の構成に似た新しいドメインを作成することができます。


	
暗号化された属性を格納するユーザー構成ファイルおよび関連キー・ファイル。ユーザー構成ファイルには暗号化された情報が格納されます。キー・ファイルには、情報の暗号化と復号化に使用される秘密鍵が格納されます。




生成されたスクリプトを実行すると、次の処理が行われます。

	
サーバーが現在実行中であれば、WLSTはプロパティ・ファイル内の値を使用して接続を確立し、次にスクリプト・コマンドを実行して、サーバー・リソースを作成しようとします。


	
現在実行されているサーバーがなければ、WLSTはプロパティ・ファイル内の値でサーバーを起動し、スクリプト・コマンドを実行してサーバー・リソースを作成し、サーバーを停止します。これにより、WLSTがコマンド・シェルを終了させることがあります。




エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。



構文


configToScript([configPath], [pyPath], [overwrite], [propertiesFile], [createDeploymentScript])



	引数	定義
	

configPath

	
オプション。変換する構成が格納されたdomainディレクトリのパス。この引数のデフォルトは、WLSTの起動元ディレクトリ(./)です。


	

pyPath

	
オプション。変換後のWLSTスクリプトを書き込むパスとファイル名。この引数のデフォルトは/config/config.pyです。


	

overwrite

	
オプション。スクリプト・ファイルがすでに存在する場合、そのファイルを上書きするかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはtrueで、スクリプト・ファイルは上書きされます。


	

propertiesFile

	
オプション。WLSTがプロパティ・ファイルを書き込むパスとディレクトリ。この引数のデフォルトは、scriptPath引数で指定されたパス名です。


	

createDeploymentScript

	
オプション。WLSTがデプロイメントのみを実行するスクリプトを作成するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、デプロイメント・スクリプトが作成されないことを表します。












例

次の例では、構成をWLSTスクリプトconfig.pyに変換します。デフォルトで、構成ファイルは./configからロードされて、スクリプト・ファイルは.config/config.pyに、プロパティ・ファイルは.config/config.py.propertiesに保存されます。


wls:/offline> configToScript() 
configToScript is loading configuration from c:\Oracle\Middleware
\user_projects\domains\wls\config\config.xml ...
Completed configuration load, now converting resources to wlst script...
configToScript completed successfully
The WLST script is written to c:\Oracle\Middleware
\user_projects\domains\wls\config\config.py
and the properties file associated with this script is written to c:\Oracle\
Middleware\user_projects\domains\wls\config\config.py.properties
wls:/offline>


次の例では、ファイルc:\Oracle\Middleware\user_projects\domains\mydomain\configディレクトリで構成されたサーバー・リソースをWLSTスクリプトc:\Oracle\Middleware\myscripts\config.pyに変換します。


wls:/offline> configToScript('c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains
/mydomain','c:/Oracle/Middleware/myscripts') 
configToScript is loading configuration from c:\Oracle\Middleware
\user_projects\domains\mydomain\config\config.xml ...
Completed configuration load, now converting resources to wlst script...
configToScript completed successfully
The WLST script is written to c:\Oracle\Middleware\myscripts\config.py
and the properties file associated with this script is written to 
c:\Oracle\Middlware\mydomain\config.py.properties
wls:/offline>








dumpStack

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTアクションの実行中に発生した最近の例外のスタック・トレースを表示して、スタック・トレースをリセットします。

成功した場合、dumpstackコマンドはThrowableオブジェクトを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


dumpStack()






例

この例ではスタック・トレースを表示します。


wls:/myserver/serverConfig> dumpStack() 
com.bea.plateng.domain.script.jython.WLSTException: java.lang.reflect.Invocation TargetException
...








dumpVariables

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTによって使用されたすべての変数を、その名前と値を含めて表示します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


dumpVariables()






例

この例では、現在のすべての変数とその値を表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> dumpVariables() 
adminHome   weblogic.rmi.internal.BasicRemoteRef - hostID: 
   '-1 108080150904263937S:localhost:[7001,8001,-1,-1,-1,-1,-1]:
   mydomain:AdminServer', oid: '259', channel: 'null'
cmgr   [MBeanServerInvocationHandler]com.bea:Name=ConfigurationManager,
   Type=weblogic.management.mbeanservers.edit.ConfigurationManagerMBean
cmo   [MBeanServerInvocationHandler]com.bea:Name=mydomain,Type=Domain
connected true
domainName mydomain
...
wls:/mydomain/serverConfig>








find

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在の階層内でMBeanと属性を検索します。

WLSTは、属性または属性タイプとその値を格納するMBeanのパス名を返します。searchInstancesOnlyをfalseに設定した場合は、サーバーでインスタンス化されていないものの、作成が可能なMBeanTypeパスの検索も行います。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


find([name], [type], [searchInstancesOnly])



	引数	定義
	

name

	
オプション。検索する属性の名前。


	

type

	
オプション。検索する属性のタイプ。


	

searchInstancesOnly

	
オプション。登録されたインスタンスのみを検索するか、または、サーバーでインスタンス化されていないものの、作成が可能なMBeanTypesパスも検索するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはtrueで、登録されたインスタンスのみが検索されます。












例

次の例では、現在の構成階層でjavaCompilerという属性を検索します。


wls:/mydomain/serverConfig> find(name = 'JavaCompiler') 
Finding 'JavaCompiler' in all registered MBean instances ...
/Servers/AdminServer                         JavaCompilerPreClassPath      null
/Servers/AdminServer                       JavaCompiler                  java
/Servers/AdminServer                      JavaCompilerPostClassPath   null
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、現在の構成階層でJMSRuntimeタイプの属性を検索します。


wls:/mydomain/serverRuntime> find(type='JMSRuntime') 
Finding MBean of type 'JMSRuntime' in all the instances ...
/JMSRuntime/AdminServer.jms
wls:/mydomain/serverRuntime>


次の例では、現在の構成階層でexecuteという属性を検索します。searchInstancesOnly引数はfalseに設定されており、サーバーでインスタンス化されていないMBeanTypeも検索することを示しています。


wls:/mydomain/serverConfig> find(name='execute', searchInstancesOnly='false') 
Finding 'execute' in all registered MBean instances ...
/Servers/AdminServer      ExecuteQueues [Ljavax.management.ObjectName;@1aa7dbc
/Servers/AdminSever       Use81StyleExecuteQueues                            false
Now finding 'execute' in all MBean Types that can be instantiated ...
/Servers                                      ExecuteQueues
/Servers                                      Use81StyleExecuteQueues
wls:/mydomain/serverConfig>








getConfigManager

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

変更プロセスを管理している最新のConfigurationManager MBeanを返します。そのメソッドを呼び出して、WebLogicドメイン内の構成の変更を管理できます。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


getConfigManager()






例

次の例では、最新のConfigurationManagerBean MBeanを返して、cm変数に格納します。


wls:/mydomain/serverConfig> cm=getConfigManager() 
wls:/mydomain/serverConfig> cm.getType() 
'weblogic.management.mbeanservers.edit.ConfigurationManagerMBean'








getMBean

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたパスを参照してMBeanを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

MBeanが見つからない場合に例外はスローされません。














構文


getMBean(mbeanPath)



	引数	定義
	

mbeanPath

	
現在の階層内のMBeanのパス名。












例

次の例では、パスで指定されたMBeanを返します。


wls:/mydomain/edit !> com=getMBean('Servers/myserver/COM/myserver') 
wls:/mydomain/edit !> com.getType() 
'Server'








getMBI

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたMBeanTypeまたはcmo変数のMBeanInfoを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


getMBI([mbeanType])



	引数	定義
	

mbeanType

	
オプション。MBeanInfoを表示するMBeanType。












例

次の例では、指定されたMBeanTypeのMBeanInfoを取得して、svrMbi変数に格納します。


wls:/mydomain/serverConfig> svrMbi=getMBI('weblogic.management.configuration.ServerMBean') 








getPath

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在のツリーで、指定されたMBeanインスタンスのMBeanパスまたはMBeanのObjectNameを返します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


getPath(mbean)



	引数	定義
	

mbean

	
MBeanパスを返す、現在のツリー内のMBeanのMBeanインスタンスまたはObjectName。












例

次の例では、パスで指定されたMBeanを返します。


wls:/mydomain/edit !> path=getPath('com.bea:Name=myserver,Type=Server') 
wls:/mydomain/edit !> print path 
'Servers/myserver'








listChildTypes

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

cmoで作成または削除できるすべての子MBeanを表示します。cmo変数は、WLSTを使用して最後に移動した構成Beanインスタンスを表します。cmo変数の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』の現在の管理オブジェクトの変更に関する項を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


listChildTypes([parent])



	引数	定義
	

parent

	
オプション。子タイプを表示する親タイプ。












例

次の例では、cmoタイプで作成または削除できる子MBeanを表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> listChildTypes() 
AppDeployments
BridgeDestinations
CachingRealms
Clusters
...
wls:/mydomain/serverConfig>








lookup

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたMBeanをルック・アップします。MBeanは現在のMBeanの子でなければなりません。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


lookup(name, [childMBeanType])



	引数	定義
	

name

	
ルック・アップするMBeanの名前。


	

childMBeanType

	
オプション。ルック・アップするMBeanのタイプ。












例

次の例では、指定されたサーバーmyserverをルック・アップして、返されたスタブをsbean変数に格納します。


wls:/mydomain/serverConfig> sbean=lookup('myserver','Server') 
wls:/mydomain/serverConfig> sbean.getType() 
'Server'
wls:/mydomain/serverConfig>








ls

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

指定した管理オブジェクトの属性、操作、および子の管理オブジェクトをリストします。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

デフォルトでは、出力は文字列として返され、3つの列に配列されます。

	
1列目には、リストされた項目を説明する一連のコードが表示されます。表3-9を参照してください。


	
2列目には、項目の名前が表示されます。


	
項目が属性である場合、3列目には、その属性値が表示されます。属性が暗号化されている場合、3列目には、値のかわりにアスタリスクが表示されます。(『Oracle WebLogic Scripting Tool』の暗号化された構成値の読み書きに関する項を参照してください。)


	
項目が操作である場合、3列目には、次の形式でその操作の戻り値の型と入力パラメータが表示されます。returnType: parameterType(parameterName)





表3-9 lsコマンド出力情報

	コード	説明
	
d

	
項目が子の管理オブジェクトであることを示します。

UNIXまたはWindowsのファイル・システムにおけるディレクトリと同様に、cdコマンドを使用して子オブジェクトを現在の管理オブジェクトにすることができます。


	
r

	
項目が子の管理オブジェクト、または読取り可能な属性であることを示します(セキュリティ・レルムのポリシーによって現在のユーザーに読取りパーミッションが付与されていることが前提)。(Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスのMBeanのデフォルトのセキュリティ・ポリシーに関する項を参照してください。)


	
w

	
項目が書込み可能な属性であることを示します(セキュリティ・レルムのポリシーによって現在のユーザーに書込みパーミッションが付与されていることが前提)。(Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスのMBeanのデフォルトのセキュリティ・ポリシーに関する項を参照してください。)


	
x

	
項目が実行可能な操作であることを示します(セキュリティ・レルムのポリシーによって現在のユーザーに実行パーミッションが付与されていることが前提)。(Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスのMBeanのデフォルトのセキュリティ・ポリシーに関する項を参照してください。)








デフォルトの出力では、現在の管理オブジェクトのすべての属性、操作、および子の管理オブジェクトがリストされます。出力をフィルタリングする、または異なる管理オブジェクトのリストを表示するには、コマンドの引数を指定します。




	
注意:

パフォーマンスを最適化するため、WLSTオフラインを使用する場合、WebLogic Serverのデフォルト値のほとんどは、WebLogicドメインの構成ファイルには格納されません。この最適化が原因で、WLSTオフラインでは管理オブジェクト全体を表示できない場合があります(WebLogic Serverでは対応するXML要素をドメインの構成ファイルに書き込んでいないため)。たとえば、ドメインがアクティブであるときにWebLogicドメインのロギングのデフォルト重大度を変更しなかった場合、WLSTオフラインではドメインのLog管理オブジェクトは表示されません。

WLSTオフラインで表示されない管理オブジェクトの属性のデフォルト値を変更する場合、最初にcreateコマンドを使用して管理オブジェクトを作成する必要があります。次に、cdを使用して管理オブジェクトに移動し、属性値を変更します。「create」を参照してください。














構文


ls( [ a | c | o ] [ moPath ])

ls( [ moPath ] returnMap [ returnType ] )



	引数	定義
	

a

	
オプション。指定した管理オブジェクトの属性のみ表示します(他の項目の表示は抑制されます)。


	

c

	
オプション。指定した管理オブジェクトの子の管理オブジェクトのみ表示します(他の項目の表示は抑制されます)。


	

o

	
オプション。指定した管理オブジェクトで呼出し可能な操作のみ表示します(他の項目の表示は抑制されます)。

この引数は、WLSTオンラインにのみ適用できます。


	

moPath

	
オプション。リストする属性、操作、および子の管理オブジェクトの管理オブジェクトへのパス名。

階層の現在の場所に対して相対的なパス名を指定することも、絶対パス名を指定することも可能です。

WLSTオフラインでは、フォワード・スラッシュ(/)を使用して構成ドキュメントのルートを指定します。

WLSTオンラインでは、任意の管理階層のMBeanの内容をリストできます(「ツリー・コマンド」を参照)。次の構文を使用して、階層のルートを指定してください。

root-name:/

たとえば、サーバーの実行時階層のルートを示す例を次に示します。

ls('serverRuntime:/')

この引数を指定しない場合、現在の管理オブジェクトの項目がリストされます。


	

returnMap 

	
オプション。コマンドで値をマップとして返すかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです(コマンドでは文字列が返されます)です。


	

returnType 

	
オプション。マップで返される出力を制御します。この表の冒頭で説明した、出力をフィルタリングするa、c、またはoを指定します。

この引数は、returnMapがtrueに設定されている場合にのみ有効です。この引数のデフォルトはcです。












例

次の例では、examplesドメインの、すべての子構成Beanと属性名および値を表示します。このドメインはWLSTオフライン・モードでメモリーにロードされています。


wls:/offline/mydomain > ls() 
dr--   AppDeployments
dr--   BridgeDestinations
dr--   Clusters
dr--   CustomResources
dr--   DeploymentConfiguration
dr--   Deployments
dr--   EmbeddedLDAP
dr--   ErrorHandlings
dr--   FileStores
dr--   InternalAppDeployments
dr--   InternalLibraries
dr--   JDBCDataSourceFactories
dr--   JDBCStores
dr--   JDBCSystemResources
dr--   JMSBridgeDestinations
dr--   JMSInteropModules
dr--   JMSServers
dr--   JMSSystemResources
dr--   JMX
...
wls:/offline/examples>


次の例では、DomainMBeanドメインのすべての属性名と値を表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> ls('a') 
-r--   AdminServerName                              AdminServer
-r--   AdministrationMBeanAuditingEnabled           false
-r--   AdministrationPort                           9002
-r--   AdministrationPortEnabled                    false
-r--   AdministrationProtocol                       t3s
-r--   ArchiveConfigurationCount                    0
-r--   ClusterConstraintsEnabled                    false
-r--   ConfigBackupEnabled                          false
-r--   ConfigurationAuditType                       none
-r--   ConfigurationVersion                         9.0.0.0
-r--   ConsoleContextPath                           console
-r--   ConsoleEnabled                               true
-r--   ConsoleExtensionDirectory                    console-ext
-r--   DomainVersion                                9.0.0.0
-r--   LastModificationTime                         0
-r--   Name                                         basicWLSDomain
-r--   Notes                                        null
-r--   Parent                                       null
-r--   ProductionModeEnabled                        false
-r--   RootDirectory                                .
-r--   Type                                         Domain
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、Servers MBeanのすべての子Beanと属性名および値を表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> ls('Servers') 
dr--   AdminServer


次の例では、指定されたMBeanパスの属性名と値を表示し、その情報をマップで返します。


wls:/mydomain/serverConfig> svrAttrList = ls('edit:/Servers/myserver', 'true', 'a')
-rw-   AcceptBacklog                                50
-rw-   AdminReconnectIntervalSeconds                10
-rw-   AdministrationPort                           9002
-rw-   AdministrationProtocol                       t3s
-rw-   AutoKillIfFailed                             false
-rw-   AutoMigrationEnabled                         false
-rw-   AutoRestart                                  true
-rw-   COMEnabled                                   false
-rw-   ClasspathServletDisabled                     false
-rw-   ClientCertProxyEnabled                       false
-rw-   Cluster                                      null
-rw-   ClusterRuntime                               null
-rw-   ClusterWeight                                100
wls:/mydomain/serverConfig>








man

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在のMBeanまたはそのMBeanの指定された属性に関する、MBeanInfoのヘルプを表示します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


man([attrName])



	引数	定義
	

attrName

	
オプション。ヘルプを表示するMBean属性名。指定しない場合は、現在のMBeanのヘルプが表示されます。












例

次の例では、ServerMBean Beanに関するMBeanInfoのヘルプを表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> man('Servers') 
dynamic : true
creator : createServer
destroyer : destroyServer
description : <p>Returns the ServerMBeans representing the servers that have been 
configured to be part of this domain.</p>
descriptorType : Attribute
Name : Servers
interfaceClassName : [Lweblogic.management.configuration.ServerMBean;
displayName : Servers
relationship : containment








redirect

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WLSTの情報、エラー、およびデバッグに関する各メッセージを指定したファイル名にリダイレクトします。また、dumpStack()およびdumpVariables()コマンドの出力を、指定したファイル名にリダイレクトします。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


redirect(outputFile, [toStdOut])



	引数	定義
	

outputFile

	
WLSTコマンドを記録するファイルの名前。ファイル名は、絶対パスでも、WLSTを起動したディレクトリを基準とする相対パスでもかまいません。


	

toStdOut

	
オプション。出力をstdoutに送信するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはtrueで、出力がstdoutに送信されることを表します。












例

次の例では、logs/wlst.logファイルへ、WLST出力のリダイレクトを開始します。


wls:/mydomain/serverConfig> redirect('./logs/wlst.log') 








removeListener

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

以前に定義したリスナーを削除します。引数を指定しない場合は、すべてのMBeanで定義されたすべてのリスナーが削除されます。リスナーの設定の詳細は、「addListener」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


removeListener([mbean], [listenerName])



	引数	定義
	

mbean

	
オプション。以前に定義されたリスナーを削除するMBeanまたはMBeanオブジェクトの名前。


	

listenerName

	
オプション。削除するリスナーの名前。












例

次の例では、mylistenerというリスナーを削除します。


wls:/mydomain/serverConfig> removeListener(listenerName="mylistener") 








showListeners

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在定義されているすべてのリスナーを表示します。リスナーの設定の詳細は、「addListener」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


showListeners()






例

次の例では、現在定義されているすべてのリスナーを表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> showListeners() 








startRecording

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTとユーザーのすべての対話を記録します。このコマンドは、再試行するコマンドの捕捉に役立ちます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、このコマンドは使用できません。






構文


startRecording(recordFile, [recordAll])



	引数	定義
	

recordFile

	
WLSTコマンドを記録するファイルの名前。ファイル名は、絶対パスでも、WLSTを呼び出したディレクトリを基準とする相対パスでもかまいません。


	

recordAll

	
オプション。すべてのユーザー対話をファイルに捕捉するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです。その場合はWLSTコマンドのみが捕捉され、WLST以外のコマンド出力は捕捉されません。












例

次の例では、record.pyファイルにWLSTコマンドの記録を開始します。


wls:/mydomain/serverConfig> startRecording('c:/myScripts/record.py') 
Starting recording to c:/myScripts/record.py
wls:/mydomain/serverConfig>








state

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ノード・マネージャを使用して、サーバーまたはクラスタとその状態のマップを返します。ノード・マネージャが動作している必要があります。

サーバーの状態の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の「サーバーのライフサイクルについて」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


state(name, [type])



	引数	定義
	

name

	
現在の状態を取得するサーバーまたはクラスタの名前。


	

type

	
オプション。タイプ。ServerまたはCluster。この引数のデフォルトはServerです。クラスタの状態を返す場合は、この引数を明示的にClusterに設定する必要があります。設定しない場合、コマンドは失敗します。












例

次の例では、管理対象サーバーmanaged1の状態を返します。


wls:/mydomain/serverConfig> state('managed1','Server') 
Current state of "managed1": SUSPENDED 
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、クラスタmyclusterの状態を返します。


wls:/mydomain/serverConfig> state('mycluster','Cluster') 
There are 3 server(s) in cluster: mycluster

States of the servers are
MServer1---SHUTDOWN
MServer2---SHUTDOWN
MServer3---SHUTDOWN
wls:/mydomain/serverConfig>








stopRecording

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTコマンドの記録を停止します。記録の開始の詳細は、「startRecording」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


stopRecording()






例

次の例では、WLSTコマンドの記録を停止します。


wls:/mydomain/serverConfig> stopRecording() 
Stopping recording to c:\myScripts\record.py
wls:/mydomain/serverConfig>








stopRedirect

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLST出力のファイルへのリダイレクトが行われている場合は、リダイレクトを停止します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


stopRedirect()






例

次の例では、WLST出力のファイルへのリダイレクトを停止します。


wls:/mydomain/serverConfig> stopRedirect() 
WLST output will not be redirected to myfile.txt any more








storeUserConfig

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ユーザー構成ファイルと、関連付けられたキー・ファイルを作成します。ユーザー構成ファイルには、暗号化されたユーザー名とパスワードが格納されます。キー・ファイルには、ユーザー名とパスワードの暗号化と復号化に使用される秘密鍵が格納されます。

最初にユーザー名とパスワードを暗号化したキー・ファイルのみが、その値の復号化に使用されます。キー・ファイルを失った場合には、新しいユーザー構成ファイルとキー・ファイルのペアを作成しなければなりません。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


storeUserConfig([userConfigFile], [userKeyFile], [nm])



	引数	定義
	

userConfigFile

	
オプション。ユーザー構成を格納するファイルの名前。パス名は、絶対パスでも、WLSTを起動したファイル・システムのディレクトリを基準とする相対パスでもかまいません。

この引数を指定しない場合、ファイルは、現在のJVMで決定されるホーム・ディレクトリに格納されます。ホーム・ディレクトリの場所は、WLSTが実行されているオペレーティング・システムのSDKおよびタイプによって異なります。デフォルトのファイル名は次の形式に基づいています。

username-WebLogicConfig.properties

usernameは、オペレーティング・システムのログインに使用したユーザー名を表します。

また、ファイルを作成した場所が標準出力に出力されます。


	

userKeyFile

	
オプション。指定するユーザー構成ファイルに関連付けられているキー情報を格納するファイルの名前。パス名は、絶対パスでも、WLSTを起動したファイル・システムのディレクトリを基準とする相対パスでもかまいません。

この引数を指定しない場合、ファイルは、現在のJVMで決定されるホーム・ディレクトリに格納されます。ホーム・ディレクトリの場所は、WLSTが実行されているオペレーティング・システムのタイプおよびSDKによって異なります。デフォルトのファイル名は次の形式に基づいています。

username-WebLogicKey.properties

usernameは、オペレーティング・システムのログインに使用したユーザー名を表します。

また、ファイルを作成した場所が標準出力に出力されます。


	

nm

	
オプション。ノード・マネージャまたはWebLogic Serverのどちらのユーザー名とパスワードを格納するかを指定するブール値。trueに設定した場合は、ノード・マネージャのユーザー名とパスワードが格納されます。この引数のデフォルトはfalseです。












例

次の例では、デフォルトの場所に、ユーザー構成ファイルとキー・ファイルが作成および格納されます。


wls:/mydomain/serverConfig>  storeUserConfig() 
Creating the key file can reduce the security of your system if it is not kept in 
a secured location after it is created. Do you want to create the key file? y or n
y 
The username and password that were used for this current WLS connection are 
stored in C:\Documents and Settings\pat\pat-WebLogicConfig.properties 
and C:\Documents and Settings\pat\pat-WebLogicKey.properties.


次の例では、指定された場所に、ユーザー構成ファイルとキー・ファイルが作成および格納されます。


wls:/mydomain/serverConfig>  storeUserConfig('c:/myFiles/myuserconfigfile.secure', 'c:/myFiles/myuserkeyfile.secure') 
Creating the key file can reduce the security of your system if it is not kept in 
a secured location after it is created. Do you want to create the key file? y or n
y 
The username and password that were used for this current WLS connection are 
stored in c:/myFiles/mysuserconfigfile.secure and c:/myFiles/myuserkeyfile.secure
wls:/mydomain/serverConfig>








threadDump

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

指定されたサーバーのスレッド・ダンプを表示します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


threadDump([writeToFile], [fileName], [serverName])



	引数	定義
	

writeToFile

	
オプション。出力をファイルに保存するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはtrueで、出力はファイルに保存されます。


	

fileName

	
オプション。出力が書き込まれるファイルの名前。ファイル名は絶対パスでも、WLSTを実行しているディレクトリを基準とした相対パスでもかまいません。この引数のデフォルトはThread_Dump_serverNameファイルです。serverNameはサーバーの名前を表します。この引数は、writeToFileがtrueに設定されている場合にのみ有効です。


	

serverName

	
オプション。スレッド・ダンプをリクエストするサーバーの名前。この引数のデフォルトは、WLSTが接続しているサーバーになります。

管理サーバーに接続している場合は、管理サーバーと、WebLogicドメインで動作している任意の管理対象サーバーのスレッド・ダンプを表示できます。管理対象サーバーに接続している場合は、その管理対象サーバーのスレッド・ダンプのみを表示できます。












例

次の例では、現在のサーバーのスレッド・ダンプを表示して、出力をThread_Dump_serverNameファイルに保存します。


wls:/mydomain/serverConfig> threadDump() 


次の例では、サーバーmanagedServerのスレッド・ダンプを表示します。情報はファイルに保存されません。


wls:/mydomain/serverConfig> threadDump(writeToFile='false', serverName='managedServer') 








viewMBean

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

属性名と属性値、操作など、MBeanに関する情報を表示します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


viewMBean(mbean)



	引数	定義
	

mbean

	
情報を表示するMBean。












例

次の例では、現在のMBean cmoに関する情報を表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> cmo.getType() 
'Domain'
wls:/mydomain/serverConfig> viewMBean(cmo) 
Attribute Names and Values
--------------------------
XMLEntityCaches   null
Targets   javax.management.ObjectName[com.bea
:Name=MedRecJMSServer,Type=JMSServer,
   com.bea:Name=WSStoreForwardInternalJMSServerMedRecServer,Type=JMSServer, 
   com.bea:Name=MedRecWseeJMSServer,Type=JMSServer,
   com.bea:Name=PhysWSEEJMSServer,Type=JMSServer, 
   com.bea:Name=MedRecSAFAgent,Type=SAFAgent, 
   com.bea:Name=AdminServer,Type=Server]
RootDirectory                                .
EmbeddedLDAP                          com.bea:Name=OOTB_medrec,Type=EmbeddedLDAP
RemoteSAFContexts  null
Libraries   javax.management.ObjectName[com.bea
...
wls:/mydomain/serverConfig>








writeIniFile

コマンド・カテゴリ: 情報コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

上級ユーザーがJythonモジュールとしてインポートできるように、WLST定義およびメソッド宣言をPython (.py)ファイルに変換します。インポートすると、その定義とメソッド宣言は他のJythonモジュールから使用できるようになり、Jython構文を使用して直接アクセスできます。詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


writeIniFile(filePath)



	引数	定義
	

filePath

	
変換された情報を保存するファイルのフル・パス名。












例

次の例では、WLSTをwl.pyというPythonファイルに変換します。


wls:/offline> writeIniFile("wl.py") 
The Ini file is successfully written to wl.py
wls:/offline> 










ライフサイクル・コマンド

表3-10に示すWLSTライフサイクル・コマンドを使用して、サーバー・インスタンスのライフサイクルを管理します。

サーバー・インスタンスのライフサイクルの詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の「サーバーのライフサイクルについて」を参照してください。


表3-10 WLST構成のライフサイクル・コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
migrate


	
クラスタ内のターゲット・サーバーにサービスを移行します。

	
オンライン


	
resume


	
一時停止された、またはADMIN状態にあるサーバー・インスタンスを再開します。

	
オンライン


	
shutdown


	
実行中のサーバー・インスタンスまたはクラスタを正常に停止します。

	
オンライン


	
start


	
ノード・マネージャを使用して管理対象サーバー・インスタンスまたはクラスタを起動します。

	
オンライン


	
startServer


	
管理サーバーを起動します。

	
オンラインまたはオフライン


	
suspend


	
実行中のサーバーを一時停止します。

	
オンライン










migrate

コマンド・カテゴリ: ライフサイクル・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたサービス(JTA、JMS、またはサーバー)を、クラスタ内のターゲット・サーバーに移行します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

サービスの移行の詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの使い方』の「サービスの移行」を参照してください。






構文


migrate(sname, destinationName, [sourceDown], [destinationDown], [migrationType])



	引数	定義
	

sname

	
サービスの移行元のサーバーの名前。


	

destinationName

	
サービスの移行先のマシンまたはサーバーの名前。


	

sourceDown

	
オプション。元のサーバーを停止するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはtrueで、元のサーバーが実行されていないことを示します。

JTAサービスを移行する場合、sourceDown引数が無視され、指定された場合、デフォルトはtrueです。JTAサービスを正常に移行するには、元のサーバーを停止する必要がある。


	

destinationDown

	
オプション。移行先のサーバーを停止するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、移行先のサーバーが実行されていることを示します。

移行先が実行されておらず、この引数をtrueに設定しない場合、WLSTはMigrationExceptionを返します。

JMS関連サービスを実行されていないサーバー・インスタンスに移行する場合、サーバー・インスタンスは次の起動時にJMSサービスをアクティブ化します。JTAトランザクション回復サービスを実行されていないサーバー・インスタンスに移行する場合、ターゲット・サーバー・インスタンスは起動時に回復サービスを前提とします。


	

migrationType

	
オプション。移行するサービスのタイプ。有効な値は次のとおり。

	
jms-JMS関連サービス(JMSサーバー、SAFエージェント、パス・サービス、WebLogic永続ストアなど)のみを移行します。


	
jta-JTAサービスのみを移行します。


	
server-サーバー・サービスのみを移行します。


	
all-すべてのJTAおよびJMSサービスを移行します。




この引数のデフォルトはallです。












例

次の例では、server1にあるすべてのJMSおよびJTAサービスをserver2に移行します。ブール値の引数では、元のサーバーが停止していて、移行先のサーバーが動作していることを指定します。


wls:/mydomain/edit !> migrate('server1','server2', 'true', 'false', 'all') 
Migrating all JMS and JTA services from 'server1' to destination 'server2' ...
wls:/mydomain/edit !>


次の例では、server1にあるすべてのサーバー・サービスをserver2に移行します。ブール値の引数では、元のサーバーが停止していて、移行先のサーバーが動作していることを指定します。


wls:/mydomain/edit !> migrate('server1','server2', 'true', 'false', 'Server') 
Migrating singleton server services from 'server1' to machine 'server2'...
wls:/mydomain/edit !>








resume

コマンド・カテゴリ: ライフサイクル・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

一時停止された、またはADMIN状態にあるサーバー・インスタンスを再開します。このコマンドはサーバーをRUNNING状態に移行します。サーバーの状態の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の「サーバーのライフサイクルについて」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


resume([sname], [block])



	引数	定義
	

sname

	
再開するサーバーの名前。この引数のデフォルトは、WLSTが現在接続しているサーバーになります。


	

block

	
オプション。サーバーが再開されるまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、ユーザー対話がブロックされないことを示します。この場合、WLSTはコマンドを発行した後でユーザーに制御を返し、現在のタスクに関連付けられているタスクMBeanを変数に割り当てます。その変数を利用すると、タスクのステータスをチェックできます。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。












例

次の例では、管理対象サーバー・インスタンスを再開します。


wls:/mydomain/serverConfig> resume('managed1', block='true') 
Server 'managed1' resumed successfully.
wls:/mydomain/serverConfig>








shutdown

コマンド・カテゴリ: ライフサイクル・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

実行中のサーバー・インスタンスまたはクラスタを正常に停止します。shutdownコマンドは、進行中のすべての作業が完了するのを待機してから、サーバーまたはクラスタを停止します。

引数を指定しないでshutdownコマンドを入力すると、WLSTが接続しているサーバーが停止されます。

管理対象サーバー・インスタンスに接続している場合は、WLSTが接続している管理対象サーバー・インスタンスを停止するためにのみshutdownコマンドを使用できます。管理対象サーバー・インスタンスに接続しているときに、別のサーバーを停止することはできません。

WLSTはノード・マネージャを使用して管理対象サーバーを停止します。管理対象サーバーを停止するときは、ノード・マネージャが動作している必要があります。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


shutdown([name], [entityType], [ignoreSessions], [timeOut], [force], [block])



	引数	定義
	

name

	
オプション。定義するサーバーまたはクラスタの名前。この引数のデフォルトは、WLSTが現在接続しているサーバーになります。


	

entityType

	
オプション。タイプ。ServerまたはCluster。この引数のデフォルトはServerです。クラスタを停止する場合は、この引数を明示的にClusterに設定する必要があります。設定しない場合、コマンドは失敗します。


	

ignoreSessions

	
オプション。停止時に、WLSTがすべてのHTTPセッションをただちに中止するか、または、HTTPセッションの完了(またはタイムアウト)を待機するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです。その場合は、すべてのHTTPセッションが完了(またはタイムアウト)する必要があります。


	

timeOut

	
オプション。サーバーを一時停止する前に、サーバーが進行中の作業を完了するのをWLSTが待機する時間(秒単位)。この引数のデフォルトは0秒で、タイムアウトがないことを表します。


	

force

	
オプション。WLSTが、アクティブなセッションの完了を待たずに、サーバー・インスタンスまたはクラスタを停止するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです。その場合は、すべてのアクティブ・セッションが完了してから停止します。


	

block

	
オプション。サーバーが停止されるまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、ユーザー対話がブロックされないことを示します。この場合、WLSTはコマンドを発行した後でユーザーに制御を返し、現在のタスクに関連付けられているタスクMBeanを変数に割り当てます。その変数を利用すると、タスクのステータスをチェックできます。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。












例

次の例では、接続しているサーバーを停止するようにWLSTに指示します。


wls:/mydomain/serverConfig> shutdown() 
Shutting down the admin server that you are currently connected to .......
Disconnected from weblogic server: AdminServer


次の例では、HTTPセッションが完了または(1000ミリ秒で)タイムアウトするのを1000秒待機してからmyserverを停止するように、WLSTに指示します。


wls:/mydomain/serverConfig> shutdown('myserver','Server','false',1000, block='false') 


次の例では、管理対象サーバー・インスタンスに接続しているときに、すべてのHTTPセッションをただちに中止するように、WLSTに指示します。


wls:/mydomain/serverConfig> shutdown('MServer1','Server','true',1200) 
Shutting down a managed server that you are connected to ...
Disconnected from weblogic server: MServer1


次の例では、クラスタmyclusterを停止するようにWLSTに指示します。


wls:/mydomain/serverConfig> shutdown('mycluster','Cluster') 
Shutting down the cluster with name mycluster
Shutdown of cluster mycluster has been issued, please 
refer to the logs to check if the cluster shutdown is successful.
Use the state(<server-name>) or state(<cluster-name>,"Cluster")
to check the status of the server or cluster
wls:/mydomain/serverConfig> state('mycluster','Cluster') 
There are 3 server(s) in cluster: mycluster

States of the servers are
MServer1---SHUTDOWN
MServer2---SHUTDOWN
MServer3---SHUTDOWN
wls:/mydomain/serverConfig>








start

コマンド・カテゴリ: ライフサイクル・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ノード・マネージャを使用して管理対象サーバー・インスタンスまたはクラスタを起動します。WLSTが管理サーバーに接続していて、ノード・マネージャが動作している必要があります。

ノード・マネージャに接続して使用するためのWLSTコマンドの詳細は、「ノード・マネージャ・コマンド」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


start(name, [type], [url], [block])



	引数	定義
	

name

	
起動する管理対象サーバーまたはクラスタの名前。


	

type

	
オプション。タイプ。ServerまたはCluster。この引数のデフォルトはServerです。クラスタを起動する場合は、この引数を明示的にClusterに設定する必要があります。設定しない場合、コマンドは失敗します。


	

url

	
オプション。サーバー・インスタンスのリスン・アドレスとリスン・ポート。[protocol://]listen-address:listen-portという形式で指定します。指定しない場合、この引数はデフォルトでt3://localhost:7001になります。


	

block

	
オプション。サーバーまたはクラスタが起動されるまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、ユーザー対話がブロックされないことを示します。この場合、WLSTはコマンドを発行した後でユーザーに制御を返し、現在のタスクに関連付けられているタスクMBeanを変数に割り当てます。その変数を利用すると、タスクのステータスをチェックできます。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。












例

次の例では、ノード・マネージャに管理対象サーバー・インスタンスを起動するように指示します。リスン・アドレスはlocalhost、リスン・ポートは8801です。blockがfalseに設定されているので、WLSTはこのコマンドを発行した後で制御をユーザーに返します。


wls:/mydomain/serverConfig> start('myserver', 'Server', block='false') 
Starting server myserver ...
Server with name myserver started successfully.
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、ノード・マネージャにクラスタを起動するように指示します。blockはtrueに設定されているので、WLSTはクラスタが起動されるまでユーザーの対話をブロックします。


wls:/mydomain/serverConfig> start('mycluster', 'Cluster') 
Starting the following servers in Cluster, mycluster: MS1, MS2, MS3...
......................................................................
All servers in the cluster mycluster are started successfully.
wls:/mydomain/serverConfig>








startServer

コマンド・カテゴリ: ライフサイクル・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

管理サーバーを起動します。エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

WL_HOME/common/binディレクトリからWLSTを実行し、startServerのみを使用してWebLogic管理サーバーを起動できます。startServerを使用して統合型のWebLogic管理サーバー(ORACLE_HOMEディレクトリにインストールされるFusion Middleware Suite製品の管理サーバー)を起動できません。

WebLogic Server以外のFusion Middleware Suite製品の管理サーバーを起動するには、次のいずれかの方法を使用します。

	
関連するWebLogicドメインのサーバー起動スクリプトを実行します。


	
ノード・マネージャを使用して、サーバーを起動します。この方法を使用する場合、startScriptEnabledプロパティがノード・マネージャでtrueに設定されていることを確認します。

















構文


startServer([adminServerName], [domainName], [url], [username], [password],
[domainDir], [block], [timeout], [serverLog], [systemProperties], [jvmArgs] [spaceAsJvmArgsDelimiter])



	引数	定義
	

adminServerName

	
オプション。起動する管理サーバーの名前。この引数のデフォルトはmyserverです。


	

domainName

	
オプション。管理サーバーが属しているWebLogicドメインの名前。この引数のデフォルトはmydomainです。


	

url

	
オプション。管理サーバーのURL。startServerコマンドに指定したURLによって、config.xmlファイルに指定されたリスン・アドレスとリスン・ポートがオーバーライドされます。この引数がコマンド・ラインまたはconfig.xmlファイルに指定されていない場合は、デフォルトのt3://localhost:7001が使用されます。


	

username

	
オプション。WLSTをサーバーに接続するときのユーザー名。この引数のデフォルトはweblogicです。


	

password

	
オプション。WLSTをサーバーに接続するときのパスワード。この引数のデフォルトはwelcome1です。


	

domainDir

	
オプション。管理サーバーが起動されるドメイン・ディレクトリ。この引数のデフォルトは、WLSTの起動元ディレクトリです。


	

block

	
オプション。サーバーが起動されるまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。blockがfalseに設定されると、WLSTはコマンドを発行した後でユーザーに制御を返します。この引数のデフォルトはtrueで、ユーザー対話がブロックされることを示します。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。


	

timeout

	
オプション。操作を取り消す前に、WLSTがサーバーの起動を待機する時間(ミリ秒単位)。デフォルト値は60000ミリ秒です。この引数は、blockがtrueに設定されている場合にのみ適用可能です。


	

serverLog

	
オプション。サーバー・ログ・ファイルの場所。この引数のデフォルトはstdoutです。


	

systemProperties

	
オプション。サーバー・プロセスに渡すシステム・プロパティ。システム・プロパティは、名前と値のペアをカンマで区切って指定します。名前と値は等号(=)で区切ります。


	

jvmArgs

	
オプション。サーバー・プロセスに渡すJVM引数。複数の引数をカンマで区切って指定できます。


	

spaceAsJvmArgsDelimiter

	
オプション。JVM引数がスペース区切りであるかどうかを示すブール値。デフォルト値はfalseです。












例

次の例では、demoDomainのdemoServerという管理サーバーを起動します。


wls:/offline> startServer('demoServer','demoDomain','t3://localhost:8001',
'myweblogic','wlstdomain','c:/mydomains/wlst','false', 60000, 
jvmArgs='-XX:MaxPermSize=75m, -Xmx512m, -XX:+UseParallelGC')
wls:/offline>








suspend

コマンド・カテゴリ: ライフサイクル・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

実行中のサーバーを一時停止します。このコマンドでは、サーバーをRUNNING状態からADMIN状態に移行します。サーバーの状態の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の「サーバーのライフサイクルについて」を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


suspend([sname], [ignoreSessions], [timeOut], [force], [block])



	引数	定義
	

sname

	
オプション。一時停止するサーバーの名前。この引数のデフォルトは、WLSTが現在接続しているサーバーになります。


	

ignoreSessions

	
オプション。一時停止するときに、WLSTがすべてのHTTPセッションをただちに中止するか、または、HTTPセッションの完了(またはタイムアウト)を待機するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです。その場合は、HTTPセッションが完了(またはタイムアウト)する必要があります。


	

timeOut

	
オプション。サーバーを一時停止する前に、サーバーが進行中の作業を完了するのをWLSTが待機する時間(秒単位)。この引数のデフォルトは0秒で、タイムアウトがないことを表します。


	

force

	
オプション。アクティブなセッションの完了を待たずにサーバーを一時停止するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseです。その場合は、すべてのアクティブ・セッションが完了してからサーバーを一時停止します。


	

block

	
オプション。サーバーが起動されるまでWLSTがユーザー対話をブロックするかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、ユーザー対話がブロックされないことを示します。この場合、WLSTはコマンドを発行した後でユーザーに制御を返し、現在のタスクに関連付けられているタスクMBeanを変数に割り当てます。その変数を利用すると、タスクのステータスをチェックできます。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のJythonモジュールとしてのWLSTのインポートに関する項で説明するように、WLSTをJythonモジュールとしてインポートしている場合、blockは常にtrueに設定されます。












例

次の例では、管理対象サーバー・インスタンスを一時停止します。


wls:/mydomain/serverConfig> suspend('managed1') 
Server 'managed1' suspended successfully.
wls:/mydomain/serverConfig>










ノード・マネージャ・コマンド

表3-11に示すWLSTノード・マネージャ・コマンドを使用して、WebLogic Serverインスタンスを起動、停止、再起動、およびモニターします。




	
注意:

このカテゴリのコマンドを実行する前に、ノード・マネージャを実行する必要があります。









ノード・マネージャの詳細は、Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャ管理者ガイドのノード・マネージャの使用に関する項を参照してください。


表3-11 WLST構成のノード・マネージャ・コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
nm


	
WLSTがノード・マネージャに接続しているかどうかを判断します。

	
オンライン


	
nmConnect


	
WLSTをノード・マネージャに接続してセッションを確立します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmDisconnect


	
WLSTをノード・マネージャ・セッションから接続解除します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmEnroll


	
現在のコンピュータのノード・マネージャを有効にして、指定されたWebLogicドメインのサーバーを管理します。

	
オンライン


	
nmGenBootStartupProps


	
指定されたサーバーのためのノード・マネージャ・プロパティ・ファイルboot.propertiesおよびstartup.propertiesを生成します。

	
オンライン


	
nmKill


	
ノード・マネージャで起動された、指定されたサーバー・インスタンスを強制停止します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmLog


	
ノード・マネージャ・ログを返します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmServerLog


	
ノード・マネージャで起動されたサーバーのサーバー出力ログを返します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmServerStatus


	
ノード・マネージャで起動されたサーバーのステータスを返します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmStart


	
ノード・マネージャを使用して、現在のWebLogicドメイン内のサーバーを起動します。

	
オンラインまたはオフライン


	
nmVersion


	
ノード・マネージャのバージョンを返します。

	
オンラインまたはオフライン


	
startNodeManager


	
WLSTを実行している同じコンピュータ上のノード・マネージャを起動します。

	
オンラインまたはオフライン


	
stopNodeManager


	
ノード・マネージャを停止します。

	
オンラインまたはオフライン










nm

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTがノード・マネージャに接続しているかどうかを判断します。trueまたはfalseを返し、説明のメッセージを出力します。このコマンドを実行する前に、ノード・マネージャを実行する必要があります。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nm()






例

次の例では、WLSTは現在、mydomainをモニターするノード・マネージャに接続しています。


wls:/mydomain/serverConfig> nm() 
Currently connected to Node Manager that is monitoring the domain "mydomain"
wls:/mydomain/serverConfig>


次の例では、WLSTは現在ノード・マネージャに接続していません。


wls:/mydomain/serverConfig> nm() 
Not connected to any Node Manager
wls:/mydomain/serverConfig>








nmConnect

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTをノード・マネージャに接続してセッションを確立します。ノード・マネージャに接続したら、WLSTからノード・マネージャ・コマンドを呼び出すことができます。このコマンドを実行する前に、ノード・マネージャを実行する必要があります。




	
注意:

現在のWLSTセッションでconnectコマンドを以前に使用している場合、nmconnectは、特に指定しないかぎり、connectコマンドに使用されたユーザー資格証明を使用します。









接続すると、WLSTプロンプトにはwls:/nm/domainName>と表示されます。domainNameは管理するWebLogicドメインの名前を表します。その後でWLSTをWebLogic Serverに接続すると、プロンプトにはWebLogic Serverインスタンスが示されます。nmコマンドを使用すると、WLSTがノード・マネージャに接続しているかどうかを判断できます(「nm」を参照)。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmConnect([username, password], [host], [port], [domainName], [domainDir] [nmType], [verbose])

nmConnect([userConfigFile, userKeyFile], [host], [port], [domainName], [domainDir] [nmType], [verbose])



	引数	定義
	

username

	
WLSTをノード・マネージャに接続するオペレータのユーザー名。ユーザー名のデフォルトはweblogicです。

注意: 本番モードでサーバーを実行している場合は、ノード・マネージャに接続するときに適切なユーザー名とパスワードが使用されるように、コマンド・ラインでユーザー名とパスワードを明示的に指定する必要があります。


	

password

	
WLSTをノード・マネージャに接続するオペレータのパスワード。パスワードのデフォルトはwelcome1です。

注意: 本番モードでサーバーを実行している場合は、ノード・マネージャに接続するときに適切なユーザー名とパスワードが使用されるように、コマンド・ラインでユーザー名とパスワードを明示的に指定する必要があります。


	

host

	
オプション。ノード・マネージャのホスト名。この引数のデフォルトはlocalhostです。


	

port

	
オプション。ノード・マネージャのポート番号。この引数のデフォルトは、ノード・マネージャ・タイプに基づいた、次の値になります。

	
plainタイプの場合、デフォルトは5556


	
rshタイプの場合、デフォルトは514


	
sshタイプの場合、デフォルトは22


	
sslタイプの場合、デフォルトは5556





	

domainName

	
オプション。管理するWebLogicドメインの名前。この引数のデフォルトはmydomainです。


	

domainDir

	
オプション。ノード・マネージャ秘密ファイル(nm_password.properties)とSerializedSystemIni.datファイルを保存するドメイン・ディレクトリのパス。この引数のデフォルトはWLSTを起動したディレクトリです。


	

nmType

	
ノード・マネージャ・タイプ。有効な値は次のとおりです。

	
plain - プレーンなソケットのJavaベースの実装

注意: nmTypeにplainを指定する場合、WL_HOME/common/nodemanager/nodemanager.propertiesのSecureListenerパラメータをfalseに手動で設定する必要があります。指定しないと、nmConnectコマンドは失敗します。


	
rsh - RSH実装


	
ssh - スクリプト・ベースのSSH実装


	
ssl - JavaベースのSSL実装




この引数のデフォルトはsslです。


	

verbose

	
オプション。WLSTがノード・マネージャに冗長モードで接続するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、冗長モードは無効になります。


	

userConfigFile

	
オプション。暗号化されたユーザー名とパスワードを格納するユーザー構成ファイルの名前と場所。

ユーザー構成ファイルの作成時に、storeUserConfigコマンドはキー・ファイルを使用してユーザー名とパスワードを暗号化します。ユーザー構成ファイルを暗号化するキー・ファイルのみが、そのユーザー名とパスワードを復号化できる(「storeUserConfig」を参照。)


	

userKeyFile

	
オプション。指定されたユーザー構成ファイルに関連付けられていて、そのファイルの復号化に使用されるキー・ファイルの名前と場所。(「storeUserConfig」を参照。)












例

次の例では、デフォルトのホストおよびポート番号とplainノード・マネージャ・タイプを使用して、oamdomainをモニターするノード・マネージャにWLSTを接続します。


wls:/myserver/serverConfig> nmConnect('weblogic', 'welcome1', 'localhost', 
'5555', 'oamdomain', 'c:/Oracle/Middleware/user_projects/domains/oamdomain','ssl') 
Connecting to Node Manager Server ... 
Successfully connected to Node Manager.
wls:/nm/oamdomain>


次の例では、ユーザー資格証明を提供するユーザー構成ファイルとキー・ファイルを使用して、WLSTをノード・マネージャ・サーバー・インスタンスに接続します。


wls:/myserver/serverConfig> nmConnect(userConfigFile='
c:/myfiles/myuserconfigfile.secure', 
userKeyFile='c:/myfiles/myuserkeyfile.secure', 
host='172.18.137.82', port=26106, domainName='mydomain', 
domainDir='c:/myfiles/mydomain', mType='ssl') 
Connecting to Node Manager Server ...
Successfully connected to Node Manager.
wls:/nm/mydomain>








nmDisconnect

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

WLSTをノード・マネージャ・セッションから接続解除します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmDisconnect()






例

次の例では、WLSTをノード・マネージャ・セッションから接続解除します。


wls:/nm/oamdomain> nmDisconnect() 
Successfully disconnected from Node Manager
wls:/myserver/serverConfig>








nmEnroll

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WLSTが現在動作しているマシンを登録します。このコマンドを実行するにはWLSTが管理サーバーに接続している必要がありますが、ノード・マネージャに接続している必要はありません。

このコマンドでは、次のファイルを管理サーバーからダウンロードします。

	
ノード・マネージャ秘密ファイル(nm_password.properties)。サーバー認証に使用される暗号化されたユーザー名とパスワードが含まれます。


	
SerializedSystemIni.datファイル




また、このコマンドでは、WL_HOME/common/nodemanagerディレクトリにあるnodemanager.domainsファイルをドメイン情報で更新します。WL_HOMEはWebLogic Serverの最上位のインストール・ディレクトリです。

WebLogicドメインが管理サーバーとルート・ディレクトリを共有している場合を除いて、このコマンドは1つのWebLogicドメイン、1つのマシンごとに実行する必要があります。

このコマンドを実行するときにそのマシンがすでに登録されている場合は、ノード・マネージャ秘密ファイル(nm_password.properties)が管理サーバーの最新の情報で更新されます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmEnroll([domainDir], [nmHome])



	引数	定義
	

domainDir

	
オプション。ノード・マネージャ秘密ファイル(nm_password.properties)とSerializedSystemIni.datファイルを保存するドメイン・ディレクトリのパス。この引数のデフォルトはWLSTを起動したディレクトリです。


	

nmHome

	
オプション。ノード・マネージャ・ホームのパス。ドメイン情報を含むnodemanager.domainsファイルはこのディレクトリに書き込まれます。この引数のデフォルトはWL_HOME/common/nodemanagerです。WL_HOMEはWebLogic Serverの最上位のインストール・ディレクトリです。












例

次の例では、現在のマシンをノード・マネージャに登録して、ノード・マネージャ秘密ファイル(nm_password properties)とSerializedSystemIni.datファイルをc:/Oracle/Middleware/mydomain/common/nodemanager/nm_password.propertiesに保存します。nodemanager.domainsファイルはデフォルトではWL_HOME/common/nodemanagerに書き込まれます。


wls:/mydomain/serverConfig> nmEnroll('c:/Oracle/Middleware/mydomain/common/nodemanager') 
Enrolling this machine with the domain directory at c:\Oracle\Middleware\mydomain\common\nodemanager....
Successfully enrolled this machine with the domain directory at C:\Oracle\Middleware\mydomain\common\nodemanager
wls:/mydomain/serverConfig>








nmGenBootStartupProps

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたサーバーのためのノード・マネージャ・プロパティ・ファイルboot.propertiesおよびstartup.propertiesを生成します。ノード・マネージャ・プロパティ・ファイルは、指定されたサーバーのルート・ディレクトリを基準とする相対的な場所に格納されます。対象となるルート・ディレクトリは、コマンドを実行しているマシンと同じマシン上にある必要があります。

サーバーの名前を指定する必要があります。指定しないと、コマンドは失敗します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmGenBootStartupProps(serverName)



	引数	定義
	

serverName

	
ノード・マネージャ・プロパティ・ファイルを生成するサーバーの名前。












例

次の例では、指定されたサーバーms1のルート・ディレクトリ内にboot.propertiesおよびstartup.propertiesを生成します。


wls:/mydomain/serverConfig> nmGenBootStartupProps('ms1') 
Successfully generated boot.properties at 
c:\Oracle\Middleware\mydomain\servers\ms1\data\nodemanager\boot.properties
Successfully generated startup.properties at 
c:\Oracle\Middleware\mydomain\servers\ms1\data\nodemanager\startup.properties
wls:/mydomain/serverConfig>








nmKill

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

ノード・マネージャで起動された、指定されたサーバー・インスタンスを強制停止します。

serverName引数を使用してサーバー名を指定しない場合、引数はデフォルトでmyServerに設定されます。この引数は使用しているサーバー名と一致している必要があり、一致していない場合はコマンドが失敗します。

起動する際にノード・マネージャを使用しなかったサーバー・インスタンスを強制停止しようとすると、エラーが表示されます。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmKill([serverName], [serverType])



	引数	定義
	

serverName

	
オプション。強制停止するサーバーの名前。この引数のデフォルトはmyserverです。


	

serverType

	
オプション。起動するサーバーのタイプ。この引数のデフォルトはWebLogicです。別の有効なオプションはCoherence。












例

次の例では、oamserverというサーバーを強制停止します。


wls:/nm/oamdomain> nmKill('oamserver') 
Killing server 'oamserver' ...
Server oamServer killed successfully.
wls:/nm/oamdomain>








nmLog

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

ノード・マネージャ・ログを返します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmLog([writer])



	引数	定義
	

writer

	
省略可能。ログ出力を書き込むjava.io.Writerオブジェクト。この引数のデフォルトはWLSTライター・ストリームです。












例

次の例では、ノード・マネージャ・ログを表示します。


wls:/nm/oamdomain> nmLog() 
Successfully retrieved the Node Manager log and written.
wls:/nm/oamdomain>








nmServerLog

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

ノード・マネージャで起動されたサーバーのサーバー出力ログを返します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmServerLog([serverName], [writer], [serverType])



	引数	定義
	

serverName

	
オプション。サーバーの出力ログを表示するサーバーの名前。この引数のデフォルトはmyserverです。


	

writer

	
省略可能。ログ出力を書き込むjava.io.Writerオブジェクト。指定しない場合、この引数のデフォルトはWLSTInterpreter標準出力になります。


	

serverType

	
オプション。起動するサーバーのタイプ。この引数のデフォルトはWebLogicです。別の有効なオプションはCoherence。












例

次の例では、oamserverサーバーのサーバー出力ログを表示して、ログ出力をmyWriterに書き込みます。


wls:/nm/oamdomain> nmServerLog('oamserver',myWriter) 
Successfully retrieved the server log and written.
wls:/nm/oamdomain> 








nmServerStatus

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

ノード・マネージャで起動されたサーバーのステータスを返します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmServerStatus([serverName], [serverType])



	引数	定義
	

serverName

	
オプション。ステータスを表示するサーバーの名前。この引数のデフォルトはmyserverです。


	

serverType

	
オプション。起動するサーバーのタイプ。この引数のデフォルトはWebLogicです。別の有効なオプションはCoherence。












例

次の例では、ノード・マネージャで起動されたoamserverというサーバーのステータスを表示します。


wls:/nm/oamdomain> nmServerStatus('oamserver') 
RUNNING
wls:/nm/oamdomain>








nmStart

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

ノード・マネージャを使用して、現在のWebLogicドメイン内のサーバーを起動します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

nmStartを使用してサーバーを起動するには、boot.propertiesが必要です。最初にサーバーを起動する場合、手動で作成してnmStartを使用する必要があります。

または、nmStartprops引数を使用して、ユーザー資格証明を提供できます(ノード・マネージャの接続後)。


prps = makePropertiesObject("username=weblogic, password=welcome1")
nmStart("AdminServer",props=prps) 














構文


nmStart([serverName], [domainDir], [props], [writer], [serverType])



	引数	定義
	

serverName

	
オプション。起動するサーバーの名前。


	

domainDir

	
オプション。起動するサーバーのドメイン・ディレクトリ。この引数のデフォルトは、WLSTの起動元ディレクトリです。


	

props

	
オプション。新しいサーバーに適用するシステム・プロパティ。


	

writer

	
省略可能。サーバー出力が書き込まれるjava.io.Writerオブジェクト。この引数のデフォルトはWLSTライターです。


	

serverType

	
オプション。起動するサーバーのタイプ。この引数のデフォルトはWebLogicです。別の有効なオプションはCoherence。












例

次の例では、ノード・マネージャを使用して、現在のWebLogicドメインでmanaged1サーバーを起動します。


wls:/nm/mydomain> nmStart("managed1") 
Starting server managed1 ...
Server managed1 started successfully
wls:/nm/mydomain>


次の例では、ノード・マネージャを使用して、指定されたWebLogicドメインで管理サーバーを起動します。この例では、prps変数にシステム・プロパティ設定を格納し、props引数を使用してコマンドに渡されます。


wls:/nm/mydomain> prps = makePropertiesObject("weblogic.ListenPort=8001")
wls:/nm/mydomain> nmStart("AdminServer",props=prps) 
Starting server AdminServer...
Server AdminServer started successfully
wls:/nm/mydomain>








nmVersion

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン

WLSTをノード・マネージャに接続して、このコマンドを実行する必要があります。



説明

ノード・マネージャのバージョンを返します。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


nmVersion()






例

次の例では、ノード・マネージャのバージョンを表示します。


wls:/nm/oamdomain> nmVersion() 
The Node Manager version that you are currently connected to is 9.0.0.0
wls:/nm/oamdomain>








startNodeManager

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

WLSTを実行している同じコンピュータ上のノード・マネージャを起動します。




	
注意:

WebLogic Serverのカスタム・インストール・プロセスでは、必要に応じてノード・マネージャをWindowsシステム上のWindowsサービスとしてインストールおよび起動できます。詳細は、Oracle WebLogic Serverのインストレーション・ガイドのWindowsサービスとしてのノード・マネージャのインストールに関する項を参照してください。この場合、ノード・マネージャを手動で起動する必要はありません。

本番環境では、ノード・マネージャの起動にstartNodeManagerコマンドを使用しないことをお薦めします。推奨方法は、サービスまたはデーモンとしてノード・マネージャをインストールするか、startNodeManagerスクリプト(startNodeManager.shまたはstartNodeManger.cmd)を使用します。









startNodeManagerコマンドを呼び出すときに、ノード・マネージャをすでに実行している場合は、次のメッセージが表示されます。


A Node Manager has already been started.
Cannot start another Node Manager process via WLST


エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


startNodeManager([verbose], [nmProperties])



	引数	定義
	

verbose

	
オプション。WLSTがノード・マネージャを冗長モードで起動するかどうかを指定するブール値。この引数のデフォルトはfalseで、冗長モードは無効になります。


	

nmProperties

	
オプション。ノード・マネージャ・プロパティのカンマ区切りのリスト。名前と値のペアで指定します。ノード・マネージャ・プロパティの例としては、NodeManagerHome、ListenAddress、ListenPort、PropertiesFileなどがあげられます。












例

次の例では、ノード・マネージャのサーバーのバージョンを表示します。


wls:/mydomain/serverConfig> startNodeManager(verbose='true', 
NodeManagerHome='c:/Oracle/Middleware/wlserver_10.3/common/nodemanager', ListenPort='6666', ListenAddress='myhost'))
Launching Node Manager ...
Successfully launched the Node Manager.
The Node Manager process is running independent of the WLST process
Exiting WLST will not stop the Node Manager process. Please refer
to the Node Manager logs for more information.
The Node Manager logs will be under c:\Oracle\Middleware\wlserver_10.3\common\nodemanager.
wls:/mydomain/serverConfig> 








stopNodeManager

コマンド・カテゴリ: ノード・マネージャ・コマンド

WLSTの使用状況:オンラインまたはオフライン



説明

ノード・マネージャ・プロセスを停止します。




	
注意:

ノード・マネージャ・プロセスを停止するには、startNodeManagerを使用してノード・マネージャを起動するか、ノード・マネージャをプロパティQuitEnabled=trueを使用して起動する必要があります。$WLS_HOME/common/nodemanager.propertiesでこのプロパティを構成できます。これにより、ノード・マネージャに接続して停止できます。









stopNodeManagerコマンドを呼び出すときに、ノード・マネージャを実行していない場合は、次のメッセージが表示されます。


Cannot stop the Node Manager unless you are connected to it.






構文


stopNodeManager()






例

次の例では、base_domainドメインのノード・マネージャ・プロセスを停止します。


wls:/nm/base_domain> stopNodeManager()
Stopped Node Manager Process successfully
wls:/offline>










ツリー・コマンド

表3-12に示すWLSTツリー・コマンドを使用して、MBean階層内を移動します。


表3-12 WLST構成のツリー・コマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
custom


	
サーバーに登録されているカスタムMBeanのルートに移動します。

	
オンライン


	
domainConfig


	
ドメインの構成階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainMBeanに移動します。

	
オンライン


	
domainCustom


	
ドメイン実行時MBeanサーバーに登録されているカスタムMBeansのルートに移動します。

	
オンライン


	
domainRuntime


	
ドメインの実行時階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainRuntimeMBeanに移動します。

	
オンライン


	
edit


	
編集構成MBean階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainMBeanに移動します。

	
オンライン


	
jndi


	
WLSTが現在接続しているサーバーのJNDIツリーに移動します。

	
オンライン


	
serverConfig


	
構成MBean階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainMBeanに移動します。

	
オンライン


	
serverRuntime


	
実行時MBean階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるServerRuntimeMBeanに移動します。

	
オンライン










custom

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

実行時MBeanサーバーに登録されているカスタムMBeansのルートに移動します。WLSTはドメインMBeanと同じようにカスタムMBeanへの移動、照会、編集を行いますが、カスタムMBeanではスタブを利用できないためcmo変数は使用できません。




	
注意:

customツリーに移動する場合、WLSTは互換性MBeanサーバー、実行時MBeanサーバー、あるいはJVMプラットフォームMBeanサーバーにあるすべてのMBeanに問い合わせて、カスタムMBeanを検索します。現在のWebLogicドメインにあるMBeanの数によっては、このプロセスに数分かかり、WLSTがすぐにプロンプトを返さない場合があります。









customコマンドは、WLSTが管理サーバー・インスタンスまたは管理対象サーバー・インスタンスに接続しているときに使用できます。WebLogic IntegrationまたはWebLogic Portalサーバーに接続している場合、WLSTはすべてのWebLogic IntegrationまたはWebLogic PortalサーバーMBeanと対話できます。

カスタムMBeanの詳細は、『Oracle WebLogic Server JMXによるカスタム管理ユーティリティの開発』を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。




	
注意:

domainCustom()コマンドを使用して、ドメイン実行時MBeanサーバー上のカスタムMBeanに移動することもできます。詳細は、「domainCustom」を参照してください。














構文


custom()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、構成MBean階層からカスタムMBean階層に移動します。


wls:/mydomain/serverConfig> custom() 
Location changed to custom tree. This is a writeable tree with No root. For more help, use help('custom')
wls:/mydomain/custom> 








domainConfig

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ドメインの構成階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainMBeanに移動します。この読込み専用の階層には、現在のWebLogicドメインを表す構成MBeanが格納されています。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


domainConfig()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、構成MBean階層からWebLogicドメインの構成階層に移動します。


wls:/mydomain/serverConfig> domainConfig() 
Location changed to domainConfig tree. This is a read-only tree with DomainMBean as the root.
For more help, use help('domainConfig')
wls:/mydomain/domainConfig> ls() 
dr--   AppDeployments
dr--   BridgeDestinations
dr--   Clusters
dr--   CustomResources
dr--   DeploymentConfiguration
dr--   Deployments
dr--   EmbeddedLDAP
dr--   ErrorHandlings
dr--   FileStores
dr--   InternalAppDeployments
dr--   InternalLibraries
dr--   JDBCDataSourceFactories
dr--   JDBCStores
dr--   JDBCSystemResources
dr--   JMSBridgeDestinations
dr--   JMSInteropModules
dr--   JMSServers
dr--   JMSSystemResources
...
wls:/mydomain/domainConfig>








domainCustom

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ドメイン実行時MBeanサーバーに登録されているカスタムMBeansのドメイン・カスタム・ツリーに移動します。WLSTはドメインMBeanと同じようにドメイン・カスタムMBeanへの移動、照会、編集を行いますが、ドメイン・カスタムMBeanではスタブを利用できないためcmo変数は使用できません。




	
注意:

domainCustomツリーに移動する場合、WLSTはドメイン実行時MBeanサーバー、各サーバーの実行時MBeanサーバー、およびJVMプラットフォームMBeanサーバーにあるすべてのMBeanに問い合わせて、カスタムMBeanを検索します。現在のWebLogicドメインにあるMBeanの数によっては、このプロセスに数分かかり、WLSTがすぐにプロンプトを返さない場合があります。JMX問合せのオブジェクト名パターンを指定して実行される検索量を制限することをお薦めします。









WLSTが管理サーバー・インスタンスに接続されている場合のみ、domainCustomコマンドを使用できます。

ドメイン実行時MBeanサーバーの詳細は、『Oracle WebLogic Server JMXによるカスタム管理ユーティリティの開発』のWebLogic Server MBeansの理解に関する項を参照してください。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


domainCustom(ObjectNamePattern)



	引数	定義
	

ObjectNamePattern

	
sip:*などのJMX問合せパターン。デフォルト値はnullまたは*:*です。












例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、構成MBean階層からドメイン・カスタムMBean階層に移動します。


wls:/mydomain/serverConfig> domainCustom()
Location changed to domain custom tree. This is a writeable tree with No root. For more help, use help('domainCustom').

wls:/mydomain/domainCustom








domainRuntime

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ドメインの実行時階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainRuntimeMBeanに移動します。この読込み専用の階層には、現在のWebLogicドメインを表す実行時MBeanが格納されています。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


domainRuntime()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、構成MBean階層からドメインの実行時階層に移動します。


wls:/mydomain/serverConfig> domainRuntime() 
wls:/mydomain/domainRuntime> ls() 
dr--   AppRuntimeStateRuntime
dr--   DeployerRuntime
dr--   DomainServices
dr--   LogRuntime
dr--   MessageDrivenControlEJBRuntime
dr--   MigratableServiceCoordinatorRuntime
dr--   MigrationDataRuntimes
dr--   SNMPAgentRuntime
dr--   ServerLifeCycleRuntimes
dr--   ServerRuntimes
dr--   ServerServices

-r--   ActivationTime                               Mon Aug 01 11:41:25 EDT 2005
-r--   Clusters                                     null
-r--   MigrationDataRuntimes                        null
-r--   Name                                         sampleMedRecDomain
-rw-   Parent                                       null
-r--   SNMPAgentRuntime                             null
-r--   Type                                         DomainRuntime
-r-x   restartSystemResource                        Void :
       WebLogicMBean(weblogic.management.configuration.SystemResourceMBean)
wls:/mydomain/domainRuntime>








edit

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

編集構成MBean階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainMBeanに移動します。この書込み可能な階層には、現在のWebLogicドメインを表すすべての構成MBeanが格納されています。




	
注意:

構成Beanを編集するには、管理サーバーに接続する必要があります。管理対象サーバーに接続した場合、WLSTの機能は構成Bean階層の参照だけに制限されます。WLSTを使用して管理対象サーバー上のMBeanの値を変更することはできませんが、管理APIを使用すれば可能です。ただし、管理サーバー上の構成MBeanの値のみを変更することをお勧めします。管理対象サーバー上のMBeanの値を変更すると、ドメイン構成に矛盾が生じる可能性があります。

構成Beanの編集の詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWLSTオンラインを使用した既存ドメインの更新に関する項を参照してください。









エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


edit()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、サーバー構成MBean階層から、ドメイン構成MBean階層の編集可能なコピーに移動する方法を示しています。


wls:/myserver/serverConfig> edit() 
Location changed to edit tree. This is a writeable tree with DomainMBean as the root.
For more help, use help('edit')
wls:/myserver/edit !> ls() 
dr--   AppDeployments
dr--   BridgeDestinations
dr--   Clusters
dr--   DeploymentConfiguration
dr--   Deployments
dr--   EmbeddedLDAP
...
wls:/myserver/edit !> 








jndi

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WLSTが現在接続しているサーバーのJNDIツリーに移動します。この読込み専用のツリーには、現在JNDIにバインドされているすべての要素が保持されています。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionを返します。






構文


jndi()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、実行時MBean階層からドメインのJNDIツリーに移動します。


wls:/myserver/runtime> jndi()
Location changed to jndi tree. This is a read-only tree with No root. For more help, use help('jndi')
wls:/myserver/jndi> ls()
dr--   ejb
dr--   javax
dr--   jms
dr--   weblogic
...








serverConfig

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

構成MBean階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるDomainMBeanに移動します。

この読込み専用の階層には、WLSTが現在接続しているサーバーを表す構成MBeanが格納されています。MBean属性値には、サーバーの起動時にユーザーが指定したコマンド・ラインのオーバーライドが含まれています。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。

詳細は、『Oracle WebLogic Scripting Tool』のMBean階層間の移動に関する項を参照してください。






構文


serverConfig()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、ドメインの実行時MBean階層から構成階層に移動します。


wls:/mydomain/domainRuntime> serverConfig() 
wls:/mydomain/serverConfig>








serverRuntime

コマンド・カテゴリ: ツリー・コマンド

WLSTの使用状況:オンライン



説明

実行時MBean階層内で最後に移動したMBean、または階層のルートであるServerRuntimeMBeanに移動します。この読込み専用の階層には、WLSTが現在接続しているサーバーを表す実行時MBeanが格納されています。

エラーが発生した場合は、WLSTExceptionが返されます。






構文


serverRuntime()






例

次の例では、管理サーバー・インスタンス上で、構成MBean階層から実行時MBean階層に移動します。


wls:/mydomain/serverConfig> serverRuntime() 
Location changed to serverRuntime tree. This is a read-only tree with ServerRuntimeMBean as the root.
For more help, use help('serverRuntime')
wls:/mydomain/serverRuntime> 










WLST変数リファレンス

表3-13では、WLSTの変数とその一般的な使用方法について説明します。すべての変数はユーザー・セッションの開始時にデフォルト値に初期化されて、ユーザーとWLSTの対話に従って変更されます。


表3-13 WLST変数

	変数	説明	例
	

cmgr

	
cmgr変数には、ConfigurationManagerMBeanが設定されます。この変数を使用すると、ConfigurationManagerMBean属性の現在の値を取得できます。

	

wls:/mydomain/edit> cmgr.getCurrentEditor()
'weblogic'


	

cmo

	
現在の管理オブジェクト。cmo変数には、WLSTを使用して移動したBeanインスタンスが設定されます。この変数を使用すると、現在のBeanインスタンスのget、set、またはinvokeメソッドを実行できます。

WLSTでは、この変数が現在のWLSTパスに設定されます。たとえば、serverConfig階層に変更すると、cmoはDomainMBeanに設定されます。serverRuntime階層に変更すると、cmoはServerRuntimeMBeanに設定されます。

この変数は、カスタムおよびjndi以外のすべてのWLST階層で利用できます。

	

wls:/mydomain/edit> cmo.setAdministrationPort(9092) 


	

connected

	
WLSTが実行中のサーバーに接続しているかどうかを示すブール値。WLSTは、実行中のサーバーに接続する場合、この変数をtrueに設定します。それ以外の場合はfalseに設定します。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print connected 
false


	

domainName

	
WLSTが接続しているWebLogicドメインの名前。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print domainName
mydomain


	

domainRuntimeService

	
DomainRuntimeServiceMBean MBean.この変数は、WLSTが管理サーバーに接続している場合にのみ使用できます。

	

wls:/mydomain/serverConfig> domainService.getServerName() 
'myserver'


	

editService

	
EditServiceMBean MBean.この変数は、WLSTが管理サーバーに接続している場合にのみ使用できます。

	

wls:/mydomain/edit> dc = editService.getDomainConfiguration() 


	

exitonerror

	
例外が発生した場合にWLSTがスクリプトの実行を終了するかどうかを指定するブール値。この変数のデフォルトはtrueで、WLSTでエラーが発生するとスクリプトの実行は終了します。この変数は、WLSTを対話モードで実行する場合には適用できません。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print exitonerror 
true


	

home

	
ローカルMBeanHomeを表します。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print home 
weblogic.rmi.internal.BasicRemoteRef - hostID: '-hostID:[7001,7001,-1,-1,-1,-1,-1]:mydomain:AdminServer', oid: '260', channel: 'null'


	

isAdminServer

	
WLSTがWebLogic管理サーバー・インスタンスに接続しているかどうかを示すブール値。WLSTは、WebLogic管理サーバーに接続している場合、この変数をtrueに設定します。それ以外の場合はfalseに設定します。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print isAdminServer
true


	

mbs

	
階層内の現在の場所に相当するMBeanServerConnectionオブジェクト。

	

wls:/mydomain/serverConfig> mbs.isRegistered(ObjectName('mydomain:
Name=mydomain,Type=Domain'))


	

recording

	
WLSTがコマンドを記録しているかどうかを示すブール値。startRecordingコマンドが入力されると、WLSTはこの変数をtrueに設定します。それ以外の場合は、この変数をfalseに設定します。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print recording
true


	

runtimeService

	
RuntimeServiceMBean MBean.

	

wls:/mydomain/serverConfig> sr=runtimeService.getServerRuntime() 


	

serverName

	
WLSTが接続しているサーバーの名前。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print serverName
myserver


	

typeService

	
TypeServiceMBean MBean.

	

wls:/mydomain/serverConfig> mi=typeService.getMBeanInfo('weblogic.
management.configuration.ServerMBean')


	

username

	
現在WLSTに接続しているユーザーの名前。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print username 
weblogic


	

version

	
WLSTが接続している実行中のサーバーの現在のバージョン。

	

wls:/mydomain/serverConfig> print version 
WebLogic Server 9.0 Thu Aug 31 12:15:50 PST 2005 778899















10 WebCenter PortalカスタムWLSTコマンド


この章では、Oracle WebCenter PortalのWebLogic Scripting Tool(WLST)コマンドについて説明します。これらのコマンドを使用すると、コマンド・ラインからWebCenter Portalアプリケーションおよびコンポーネントを構成できます。WebCenter Portalの構成の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』を参照してください。




	
注意:

これらのコマンドを使用するには、コンポーネントがインストールされているOracleホームからWLSTを呼び出す必要があります。『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』の「カスタムWLSTコマンドの使用」を参照してください。

WebCenter PortalのWLSTコマンドを使用して行った構成変更の大部分は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを起動した後のみ有効になります。例外は、外部アプリケーション、ポートレット・プロデューサおよびWebCenter Portalのインポートとエクスポートに対するWLSTコマンドのみです。









次の項では、WebCenter PortalのWLSTコマンドについて説明します。

	
WebCenter PortalのWLSTコマンド・カテゴリ


	
一般


	
分析


	
アクティビティ・グラフ


	
アクティビティ・ストリーム


	
コンテンツ・リポジトリ


	
ディスカッションおよび告知


	
外部アプリケーション


	
インスタント・メッセージおよびプレゼンス


	
メール


	
通知


	
個人イベント


	
パーソナライズ


	
ポートレット・プロデューサ


	
プロキシ・サーバー


	
検索 - Oracle SES検索


	
検索 - Oracle SES検索クローラ


	
検索 - WebCenter Portal検索


	
ワークリスト


	
スペース・アプリケーション


	
WebCenter Portalアイデンティティ・ストア


	
WebCenter Portalのインポートとエクスポート


	
WebCenter Portalアップグレード






WebCenter PortalのWLSTコマンド・カテゴリ

WebCenter PortalのWLSTコマンドは、次のカテゴリにグループ化されています(表10-1)。

WebCenter PortalのWLSTコマンドを使用して行った構成変更の大部分は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを起動した後のみ有効になります。例外は、外部アプリケーション、ポートレット・プロデューサ、およびWebCenter PortalのインポートとエクスポートのWLSTコマンドのみです。


表10-1 WLSTコマンド・カテゴリ

	コマンド・カテゴリ	説明
	
一般


	
WebCenter Portalの接続を管理します。


	
分析


	
分析コレクタの接続を管理し、分析コレクタを構成します(WC_Utilities上)。


	
アクティビティ・グラフ


	
アクティビティ・グラフ・メタデータおよびプロバイダ構成を管理します(WC_Utilities上)。


	
アクティビティ・ストリーム


	
WebCenter Portalアプリケーションに対して生成されたアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブおよびリストアします。


	
コンテンツ・リポジトリ


	
コンテンツ・リポジトリの接続を管理し、ドキュメントのサービスを設定します。


	
ディスカッションおよび告知


	
ディスカッション・サーバーの接続を管理し、ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスを構成します。


	
外部アプリケーション


	
外部アプリケーションの接続を管理します。


	
インスタント・メッセージおよびプレゼンス


	
インスタント・メッセージおよびプレゼンス・サーバーの接続を管理し、インスタント・メッセージおよびプレゼンス・サービスを構成します。


	
メール


	
メール・サーバーの接続を管理し、メール・サービスを構成します。


	
通知


	
通知サービスの設定を管理します。


	
個人イベント


	
個人イベント・サーバーの接続を管理します。


	
パーソナライズ


	
パーソナライズ・サーバーの接続を管理します。


	
ポートレット・プロデューサ


	
ポートレット・プロデューサを管理します。


	
プロキシ・サーバー


	
RSSサービスのプロキシ設定を管理します。


	
検索 - Oracle SES検索


	
Oracle Secure Enterprise Search (SES)の接続およびその他の検索関連プロパティを管理します。


	
検索 - Oracle SES検索クローラ


	
Oracle Secure Enterprise Search (SES)クローラを管理します。


	
検索 - WebCenter Portal検索


	
スペース・アプリケーションの検索クローラを管理します。


	
ワークリスト


	
BPELサーバーの接続を管理します。


	
スペース・アプリケーション


	
スペース・ワークフロー設定およびスペースのメタデータを管理します。


	
WebCenter Portalアイデンティティ・ストア


	
WebCenter Portalアプリケーションのアイデンティティ・ストアを検索するためのオプションを構成します。


	
WebCenter Portalのインポートとエクスポート


	
スペース・アプリケーション、個々のスペースおよびスペース・テンプレートだけでなく、プロデューサ・メタデータもエクスポートおよびインポートします。












一般

表10-2に示す一般コマンドを使用して、WebCenter Portalの接続を管理します。

これらのWebCenter Portal WLSTコマンドを使用して行った構成変更は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを再起動した後のみ有効になります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』を参照してください。


表10-2一般WLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
deleteConnection

	
任意のWebCenter Portal接続を削除します。

	
オンライン


	
setWebCenterServiceFrameworkConfig

	
WebCenter Portalサービス・フレームワーク構成プロパティを設定します。

	
オンライン


	
getWebCenterServiceFrameworkConfig

	
WebCenter Portalフレームワーク構成プロパティを返します。

	
オンライン


	
webcenterErrorOccurred

	
最後に実行したWebCenter Portalコマンドのステータス情報を返します。

	
オンライン


	
getWebCenterConnectionTypes

	
WebCenter Portalの接続タイプをすべて一覧表示します。

	
オンライン


	
cloneWebCenterManagedServer

	
WebCenter Portal管理対象サーバーをクローニングします。

	
オンライン










deleteConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたWebCenter Portal接続を削除します。

deleteConnectionを使用してWSRPまたはPDK-Javaプロデューサ接続(deregisterWSRPProducerまたはderegisterPDKJavaProducerではなく)を削除すると、削除する必要がある場合がある、未使用のセカンダリ接続がそのまま残ります。たとえば、WSRPプロデューサの接続を削除すると、それに関連付けられるWebサービス接続がそのまま残り、PDK-Javaプロデューサの接続を削除すると、それに関連付けられるURL接続がそのまま残ります。

deleteConnectionを使用して、パーソナライズ・サービスのためのWebCenter Portal接続を削除することはできません。かわりにdeleteWCPSCMISConnection、deleteWCPSActivityGraphConnection、deleteWCPSPeopleConnectionまたはdeleteWCPSCustomConnectionを使用します。






構文


deleteConnection(appName, name, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
接続の名前を示します。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、WebCenter Portal接続を削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteConnection(appName='webcenter', name='MyConnection')








setWebCenterServiceFrameworkConfig

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebCenter Portalサービス・フレームワーク構成プロパティ(リソース・アクション・ハンドラ・クラスやポップアップ表示プロパティなど)を設定します。






構文


setWebCenterServiceFrameworkConfig(appName, [resourceActionHandlerClassName],
[resourceActionHandlerDisplayInPopup], [server], [applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。スペース・アプリケーションの場合、名前は常にwebcenterです。


	

resourceActionHandlerClassName

	
オプション。サービス・フレームワーク・リソース・アクション・ハンドラによって使用されるクラス。


	
resourceActionHandlerDisplayInPopup

	
オプション。リソース・アクション・ハンドラがリソースをポップアップとインラインのどちらで表示するのかを示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、WebCenter Portalサービス・フレームワーク・リソース・アクション・ハンドラ・クラスをmy.company.ResourceActionHandlerに設定します。


wls:/wc_domain/domainRuntime> setWebCenterServiceFrameworkConfig(appName='webcenter',
    resourceActionHandlerClassName='my.company.ResourceActionHandler')
Successfully set the WebCenter Portal service framework configuration.
Resource Action Handler class: my.company.ResourceActionHandler
To effect connection changes, you must restart the managed server on which the 
WebCenter Portal application is deployed.
   


次の例では、WebCenter Portalサービス・フレームワーク・リソース・アクション・ハンドラのポップアップ表示値を1 (true)に設定します(他のオプションの引数は設定しません)。


wls:/wc_domain/domainRuntime>
setWebCenterServiceFrameworkConfig(appName='webcenter', resourceActionHandlerDisplayInPopup=1)
Successfully set the WebCenter Portal service framework configuration.
Resource Action Handler Display In Popup: true
To effect connection changes, you must restart the managed server on which the WebCenter Portal application is deployed.








getWebCenterServiceFrameworkConfig

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebCenter Portalサービス・フレームワーク構成プロパティの設定を次のように返します。

	
resourceActionHandlerClassName: WebCenter Portalサービス・フレームワーク・リソース・アクション・ハンドラによって現在使用されているクラス


	
resourceActionHandlerDisplayInPopup: リソース・アクション・ハンドラがリソースをポップアップとインラインのどちらで表示するのかを示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。









構文


getWebCenterServiceFrameworkConfig(appName, [server], [applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。スペース・アプリケーションの場合、名前は常にwebcenterです。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、指定されたアプリケーションに対して、サービス・フレームワーク・リソース・アクション・ハンドラ・クラスおよびポップアップ表示プロパティを返します。


   wls:/weblogic/serverConfig>getWebCenterServiceFrameworkConfig(appName='webcenter')
Resource Action Handler Class: my.company.ResourceActionHandler
Resource Action Handler Display In Popup: true








webcenterErrorOccurred

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

最後に実行されたWebCenter Portalコマンドのステータスを返します。

webcenterErrorOccurredコマンドを使用して、最後に実行されたWebCenter Portalコマンドのステータスを判別します。エラーが発生した場合、このコマンドは1を返し、それ以外の場合は0を返します。






構文


webcenterErrorOccurred ()






例

次の例では、エラーが発生した場合は1を返します。


wls:/mydomain/serverConfig> webcenterErrorOccurred()








getWebCenterConnectionTypes

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebCenter Portalの接続タイプをすべて一覧表示します。






構文


getWebCenterConnectionTypes (appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。スペース・アプリケーションの場合、名前は常にwebcenterです。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、webcenterという名前のアプリケーションのWebCenter Portal接続タイプを返します。


wls:/mydomain/serverConfig> getWebCenterConnectionTypes(appName='webcenter')








cloneWebCenterManagedServer

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたベース管理対象サーバーと同じリソースを使用して、新しい管理対象サーバーを作成します。






構文


cloneWebCenterManagedServer(baseManagedServer, newManagedServer, newManagedServerPort, [verbose])



	引数	定義
	

baseManagedServer

	
ベース管理対象サーバーの名前。


	

newManagedServer

	
新しいクローニングされた管理対象サーバーの名前。


	

newManagedServerPort

	
新しい管理対象サーバーのポート番号。


	
verbose

	
オプション。管理対象サーバーを冗長モードで作成します。有効な値は1および0です。

1に設定すると、作成プロセス中に、診断に役立つ追加の進捗情報が表示されます。

デフォルトは0です。












例

次の例では、WC_CustomPortal管理対象サーバーのクローンを作成します。新しい管理対象サーバーの名前は、WC_CustomPortal2になります。


wls:/weblogic/serverConfig> cloneWebCenterManagedServer(baseManagedServer='WC_CustomPortal', newManagedServer='WC_CustomPortal2', newManagedServerPort=1234)










分析


分析コレクタ接続

表10-3に示すコマンドを使用して、WebCenter Portalアプリケーション用の分析コレクタ接続を管理します。OpenUsage APIを使用してWebCenter Portalアプリケーションで発生したイベントは、分析サービスおよびアクティビティ・グラフ・サービスで使用するために分析コレクタに送信できます。

これらのWebCenter Portal WLSTコマンドを使用して行った接続構成変更は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを再起動した後のみ有効になります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』を参照してください。


表10-3 分析コレクタ接続WLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
createAnalyticsCollectorConnection


	
WebCenter Portalアプリケーション用の分析コレクタへの接続を作成します。

	
オンライン


	
setAnalyticsCollectorConnection


	
既存の分析コレクタ接続を編集します。

	
オンライン


	
listAnalyticsCollectorConnections


	
WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されている分析コレクタのすべての接続を一覧表示します。

	
オンライン


	
setDefaultAnalyticsCollectorConnection


	
WebCenter Portalアプリケーション用のデフォルト(またはアクティブ)分析コレクタ接続を指定します。

	
オンライン


	
listDefaultAnalyticsCollectorConnection


	
WebCenter Portalアプリケーションによって使用されている分析コレクタの接続詳細を返します。

	
オンライン









分析コレクタとクラスタ構成

表10-4に示すコマンドを使用して、WC_Utilities管理対象サーバーにデプロイされている分析コレクタのイベント収集プロパティを構成します。

分析コレクタを再構成するか、クラスタ化を設定する場合、分析コレクタがデプロイされている管理対象サーバー(WC_Utilities)を再起動する必要があります。


表10-4 分析コレクタ構成WLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
setAnalyticsCollectorConfig


	
分析コレクタのオプションおよびクラスタのオプション(クラスタ化環境を稼働している場合)を設定します。

	
オンライン


	
listAnalyticsCollectorConfig


	
分析コレクタの設定を返します。

	
オンライン


	
listAnalyticsEventTypes


	
分析コレクタに現在登録されているイベントを一覧表示します。

	
オンライン










createAnalyticsCollectorConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたWebCenter Portalアプリケーション用の分析コレクタへの接続を作成します。

OpenUsage APIを使用してWebCenter Portalアプリケーションで発生したイベントは、分析サービスおよびアクティビティ・グラフ・サービスで使用するために分析コレクタに送信できます。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数の分析コレクタ接続を登録できますが、使用される分析コレクタ接続は1つのみであり、default=1の場合、デフォルト(またはアクティブな)接続が使用されます。






構文


createAnalyticsCollectorConnection(appName, connectionName, [isUnicast, collectorhost, clusterName, collectorPort, isEnabled, timeout, default, server,
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。スペース・アプリケーションの場合、名前は常にwebcenterです。


	

connectionName

	
接続の名前を示します。名前は、WebCenter Portalアプリケーション内ですべての接続タイプにわたって一意である必要があります。


	

isUnicast

	
オプション。クラスタ化された分析コレクタにイベントをマルチキャスト・モードで送信するか、ユニキャスト通信を使用する単一の分析コレクタが必要かを指定します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。デフォルト値は1 (ユニキャスト)です。


	

collectorHost

	
オプション。分析コレクタを実行しているホスト名。デフォルト値はlocalhost。

ユニキャスト通信である場合、つまりisUnicast='1'である場合にのみ必要です。


	

clusterName

	
オプション。クラスタ化分析コレクタを実行しているクラスタの名前。

マルチキャスト通信である場合、つまりisUnicast=0である場合にのみ必要です。


	

collectorPort

	
オプション。分析コレクタがイベントをリスニングするポート。デフォルト値は31314です。


	

isEnabled

	
オプション。OpenUsage APIを使用して発生した分析イベントを分析コレクタに送信するかどうかを指定します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。デフォルト値は0です。

isEnabled=1およびdefault=1である場合、分析イベントは分析コレクタに送信されます。


	

timeout

	
オプション。分析コレクタからの応答を待つ時間の長さ(秒単位)。デフォルト値は30です。

マルチキャスト通信である場合、つまりisUnicast=0である場合にのみ必要です。


	

default

	
オプション。この接続が、WebCenter Portalアプリケーション用のデフォルト(またはアクティブ)分析コレクタ接続であるかどうかを示します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、WebCenter Portalアプリケーションはこの接続上でイベントを送信します。0に設定すると、その接続は使用されません。この引数のデフォルトは0です。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数の分析コレクタ接続を登録できますが、分析およびアクティビティ・グラフ・サービスによって使用される接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブな)接続が使用されます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、webcenterという名前のWebCenter Portalアプリケーション用にMyAnalyticsCollectorという名前の接続を作成します。イベントは、ユニキャスト通信を使用する単一の分析コレクタに送信されます。


wls:/weblogic/serverConfig>createAnalyticsCollectorConnection(appName='webcenter', connectionName='MyAnalyticsCollector', isUnicast=1, 
collectorHost='myhost.com', collectorPort=31314, isEnabled=1, timeout=30, default=1)


次の例では、webcenterという名前のWebCenter Portalアプリケーション用にMyAnalyticsCollectorという名前の接続を作成します。イベントは、マルチキャスト・モードでクラスタ化分析コレクタに送信されます。


wls:/weblogic/serverConfig>createAnalyticsCollectorConnection(appName='webcenter', 
connectionName='MyAnalyticsCollector', isUnicast=0, clusterName='collector-cluster', 
ccollectorPort=31314, isEnabled=1, timeout=30, default=1)








setAnalyticsCollectorConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたWebCenter Portalアプリケーション用の既存の分析コレクタ接続を編集します。

OpenUsage APIを使用してWebCenter Portalアプリケーションで発生したイベントは、分析サービスおよびアクティビティ・グラフ・サービスで使用するために分析コレクタに送信できます。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数の分析コレクタ接続を登録できますが、使用される分析コレクタ接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブな)接続が使用されます。






構文


setAnalyticsCollectorConnection(appName, connectionName, [isUnicast, collectorHost, clusterName, collectorPort, isEnabled, timeout, default, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。スペース・アプリケーションの場合、名前は常にwebcenterです。


	

connectionName

	
接続の名前を示します。名前は(WebCenter Portalアプリケーション内ですべての接続タイプにわたって)一意である必要があります。


	

isUnicast

	
オプション。クラスタ化された分析コレクタにイベントをマルチキャスト・モードで送信するか、ユニキャスト通信を使用する単一の分析コレクタが必要かを指定します。


	

collectorHost

	
オプション。分析コレクタを実行しているホスト名。デフォルト値はlocalhost。

ユニキャスト通信である場合、つまりisUnicast=1である場合にのみ必要です。


	

clusterName

	
オプション。クラスタ化分析コレクタを実行しているクラスタの名前。

マルチキャスト通信である場合、つまりisUnicast=0である場合にのみ必要です。


	

collectorPort

	
オプション。分析コレクタがイベントをリスニングするポート。デフォルト値は31314です。


	

isEnabled

	
オプション。OpenUsage APIを使用して発生した分析イベントを分析コレクタに送信するかどうかを指定します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。デフォルト値はfalseです。

isEnabled=1およびdefault=1である場合、分析イベントは分析コレクタに送信されます。


	

timeout

	
オプション。分析コレクタからの応答を待つ時間の長さ(秒単位)。デフォルト値は30です。

マルチキャスト通信である場合、つまりisUnicast=0である場合にのみ必要です。


	

default

	
オプション。この接続が、WebCenter Portalアプリケーション用のデフォルト(またはアクティブ)分析コレクタ接続であるかどうかを示します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、WebCenter Portalアプリケーションはこの接続上でイベントを送信します。0に設定すると、その接続は使用されません。この引数のデフォルトは0です。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数の分析コレクタ接続を登録できますが、分析およびアクティビティ・グラフ・サービスによって使用される接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブな)接続が使用されます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、MyAnalyticsCollectorという名前の既存の分析コレクタ接続のホストおよびポートの詳細を更新します。この接続では、イベントは、ユニキャスト・モードで単一の分析コレクタに送信されます。


wls:/weblogic/serverConfig>setAnalyticsCollectorConnection(appName='webcenter', connectionName='MyAnalyticsCollector', collectorHost='myhost.com', collectorPort=31314)


次の例では、MyAnalyticsCollectorという名前の既存の分析コレクタ接続のクラスタ、ポートおよびタイムアウトの詳細を更新します。この接続では、イベントは、マルチキャスト・モードでクラスタ化分析コレクタに送信されます。


wls:/weblogic/serverConfig>setAnalyticsCollectorConnection(appName='webcenter', 
connectionName='MyAnalyticsCollector', clusterName='collector-cluster', collectorPort=31314, timeout=60)








listAnalyticsCollectorConnections

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたWebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべての分析コレクタ接続の接続名および詳細を一覧表示します。






構文


listAnalyticsCollectorConnections(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、現在、webcenterという名前のアプリケーションに対して構成されているすべての分析コレクタ接続の接続名と詳細を一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig>listAnalyticsCollectorConnections(appName='webcenter')









setDefaultAnalyticsCollectorConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたWebCenter Portalアプリケーション用のデフォルト分析コレクタ接続を指定します。

デフォルト分析コレクタ接続は、OpenUsage APIを使用してWebCenter Portalアプリケーションで発生したイベントを分析サービスおよびアクティビティ・グラフ・サービスで使用するために分析コレクタに送信するのに使用されます。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数の分析コレクタ接続を登録できますが、使用される分析コレクタ接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブな)接続が使用されます。






構文


setDefaultAnalyticsCollectorConnection(appName, name, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存の分析コレクタ接続の名前。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、webcenterという名前のアプリケーションで発生したイベント用にMyAnalyticsCollectorという接続を構成します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDefaultAnalyticsCollectorConnection
(appName='webcenter', name='myAnalyticsCollector')








listDefaultAnalyticsCollectorConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebCenter Portalアプリケーションに対して現在構成されている分析コレクタ接続に関する詳細を返します。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数の分析コレクタ接続を登録できますが、使用される分析コレクタ接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブな)接続が使用されます。






構文


listDefaultAnalyticsCollectorConnection(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、webcenterという名前のWebCenter Portalアプリケーションに対して現在構成されている分析コレクタ接続に関する詳細を返します。


wls:/weblogic/serverConfig>listDefaultAnalyticsCollectorConnection(appName='webcenter')








setAnalyticsCollectorConfig

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WC_Utilities管理対象サーバーにデプロイされている分析コレクタを構成します。さらに、クラスタ化環境では、このコマンドを使用してクラスタ設定を設定します。






構文


setAnalyticsCollectorConfig(appName, [collectorHost, defaultPort, maxPort, broadcastType, clusterEnabled, clusterName, clusterBroadcastFrequency, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
分析コレクタ・アプリケーションの名前。


	

collectorHost

	
オプション。分析コレクタが実行されているホストの名前。デフォルト値はlocalhost。


	

defaultPort

	
オプション。分析コレクタがリスニングするデフォルト・ポート番号。デフォルト値は31314です。


	

maxPort

	
オプション。リスナーを割り当てるときに分析コレクタが使用できる最も大きいポート番号。

このプロパティは、多くの場合、複数のコレクタが同じボックス内で実行されているクラスタ化環境で使用されます。各コレクタは、指定されているポート範囲内の空きポートで受信UDPメッセージをリスニングします。範囲は、デフォルト・ポート番号からmaxPort番号までです。


	

broadcastType

	
オプション。分析コレクタがハートビートをブロードキャストして自分の場所をイベント・プロデューサに通知する際のネットワーク・チャネルを示します。有効な値は、BroadcastおよびMulticastです。

	
Broadcast: 標準ネットワーク・ブロードキャスト・チャネルを使用します。


	
Multicast: 特別な固定マルチキャスト・アドレスを使用します。





	

clusterEnabled

	
オプション。分析コレクタがクラスタ内にデプロイされているかどうかを示します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。

1に設定されている場合、clusterNameも定義する必要があります。


	

clusterName

	
オプション。分析コレクタ・クラスタの名前。

clusterEnabled=1の場合にのみ必要です。


	

clusterBroadcastFrequency

	
オプション。'n'秒ごとに分析コレクタ・リスニング情報をブロードキャストします。デフォルトの間隔は10秒です。

分析コレクタは、定期的にハートビートをブロードキャストして自分の場所(hostName)を通知します。クラスタ化環境では、WebCenter Portalアプリケーションは、ハートビートを使用して、どの分析コレクタが使用可能であるのか判別します。


	

server

	
オプション。分析コレクタがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、デフォルト・ポートを31315に変更します。


wls:/weblogic/serverConfig>setAnalyticsCollectorConnection(appName='analytics-collector', defaultPort=31315)








listAnalyticsCollectorConfig

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

分析コレクタの設定を返します。






構文


listAnalyticsCollectorConfig(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
分析コレクタ・アプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。分析コレクタがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次のコマンドは、webcenterという名前のアプリケーションに対して構成されている分析コレクタの現在の設定を一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig>listAnalyticsCollectorConfig(appName='analytics-collector')



次のものは、クラスタ化環境における分析コレクタのサンプル出力です。


CollectorHost = localhost
CollectorDefaultPort = 31314
CollectorMaximumPort = 31318
BroadcastType = Multicast
ClusterEnabled = 1
ClusterName = myCluster
ClusterBroadcastFrequency = 55


次のものは、スタンドアロン分析コレクタの場合のサンプル出力です。


CollectorHost = localhost
CollectorDefaultPort = 31314
CollectorMaximumPort = 31314
BroadcastType = Multicast
ClusterEnabled = 
ClusterName = 
ClusterBroadcastFrequency = 55








listAnalyticsEventTypes

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

分析コレクタに現在登録されているすべてのイベントを一覧表示します。






構文


listAnalyticsEventTypes(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
分析コレクタ・アプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。分析コレクタがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次のコマンドは、webcenterという名前のWebCenter Portalアプリケーションで使用するために、分析コレクタに現在登録されているイベントをすべて一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig>listAnalyticsEventTypes(appName='webcenter')


サンプル出力:


{HTTP://WWW.ORACLE.COM/ANALYTICS/WC}DISCUSSION_ANNOUNCEMENTEDIT
{HTTP://WWW.ORACLE.COM/ANALYTICS/WC}DISCUSSION_TOPICDELETE
{HTTP://WWW.ORACLE.COM/ANALYTICS/WC}PAGEEDIT
{HTTP://WWW.ORACLE.COM/ANALYTICS/WC}DOCLIB_DOCUMENTCREATE
{HTTP://WWW.ORACLE.COM/ANALYTICS/WC}LOGINS
...










アクティビティ・グラフ

表10-5に示すコマンドを使用して、アクティビティ・グラフ・システム・プロパティおよびメタデータを管理します。

setAGProperty WLSTコマンドを使用して行った構成変更は、アクティビティ・グラフ・アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバー(WC_Utilities)を再起動した後にのみ有効になります。その他のすべてのコマンドでは、構成変更はただちに有効になります。

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのアクティビティ・グラフ・サービスの管理に関する項も参照してください。


表10-5 アクティビティ・グラフWLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
exportAGMetadata


	
アクティビティ・グラフ・メタデータ定義をXMLファイルにエクスポートします。

	
オンライン


	
importAGMetadata


	
アクティビティ・グラフ・メタデータ定義をXMLファイルからインポートします。

	
オンライン


	
exportAGProviderConfiguration


	
指定したプロバイダのプロバイダ構成を、アクティビティ・グラフ・メタデータ定義ファイルにエクスポートします。

	
オンライン


	
deleteAllAGMetadata


	
WebCenterアプリケーションに対して定義されているアクティビティ・グラフ・メタデータをすべて削除します。

	
オンライン


	
deleteAGAction


	
アクティビティ・グラフに登録されているアクションのメタデータを削除します。

	
オンライン


	
deleteAGNodeClass


	
アクティビティ・グラフに登録されているノード・クラスのメタデータを削除します。

	
オンライン


	
deleteAGSimilarityCalculation


	
アクティビティ・グラフに登録されている類似度計算のメタデータを削除します。

	
オンライン


	
deleteAGRankCalculation


	
アクティビティ・グラフに登録されているランク計算のメタデータを削除します。

	
オンライン


	
deleteAGProviderAssignment


	
アクティビティ・グラフに登録されているプロバイダ割当てのメタデータを削除します。

	
オンライン


	
deleteAGQRPPRegistration


	
アクティビティ・グラフに登録されているQRPPのメタデータを削除します。

	
オンライン


	
deleteAGProviderConfiguration


	
アクティビティ・グラフに登録されているプロバイダ構成のメタデータを削除します。

	
オンライン


	
renameAGAction


	
アクティビティ・グラフに登録されているアクションのURNを変更します。

	
オンライン


	
renameAGNodeClass


	
アクティビティ・グラフに登録されているノード・クラスのURNを変更します。

	
オンライン


	
setAGProperty


	
アクティビティ・グラフのシステム・プロパティを設定します。

	
オンライン


	
getAGProperty


	
指定されているアクティビティ・グラフ・プロパティの現在の設定を返します。

	
オンライン


	
setAGPasswordCredential


	
アクティビティ・グラフ・プロパティの資格証明(ユーザー名およびパスワード)を設定します。

	
オンライン










exportAGMetadata

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフ・メタデータ定義をXMLファイルにエクスポートします。






構文


exportAGMetadata(appName, directoryPath, definitionFileName, 
includeProviderConfigurations,[server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

directoryPath

	
生成されるXMLファイルの宛先ディレクトリ。存在しないディレクトリを指定すると、それが作成されます。


	

definitionFileName

	
生成されるXMLファイルの名前。同じ名前を持つファイルが宛先ディレクトリに存在する場合、それが上書きされます。


	

includeProviderConfigurations

	
エクスポートにプロバイダ構成メタデータが含まれるかどうかを判別します。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。

プロバイダ構成は、他のメタデータとは別に管理する必要があるアクティビティ・グラフ・メタデータのサブセットです。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、指定された場所にあるag-metadata.xmlという名前のXMLファイルに、アクティビティ・グラフ・メタデータ定義をエクスポートします。


wls:/weblogic/serverConfig> exportAGMetadata(appName='activitygraph-engines', 
directoryPath='/scratch/myAGmetadata', definitionFileName='ag-metadata.xml', 
includeProviderConfigurations='1')








importAGMetadata

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフ・メタデータ定義をXMLファイルからインポートします。

インポート時に、新しいアクティビティ・グラフ定義が、ターゲットに作成され、既存の定義が上書きされます。






構文


importAGMetadata(appName, definitionFilePath, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

definitionFilePath

	
メタデータ定義が含まれているXMLファイルの相対パス。たとえば、metadata/import-metadata.xmlです。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、ファイル名import-metadata.xmlからアクティビティ・グラフ・メタデータ定義をインポートします。


wls:/weblogic/serverConfig> importAGMetadata(appName='activitygraph-engines', definitionFilePath='metadata/import-metadata.xml')








exportAGProviderConfiguration

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定したプロバイダのプロバイダ構成を、アクティビティ・グラフ・メタデータ定義ファイルにエクスポートします。






構文


exportAGProviderConfiguration(appName, directoryPath, definitionFileName, urn, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

directoryPath

	
生成されるXMLファイルの宛先ディレクトリ。存在しないディレクトリを指定すると、それが作成されます。


	

definitionFilePath

	
生成されるXMLファイルの名前。同じ名前を持つファイルが宛先ディレクトリに存在する場合、それが上書きされます。例


	

urn

	
エクスポートするアクティビティ・グラフ・プロバイダのURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、指定された場所にある'ag-provider-config.xmlという名前のXMLファイルにアクティビティ・グラフ・プロバイダoracle.webcenter.activitygraph.analyticsの構成情報をエクスポートします。


wls:/weblogic/serverConfig> exportAGProviderConfiguration(appName='activitygraph-engines', 
directoryPath='/scratch/myAGmetadata', 
definitionFileName='ag-provider-config.xml',
urn='oracle.webcenter.activitygraph.analytics')








deleteAllAGMetadata

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

WebCenter Portalアプリケーションに対して定義されているアクティビティ・グラフ・メタデータをすべて削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。

このコマンドを、WLSTコマンドimportAGMetadataと組み合せて使用すると、アクティビティ・グラフ・メタデータを完全に再インストールできます。

注意: 次回アクティビティ・グラフ・エンジンが実行されると、リレーション・ストア、類似度ストアおよびランク・ストア内のすべてのデータが削除されます。






構文


deleteAllAGMetadata(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、すべての既存のアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAllAGMetadata(appName='activitygraph-engines')








deleteAGAction

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているアクションのメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。




	
注意:

次回アクティビティ・グラフ・エンジンが実行されるときに、このアクションに関連付けられている、リレーション・ストア内のすべてのデータが削除されます。














構文


deleteAGAction(appName, urn, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

urn

	
削除するアクティビティ・グラフ・アクションのURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、connectアクションのアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGAction(appName='activitygraph-engines', urn='connect')








deleteAGNodeClass

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているノード・クラスのメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。




	
注意:

次回アクティビティ・グラフ・エンジンが実行されるときに、このノード・クラスに関連付けられている、リレーション・ストア内のすべてのデータが削除されます。














構文


deleteAGNodeClass(appName, urn, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

urn

	
削除するアクティビティ・グラフ・ノード・クラスのURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、ノード・クラスWC.wiki-pageアクションのアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGNodeClass(appName='activitygraph-engines', urn='WC.wiki-page')








deleteAGSimilarityCalculation

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されている類似度計算のメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。






構文


deleteAGSimilarityCalculation(appName, urn, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

urn

	
削除するアクティビティ・グラフ類似度計算のURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、類似度計算item-editのアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGSimilarityCalculation(appName='activitygraph-engines', urn='item-edit')








deleteAGRankCalculation

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているランク計算のメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。






構文


deleteAGRankCalculation(appName, urn, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

urn

	
削除するアクティビティ・グラフ・ランク計算のURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、activity-rank計算のアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGRankCalculation(appName='activitygraph-engines', urn='activity-rank')








deleteAGProviderAssignment

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているプロバイダ割当て、つまり一意の3つの組合せ(action, sourceClass, trgClass)によって定義されたプロバイダ割当てのメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。






構文


deleteAGProviderAssignment(appName, actionURN, srcClasURN, trgClassURN [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

actionURN

	
アクションのURN。


	

srcClassURN

	
ソース・ノード・クラスのURN。


	

trgClassURN

	
ターゲット・ノード・クラスのURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、指定されたプロバイダ割当て用のアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGRProviderAssignment(appName='activitygraph-engines', actionURN='connect', 
srcClassURN='WC.user', trgClassURN='WC.user')








deleteAGQRPPRegistration

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているQRPP(Query Result Post Processor)のメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。






構文


deleteAGQRPPRegistration(appName, urn [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

urn

	
削除するQRPPのURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、Event store metadata QRPPという名前のQRPPのアクティビティ・グラフ・メタデータを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGQRPPRegistration(appName='activitygraph-engines', urn='Event store metadata QRPP')








deleteAGProviderConfiguration

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

プロバイダ構成のメタデータを削除します。削除操作はただちに実行され、元に戻すことはできません。






構文


deleteAGProviderConfiguration(appName, urn [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

urn

	
削除するアクティビティ・グラフ・プロバイダのURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、アクティビティ・グラフ・プロバイダoracle.webcenter.activitygraph.analyticsの構成情報を削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteAGProviderConfiguration(appName='activitygraph-engines', urn='oracle.webcenter.activitygraph.analytics')








renameAGAction

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているアクションのURNを変更します。このアクションに関連付けられている、リレーション・ストア内のすべてのデータが保持されます。




	
注意:

このコマンドでは、アクションが削除されて別の名前を持つアクションが作成されることはなく、元のアクションに関連付けられているデータが削除されます。














構文


renameAGAction(appName, currentURN, newURN,[server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

currentURN

	
現在のアクションURN。


	

newURN

	
新しいアクションURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、connectアクションURNをpeople-connectに変更します。


wls:/weblogic/serverConfig> renameAGAction(appName='activitygraph-engines',  currentURN='connect', newURN='connect')








renameAGNodeClass

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフに現在登録されているノード・クラスのURNを変更します。このノード・クラスに関連付けられている、リレーション・ストア内のすべてのデータが保持されます。




	
注意:

このコマンドでは、ノード・クラスが削除されて別の名前を持つノード・クラスが作成されることはなく、元のノード・クラスと関連付けられているデータが削除されます。














構文


renameAGNodeClass(appName, currentURN, newURN,[server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

currentURN

	
現在のノード・クラスURN。


	

newURN

	
新しいノード・クラスURN。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、WC.userノード・クラスURNをWC.peopleに変更します。


wls:/weblogic/serverConfig> renameAGNodeClass(appName='activitygraph-engines',  currentURN='WC.user', newURN='WC.people')








setAGProperty

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフのシステム・プロパティを設定します。このコマンドは、プロパティのデータ型(文字列、整数、浮動小数、ブール)に基づいて値を設定します。

アクティビティ・グラフ・システム・プロパティには次の設定が含まれています。

	
Oracle Secure Enterprise Search (SES)管理API Webサービス接続(oracle.webcenter.activitygraph.providers.datasources.ses.soap.admin.urlおよびoracle.webcenter.activitygraph.providers.datasources.ses.soap.query.url)


	
エンジン構成(oracle.webcenter.activitygraph.rankengine.enabled)




システム・プロパティのリストおよびそれらのデータ型は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのアクティビティ・グラフ・サービスの管理に関する項も参照してください。

setAGProperty WLSTコマンドを使用して行った構成変更は、アクティビティ・グラフ・アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバー(WC_Utilities)を再起動した後にのみ有効になります。






構文


setAGProperty(appName, propertyName, propertyValue, propertyType,[server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

propertyName

	
アクティビティ・グラフ・プロパティの名前。


	

propertyValue

	
アクティビティ・グラフ・プロパティの値。


	

propertyType

	
プロパティのデータ型。有効な値は、String、Int、FloatまたはBooleanです。

値では大/小文字が区別されます。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、ランク・エンジンを有効化します。


wls:/weblogic/serverConfig> setAGProperty(appName='activitygraph-engines', 
propertyName='oracle.webcenter.activitygraph.rankengine.enabled', 
propertyValue='true', propertyType='boolean')








getAGProperty

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたアクティビティ・グラフ・プロパティの現在の設定を返します。

有効なシステム・プロパティのリストは、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのアクティビティ・グラフ・サービスの管理に関する項も参照してください。






構文


getAGProperty(appName, propertyName, propertyType [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

propertyName

	
アクティビティ・グラフ・プロパティの名前。


	

propertyType

	
プロパティのデータ型。有効な値は、String、Int、FloatまたはBooleanです。

値では大/小文字が区別されます。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、システム・プロパティoracle.webcenter.activitygraph.providers.datasources.ses.soap.admin.urlの現在の値を返します。


wls:/weblogic/serverConfig> getAGProperty(appName='activitygraph-engines', 
propertyName='oracle.webcenter.activitygraph.providers.datasources.ses.soap.admin.url', propertyType='String')








setAGPasswordCredential

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・グラフ資格証明プロパティの資格証明(ユーザー名およびパスワード)を設定します。

PasswordCredentialデータ型のプロパティ(たとえば、oracle.webcenter.activitygraph.providers.datasources.ses.soap.admin.credential)のリストは、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのアクティビティ・グラフ・サービスの管理に関する項も参照してください。






構文


setAGPasswordCredentialProperty(appName, propertyName, userName, password,[server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するアクティビティ・グラフ・アプリケーションの名前。常にactivitygraph-enginesです。


	

propertyName

	
資格証明を指定する(PasswordCredentialデータ型の)アクティビティ・グラフ・プロパティの名前。


	

userName

	
資格証明プロパティと関連付けられているユーザー名。


	

password

	
指定されたユーザー名と関連付けられているパスワード。


	

server

	
オプション。アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Utilitiesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。アクティビティ・グラフ・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、Oracle SES管理ツールのユーザー名およびパスワード資格証明を設定します。


wls:/weblogic/serverConfig> setAGProperty(appName='activitygraph-engines', 
propertyName='oracle.webcenter.activitygraph.providers.datasources.ses.soap.admin.credential', 
userName='myname', password='GuessWhat')










アクティビティ・ストリーム

表10-6に示すコマンドを使用して、WebCenter Portalアプリケーションに対して生成されたアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブおよびリストアします。

これらのWebCenter Portal WLSTコマンドを使用して行った構成変更は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを再起動した後のみ有効になります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』を参照してください。


表10-6 アクティビティ・ストリームWLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
archiveASByDate


	
指定された日付よりも古いアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。

	
オンライン


	
archiveASByDeletedObjects


	
削除されたオブジェクトに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。

	
オンライン


	
archiveASByClosedSpaces


	
現在閉じられているスペースに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。

	
オンライン


	
archiveASByInactiveSpaces


	
指定された日付以降非アクティブであったスペースに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。

	
オンライン


	
restoreASByDate


	
指定された日付以降のアーカイブされたアクティビティ・ストリーム・データを本番表にリストアします。

	
オンライン


	
truncateASArchive


	
アクティビティ・ストリーム・アーカイブ・データを切り捨てます。

	
オンライン










archiveASByDate

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定された日付よりも古いアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。

このコマンドは、本番表からアーカイブ表にデータを移動します。例外としては、WC_ACTOR_DETAILおよびWC_OBJECT_DETAILがあり、これらの表のデータは、アーカイブ表に移動ではなくコピーされます。

アクティビティ要素によって使用されていないWC_OBJECT_DETAIL内の行は削除されます。






構文


archiveASByDate(appName, year, month, day, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

year

	
ここで指定した年より前のアクティビティ・ストリーム・データがアーカイブされます。たとえば、2009です。


	

month

	
ここで指定した月より前のアクティビティ・ストリーム・データがアーカイブされます。たとえば、1月なら1、2月なら2のように入力します。


	

day

	
ここで指定した日付より前のアクティビティ・ストリーム・データがアーカイブされます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、2009年10月1日より古いアクティビティ・ストリーム・データがアーカイブされます。


wls:/weblogic/serverConfig> archiveASByDate(appName='webcenter', year=2009, month=10, day=1)








archiveASByDeletedObjects

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

削除されたオブジェクトに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。このコマンドは、本番表のデータをアーカイブ表に移動します。ただし、WC_ACTOR_DETAILは除きます。この表のデータは、アーカイブ表に移動されるのではなくコピーされます。

基準(この場合、削除されたオブジェクト)を満たすWC_OBJECT_DETAIL内の行は削除されます。






構文


archiveASByDeletedObjects(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、削除されたオブジェクトに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。


wls:/weblogic/serverConfig> archiveASByDeletedObjects(appName='webcenter')








archiveASByClosedSpaces

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

現在閉じられているスペースに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。

このコマンドは、本番表のデータをアーカイブ表に移動します。ただし、WC_ACTOR_DETAILは除きます。この表のデータは、アーカイブ表に移動されるのではなくコピーされます。基準を満たす(この場合、閉じられたスペースのアクティビティに関連するオブジェクト)WC_OBJECT_DETAIL内の行は削除されます。






構文


archiveASByClosedSpaces(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、現在閉じられているスペースに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。


wls:/weblogic/serverConfig> archiveASByClosedSpaces(appName='webcenter')








archiveASByInactiveSpaces

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定された日付以降非アクティブであったスペースに関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。非アクティブ・スペースとは、指定された日付以降アクティビティがなかった開いているまたは閉じられたスペースです。

このコマンドは、本番表のデータをアーカイブ表に移動します。ただし、WC_ACTOR_DETAILは除きます。この表のデータは、アーカイブ表に移動されるのではなくコピーされます。基準(この場合、指定された日付以降、非アクティブであったスペースのアクティビティに関連するオブジェクト)を満たすWC_OBJECT_DETAILの行が削除されます。






構文


archiveASByInactiveSpaces(appName, year, month, day, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

year

	
スペースが非アクティブになった年。たとえば、2009です。


	

month

	
スペースが非アクティブになった月。たとえば、1月なら1、2月なら2のように入力します。


	

day

	
スペースが非アクティブになった日付。


	

server

	
オプション。スペース・アプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。スペース・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、2009年10月1日以降、非アクティブであった(オープン・ステータスかクローズ・ステータスかに関係なくアクティビティが発生していない)スペースと関連付けられているアクティビティ・ストリーム・データをアーカイブします。


wls:/weblogic/serverConfig> archiveASByInactiveSpaces(appName='webcenter', year=2009, month=10, day=1)








restoreASByDate

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定された日付以降のアーカイブされたアクティビティ・ストリーム・データを本番表にリストアします。

このコマンドは、アーカイブ表のデータを本番表に移動します。ただし、WC_ACTOR_DETAILは除きます。この表のデータはリストアされません。アーカイブ・プロセス中にこの表からデータが削除されていないためです。

本番表にすでに存在している行は、リストア・プロセス中に変更されません。






構文


restoreASByDate(appName, year, month, day, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

year

	
ここで指定した年以降のアクティビティ・ストリーム・データがリストアされます。たとえば、2009です。


	

month

	
ここで指定した月以降のアクティビティ・ストリーム・データがリストアされます。たとえば、1月なら1、2月なら2のように入力します。


	

day

	
ここで指定した日付以降のアクティビティ・ストリーム・データがリストアされます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、2009年10月1日以降にアーカイブされたアクティビティ・ストリーム・データがリストアされます。


wls:/weblogic/serverConfig>restoreASByDate(appName='webcenter', year=2009, month=10, day=1)








truncateASArchive

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

アクティビティ・ストリーム・アーカイブ・データを切り捨てます。






構文


truncateASArchive(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、アクティビティ・ストリーム・アーカイブ・データが切り捨てられます。


wls:/weblogic/serverConfig>truncateASArchive(appName='webcenter')










コンテンツ・リポジトリ

表10-7に示すコマンドを使用して、コンテンツ・リポジトリの接続を管理し、WebCenter Portalアプリケーション用のドキュメント・サービスを構成します。

これらのWebCenter Portal WLSTコマンドを使用して行った構成変更は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを再起動した後のみ有効になります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』を参照してください。


表10-7コンテンツ・リポジトリWLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
createJCRContentServerConnection


	
Oracle WebCenter Contentリポジトリへの接続を作成します。

	
オンライン


	
setJCRContentServerConnection


	
既存のOracle WebCenter Contentリポジトリ接続を編集します。

	
オンライン


	
listJCRContentServerConnections


	
WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されている個々またはすべてのOracle WebCenter Contentリポジトリの接続を一覧表示します。

	
オンライン


	
createJCRPortalConnection


	
Oracleポータル・リポジトリの接続を作成します。

	
オンライン


	
setJCRPortalConnection


	
既存のOracleポータル・リポジトリの接続を編集します。

	
オンライン


	
listJCRPortalConnections


	
WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのOracle Portal接続を一覧表示します。

	
オンライン


	
createJCRFileSystemConnection


	
ファイル・システムへの接続を作成します。

	
オンライン


	
setJCRFileSystemConnection


	
既存のファイル・システム・リポジトリの接続を編集します。

	
オンライン


	
listJCRFileSystemConnections


	
WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されている個々またはすべてのファイル・システム接続を一覧表示します。

	
オンライン


	
createJCRSharePointConnection


	
Microsoft SharePoint 2007リポジトリ接続を作成します。

	
オンライン


	
setJCRSharePointConnection


	
Microsoft SharePoint 2007リポジトリ接続を編集します。

	
オンライン


	
listJCRSharePointConnections


	
WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのMicrosoft SharePoint 2007接続を一覧表示します。

	
オンライン


	
listDocumentsSpacesProperties


	
スペース・アプリケーションで使用中のバックエンド・コンテンツ・サーバーのプロパティを一覧表示します。

	
オンライン


	
setDocumentsSpacesProperties


	
スペース・アプリケーションで使用されるバックエンド・コンテンツ・サーバーのプロパティを変更します。

	
オンライン


	
deleteDocumentsSpacesProperties


	
スペース・アプリケーションで使用されるバックエンド・コンテンツ・サーバーのプロパティを削除します。

	
オンライン










createJCRContentServerConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定されたWebCenter Portalアプリケーション用のOracle WebCenter Contentリポジトリへの接続を作成します。






構文


createJCRContentServerConnection(appName, name, socketType, [url, serverHost, 
serverPort, keystoreLocation, keystorePassword, privateKeyAlias, 
privateKeyPassword, webContextRoot, clientSecurityPolicy, cacheInvalidationInterval, binaryCacheMaxEntrySize, 
adminUsername, adminPassword, extAppId, timeout, isPrimary, server, 
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
接続の名前を示します。名前は、WebCenter Portalアプリケーション内で(すべての接続タイプにわたって)一意である必要があります。


	

socketType

	
Oracle WebCenter Contentのコンテンツ・サーバーが、コンテンツ・サーバー・リスナー・ポートとWebサーバー・フィルタのどちらで接続するかおよびリスナー・ポートでSSLが有効になっているかどうかを指定します。有効な値は、socket、webおよびsocketssl。このオプションは、デフォルト値はありません。

次の値から選択します。

	
socket: intradocソケットの接続を使用してコンテンツ・サーバーに接続します。コンテンツ・サーバー内の認可されたアドレスのリストにクライアントIPアドレスを追加する必要があります。この場合は、Oracle WebCenter Portalが実行されているマシンがクライアントになります。


	
socketssl: intradocソケットの接続を使用して、SSLプロトコルを使用して保護されたコンテンツ・サーバーに接続します。接続できるようにするために、サーバーのトラスト・ストアにクライアント証明書をインポートする必要があります。これは、最も保護されたオプションであり、IDを伝播する必要がある場合にお薦めします(たとえば、スペース・アプリケーション内)。


	
web: HTTP(S)接続を使用してコンテンツ・サーバーに接続します。スペース・アプリケーションの場合、このオプションはアクティブな接続(スペース固有のドキュメントおよびホーム・スペース・ドキュメントを格納するために使用されているバックエンド・コンテンツ・サーバー・リポジトリ)に適していません。それはIDの伝播を許可されていないためです。


	
jaxws: Java API for XML Web Services接続を使用してコンテンツ・サーバーに接続します。





	

url

	
オプション。コンテンツ・サーバーのURL。socketTypeがwebまたはjaxwsに設定されている場合にのみ必要です。URLは、http://<hostname>:<port>/<web root>/<plugin root>のフォーマットである必要があります。

例: http://mycontentserver/cms/idcplg。


	

serverHost

	
オプション。コンテンツ・サーバーを実行しているマシンのホスト名。socketTypeがsocketまたはsocketsslに設定されている場合に必要になります。


	

serverPort

	
オプション。コンテンツ・サーバーがリスニングするポート。socketTypeがsocketまたはsocketsslに設定されている場合に必要になります。

	
Socket: サーバー内のincomingプロバイダに対して指定するポート。


	
Socket SSL: サーバー内のsslincomingプロバイダに対して指定するポート。




このプロパティは、コンテンツ・サーバー構成ファイル内のIntradocServerPort設定に対応しています。これは、デフォルトでポート4444になります。


	

keystoreLocation

	
オプション。セキュリティ・アサーションに署名するために使用したプライベート・キーを含むキー・ストアの場所を示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。

キー・ストアの場所は、絶対パスである必要があります。


	

keystorePassword

	
オプション。キー・ストアにアクセスするために必要なパスワードを示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。


	

privateKeyAlias

	
オプション。クライアントのキー・ストア内のプライベート・キー・エリアスを示します。このキーを使用すると、サーバーのメッセージに署名することができます。このプライベート・キーに対応するパブリック・キーをサーバーのキー・ストアにインポートする必要があります。

socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。この引数の値は、文字列であり、特殊文字もスペースも含まない必要があります。


	

privateKeyPassword

	
オプション。キー・ストア内のプライベート・キー・エリアスに使用するパスワードを示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。


	

webContextRoot

	
オプション。コンテンツ・サーバーのWebサーバー・コンテキスト・ルート。/<context_root>の形式を使用します。たとえば、/csです。

指定した場合、WebCenter PortalアプリケーションでiFrameに基づいたいくつかのOracle WebCenter Content機能が使用可能になります。これには、次のものがあります。

	
コンテンツ・サーバーに新規または更新済ファイルをアップロードするときのファイルとコンテンツ・プロファイルの関連付け。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterユーザーズ・ガイドの新規ファイルのアップロードに関する項および既存のファイルの新規バージョンのアップロードに関する項を参照してください。


	
Oracle AutoVueで使用可能なドキュメント確認機能の使用。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterユーザーズ・ガイドのAutoVueを使用したドキュメントの確認とドキュメントに対するコラボレーションに関する項を参照してください。


	
詳細なドキュメント・プロパティの編集。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterユーザーズ・ガイドのファイル・プロパティの操作に関する項を参照してください。


	
フォルダおよびファイル・ワークフローの詳細の表示。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterユーザーズ・ガイドのワークフロー情報の表示に関する項を参照してください。


	
スライド・ビューアでのファイルのプレビュー。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterユーザーズ・ガイドのファイルのオープンに関する項を参照してください。


	
Site Studioの統合

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterユーザーズ・ガイドを参照してください。




webContextRootは、認証にIDENTITY_PROPAGATIONが使用されている場合、つまり、extAppIdが空の文字列に設定されている場合にのみ適用できます。

注意: これらのOracle WebCenter Contentの機能を完全に有効にするには、Oracle HTTPS Server (OHS)を介してWebCenter Portalアプリケーションにアクセスし、コンテンツ・サーバーとWebCenter Portalアプリケーションを、同じホストおよびポートの下で公開する必要があります。WebCenter Portalアプリケーションとコンテンツ・サーバーの両方で、シングル・サインオンを使用することも必要です。WebCenter Portalアプリケーションのフロントエンド処理を行うためのOHSの設定の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』のコンテンツ・サーバー - 構成に関する項を参照してください。

WebCenter Portalアプリケーションが複数のコンテンツ・サーバーに接続している場合、OHSのリダイレクトが適切に機能するように各コンテンツ・サーバーに一意のWebサーバー・コンテキスト・ルートを設定することをお薦めします。


	

clientSecurityPolicy

	
オプション。socketTypeがjaxwsである場合に使用されるクライアント・セキュリティ・ポリシー。例: oracle/wss11_saml_token_with_message_protection_service_policy

グローバル・ポリシー・アタッチメント(GPA)がサポートされている環境の場合は、フィールドを空白のままにします。


	

cacheInvalidationInterval

	
オプション。外部コンテンツ・サーバーのコンテンツの変更を確認する間隔(分単位)。WebCenter Portalは、変更されたアイテムをキャッシュから自動的にクリアします。デフォルトは0で、キャッシュの無効化は無効になります。最小の間隔は2分です。


	

binaryCacheMaxEntrySize

	
オプション。コンテンツ・サーバー・バイナリ・ドキュメントのキャッシュ可能な最大サイズ(バイト単位)。このサイズより大きいドキュメントは、WebCenter Portalによってキャッシュされません。デフォルトは102400バイト(100K)です。

この値は、ご使用のマシンのメモリー構成およびキャッシュする予定のバイナリ・ドキュメントのタイプに基づいて調整します。


	

adminUsername

	
オプション。このコンテンツ・サーバー・インスタンスの管理権限を持つユーザー名。このユーザーは、プロファイルに基づいてコンテンツ・タイプ情報をフェッチするため、およびキャッシュ無効化の目的でドキュメントの変更を追跡するために使用されます。デフォルトはsysadminです。


	

adminPassword

	
オプション。adminUsernameに指定されているコンテンツ・サーバー管理者のパスワード。socketTypeがwebに設定されている場合に必要です。


	

extAppId

	
オプション。コンテンツ・サーバーに対してユーザーを認証するために使用される外部アプリケーション。この値は、既存の外部アプリケーション接続の名前と一致する必要があります。「listExtAppConnections」も参照してください。extAppIdを指定しない場合、認証メソッドまたは外部アプリケーションIDを変更しません。

extAppIdに空の文字列を設定すると、認証メソッドとして、IDENTITY_PROPAGATIONを使用します。このメソッドを使用すると、WebCenter Portalアプリケーションおよびコンテンツ・サーバーでは、同じアイデンティティ・ストアを使用してユーザーが認証されます。socketTypeがwebに設定されている場合は、extAppIDが必須になることに注意してください。


	

timeout

	
接続タイムアウト・メッセージが表示されるまでコンテンツ・サーバーへのログインに許容される時間の長さ(ミリ秒単位)、および接続タイプがweb、socketおよびsocketsslのすべてのサービス・リクエストで使用されるRIDCソケット・タイムアウト。

タイムアウト・プロパティが設定されていない場合は、次の値が使用されます。

	
ログイン・タイムアウト: oracle.webcenter.contentリソースのデフォルトの同時実行性タイムアウトが使用されます(30秒または30000ミリ秒)。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareパフォーマンスおよびチューニング・ガイド』の同時実行性管理の構成に関する項を参照してください。


	
RIDCソケット・タイムアウト: 接続タイプがsocket、socketsslまたはwebのすべてのサービス・リクエストに対して、デフォルトのRIDCソケット・タイムアウト(60秒または60000ミリ秒)が使用されます。




timeoutプロパティが設定されており、接続タイプがsocket、socketsslまたはwebの場合は、RIDCソケット・タイムアウトが短縮され、長時間実行中のリクエストがタイムアウトする可能性が高くなるため、60000ミリ秒未満の値を指定しないことをお薦めします。たとえば、長時間実行中の検索、長時間に及ぶファイルのアップロード、長時間に及ぶコピー操作などでタイムアウトが発生する可能性があります。


	

isPrimary

	
オプション。有効な文字列値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。この引数のデフォルトは、0。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はスペース固有のコンテンツおよびホーム・スペース・コンテンツの格納に使用されます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、ポート4444のmyhost.comで実行中のOracle WebCenter Contentリポジトリへのソケットベース接続を作成します。認証のために、myExtAppという名前の既存の外部アプリケーションを使用します。「createExtAppConnection」も参照してください。


wls:/weblogic/serverConfig> createJCRContentServerConnection(appName='webcenter', 
name='myContentServerConnection', socketType='socket', 
serverHost='myhost.com', serverPort='4444', extAppId='myExtApp', 
isPrimary=1)


次の例では、Oracle WebCenter ContentリポジトリへのSSLソケットベース接続を作成します。


wls:/weblogic/serverConfig> createJCRContentServerConnection(appName='webcenter', 
name='myContentServerConnection', socketType='socketssl', 
serverHost='myhost.com', serverPort='4444', keystoreLocation='d:/keys/here', keystorePassword='AlphaSquad7', 
privateKeyAlias='enigma', privateKeyPassword='S0larPl3x1s', 
extAppId='myExtApp')



次の例では、Oracle WebCenter ContentリポジトリへのJAX-WS (Java API for XML Web Services)接続を作成します。


wls:/weblogic/serverConfig> createJCRContentServerConnection(appName='webcenter', 
name='myContentServerConnection', socketType='jaxws', url='http://myhost.com:9044/idcnativews', clientSecurityPolicy='oracle/wss10_saml_token_client_policy')








setJCRContentServerConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

既存のOracle WebCenter Contentリポジトリ接続を編集します。このコマンドを使用すると、appNameとnameの値および1つの追加引数を指定する必要があります。






構文


setJCRContentServerConnection(appName, name, [socketType, url, serverHost, 
serverPort, keystoreLocation, keystorePassword, privateKeyAlias, 
privateKeyPassword, webContextRoot, clientSecurityPolicy, 
cacheInvalidationInterval, binaryCacheMaxEntrySize, adminUsername, adminPassword, 
extAppId, timeout, isPrimary, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存のOracle WebCenter Contentリポジトリ接続の名前。


	

socketType

	
オプション。Oracle WebCenter Contentのコンテンツ・サーバーが、コンテンツ・サーバー・リスナー・ポートとWebサーバー・フィルタのどちらで接続するかおよびリスナー・ポートでSSLが有効になっているかどうかを指定します。有効な値は、socket、webおよびsocketssl。このオプションは、デフォルト値はありません。

次の値から選択します。

	
socket: intradocソケットの接続を使用してコンテンツ・サーバーに接続します。コンテンツ・サーバー内の認可されたアドレスのリストにクライアントIPアドレスを追加する必要があります。この場合は、Oracle WebCenter Portalが実行されているマシンがクライアントになります。


	
socketssl: intradocソケットの接続を使用して、SSLプロトコルを使用して保護されたコンテンツ・サーバーに接続します。接続できるようにするために、サーバーのトラスト・ストアにクライアント証明書をインポートする必要があります。これは、最も保護されたオプションであり、IDを伝播する必要がある場合にお薦めします(たとえば、スペース・アプリケーション内)。


	
web: HTTP(S)接続を使用してコンテンツ・サーバーに接続します。スペース・アプリケーションの場合、このオプションはスペース固有のドキュメントおよびホーム・スペース・ドキュメントを格納するために使用されているバックエンド・コンテンツ・サーバー・リポジトリに適していません。それはIDの伝播を許可されていないためです。


	
jaxws: Java API for XML Web Services接続を使用してコンテンツ・サーバーに接続します。





	

url

	
オプション。コンテンツ・サーバーのURL。socketTypeがwebまたはjaxwsに設定されている場合にのみ必要です。URLは、http://<hostname>:<port>/<web root>/<plugin root>のフォーマットである必要があります。

例: http://mycontentserver/cms/idcplg。


	

serverHost

	
オプション。コンテンツ・サーバーを実行しているマシンのホスト名。socketTypeがsocketまたはsocketsslに設定されている場合に必要になります。


	

serverPort

	
オプション。コンテンツ・サーバーがリスニングするポート。socketTypeがsocketまたはsocketsslに設定されている場合に必要になります。

	
Socket: サーバー内のincomingプロバイダに対して指定するポート。


	
Socket SSL: サーバー内のsslincomingプロバイダに対して指定するポート。




例: 4444。


	

keystoreLocation

	
オプション。セキュリティ・アサーションに署名するために使用したプライベート・キーを含むキー・ストアの場所を示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。

キー・ストアの場所は、絶対パスである必要があります。


	

keystorePassword

	
オプション。キー・ストアにアクセスするために必要なパスワードを示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。


	

privateKeyAlias

	
オプション。クライアントのキー・ストア内のプライベート・キー・エリアスを示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。この引数の値は、文字列であり、特殊文字もスペースも含まない必要があります。


	

privateKeyPassword

	
オプション。キー・ストア内のプライベート・キー・エリアスに使用するパスワードを示します。socketTypeがsocketsslに設定されている場合にのみ必要です。


	

webContextRoot

	
オプション。コンテンツ・サーバーのWebサーバー・コンテキスト・ルート。/<context_root>の形式を使用します。たとえば、/csです。

指定した場合、WebCenter PortalアプリケーションでiFrameに基づいたいくつかのOracle WebCenter Content機能(スライド・ビューアでのファイルのプレビューなど)が使用可能になります。

注意: これらの機能を完全に有効にするには、Oracle HTTPS Server (OHS)を介してWebCenter Portalアプリケーションにアクセスし、コンテンツ・サーバーとWebCenter Portalアプリケーションを、同じホストおよびポートの下で公開する必要があります。さらに、WebCenter Portalアプリケーションとコンテンツ・サーバーの両方で、シングル・サインオンを使用することも必要です。WebCenter Portalアプリケーションのフロントエンド処理を行うためのOHSの設定の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』のコンテンツ・サーバー - 構成に関する項を参照してください。

webContextRootは、認証にIDENTITY_PROPAGATIONが使用されている場合、つまり、extAppIdが空の文字列に設定されている場合にのみ適用できます。


	

clientSecurityPolicy

	
オプション。socketTypeがjaxwsである場合に使用されるクライアント・セキュリティ・ポリシー。例: oracle/wss11_saml_token_with_message_protection_service_policy

グローバル・ポリシー・アタッチメント(GPA)がサポートされている環境の場合は、フィールドを空白のままにします。


	

cacheInvalidationInterval

	
オプション。外部コンテンツ・サーバーのコンテンツの変更を確認する間隔(分単位)。WebCenter Portalは、変更されたアイテムをキャッシュから自動的にクリアします。デフォルトは0で、キャッシュの無効化は無効になります。最小の間隔は2分です。


	

binaryCacheMaxEntrySize

	
オプション。コンテンツ・サーバー・バイナリ・ドキュメントのキャッシュ可能な最大サイズ(バイト単位)。このサイズより大きいドキュメントは、WebCenter Portalによってキャッシュされません。デフォルトは102400バイト(100K)です。

この値は、ご使用のマシンのメモリー構成およびキャッシュする予定のバイナリ・ドキュメントのタイプに基づいて調整します。


	

adminUsername

	
オプション。このコンテンツ・サーバー・インスタンスの管理権限を持つユーザー名。このユーザーは、プロファイルに基づいてコンテンツ・タイプ情報をフェッチするため、およびキャッシュ無効化の目的でドキュメントの変更を追跡するために使用されます。デフォルトはsysadminです。


	

adminPassword

	
オプション。adminUsernameに指定されているコンテンツ・サーバー管理者のパスワード。socketTypeがwebに設定されている場合に必要です。


	

extAppId

	
オプション。コンテンツ・サーバーに対してユーザーを認証するために使用される外部アプリケーション。この値は、既存の外部アプリケーション接続の名前と一致する必要があります。「listExtAppConnections」も参照してください。extAppIdを指定しない場合、認証メソッドまたは外部アプリケーションIDを変更しません。

extAppIdに空の文字列を設定すると、認証メソッドとして、IDENTITY_PROPAGATIONを使用します。このメソッドを使用すると、WebCenter Portalアプリケーションおよびコンテンツ・サーバーでは、同じアイデンティティ・ストアを使用してユーザーが認証されます。


	

timeout

	
接続タイムアウト・メッセージが表示されるまでコンテンツ・サーバーへのログインに許容される時間の長さ(ミリ秒単位)、および接続タイプがweb、socketおよびsocketsslのすべてのサービス・リクエストで使用されるRIDCソケット・タイムアウト。

タイムアウト・プロパティが設定されていない場合は、次の値が使用されます。

	
ログイン・タイムアウト: oracle.webcenter.contentリソースのデフォルトの同時実行性タイムアウトが使用されます(30秒または30000ミリ秒)。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareパフォーマンスおよびチューニング・ガイド』の同時実行性管理の構成に関する項を参照してください。


	
RIDCソケット・タイムアウト: 接続タイプがsocket、socketsslまたはwebのすべてのサービス・リクエストに対して、デフォルトのRIDCソケット・タイムアウト(60秒または60000ミリ秒)が使用されます。




timeoutプロパティが設定されており、接続タイプがsocket、socketsslまたはwebの場合は、RIDCソケット・タイムアウトが短縮され、長時間実行中のリクエストがタイムアウトする可能性が高くなるため、60000ミリ秒未満の値を指定しないことをお薦めします。たとえば、長時間実行中の検索、長時間に及ぶファイルのアップロード、長時間に及ぶコピー操作などでタイムアウトが発生する可能性があります。


	

isPrimary

	
オプション。有効な文字列値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。この引数のデフォルトは、0。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はスペース固有のコンテンツおよびホーム・スペース・コンテンツの格納に使用されます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、Oracle WebCenter Contentリポジトリへのソケットベース接続を編集します。


wls:/weblogic/serverConfig>setJCRContentServerConnection(appName='webcenter', 
name='myContentServerConnection', socketType='socket', 
serverHost='myhost.com',  serverPort='4444', 
extAppId='myExtApp', isPrimary=1)


次の例では、Oracle WebCenter ContentリポジトリへのSSLソケットベース接続を編集します。


wls:/weblogic/serverConfig>setJCRContentServerConnection(appName='webcenter', 
name='myContentServerConnection', socketType='socketssl', 
serverHost='myhost.com', serverPort='8443', 
keystoreLocation='d:/keys/here', keystorePassword='T0PS3CR3T', 
privateKeyAlias='TekJansen', privateKeyPassword='LadyNocturne', 
extAppId='myExtApp', isPrimary=1)


次の例では、Oracle WebCenter ContentリポジトリへのJAX-WS (Java API for XML Web Services)接続を編集します。


wls:/weblogic/serverConfig> setJCRContentServerConnection(appName='webcenter', 
socketType='jaxws', url='http://myhost.com:9044/idcnativews', 
clientSecurityPolicy='oracle/wss10_saml_token_client_policy')








listJCRContentServerConnections

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

引数を指定せずに、このコマンドを使用すると、指定されたWebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのOracle WebCenter Contentリポジトリの接続が一覧表示されます。






構文


listJCRContentServerConnections(appName, [verbose], 
[name, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

verbose

	
オプション。コンテンツ・リポジトリ接続の詳細情報を冗長モードで表示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、listJCRContentServerConnectionsによって、WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのOracle WebCenter Contentリポジトリの接続およびその詳細が一覧表示されます。0に設定すると、接続名のみが一覧表示されます。この引数のデフォルトは、0。


	

name

	
オプション。既存のOracle WebCenter Contentリポジトリ接続の名前。指定した場合、特定のOracle WebCenter Contentリポジトリの接続に関する詳細を表示できます。nameの値を指定すると、verboseの値を指定する必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、webcenterという名前のアプリケーションに対して構成されているOracle WebCenter Contentリポジトリの接続を一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listJCRContentServerConnections(appName='webcenter')


次の例では、myContentServerConnection1という名前のOracle WebCenter Contentリポジトリの接続のすべてのプロパティを一覧表示します。myContentServerConnection1という名前の接続が存在し、それがOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。たとえば、Oracleポータルの接続を指定すると、プロパティは表示されず、エラーが表示されます。


wls:/weblogic/serverConfig>listJCRContentServerConnections(appName='webcenter', 
verbose=1, name='myContentServerConnection1')








createJCRPortalConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

Oracleポータル・リポジトリ接続を作成します。






構文


createJCRPortalConnection(appName, name, dataSource, [extAppId, isPrimary, timeout, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
接続の名前を示します。名前は、WebCenter Portalアプリケーション内で(すべての接続タイプにわたって)一意である必要があります。


	

dataSource

	
ポータルに接続するために使用されるJNDI DataSourceの場所を示します。例: jdbc/MyPortalDS

データソースは、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされているサーバーに存在する必要があります。


	

extAppId

	
オプション。Oracle Portalに対してユーザーを認証するために使用される外部アプリケーション。この値は、既存の外部アプリケーション接続の名前と一致する必要があります。「listExtAppConnections」も参照してください。extAppIdを指定しない場合、認証メソッドまたは外部アプリケーションIDを変更しません。

extAppIdに空の文字列を設定すると、認証メソッドとして、IDENTITY_PROPAGATIONを使用します。このメソッドを使用すると、WebCenter PortalアプリケーションおよびOracle Portalでは、同じアイデンティティ・ストアを使用してユーザーが認証されます。


	

timeout

	
オプション。Oracle Portalへのログインが許可される時間の長さ(ミリ秒単位)。この時間が経過すると、接続タイムアウト・メッセージが発行されます。

タイムアウトが設定されない場合は、oracle.webcenter.contentリソースのデフォルトの同時実行性タイムアウトが使用されます(30秒または30000ミリ秒)。詳細は、Oracle Fusion Middlewareパフォーマンス・ガイドの同時実行性管理の構成に関する項を参照してください。


	

isPrimary

	
オプション。有効な文字列値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。この引数のデフォルトは、0。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例は、データ・ソースjdbc/portalDSを使用してmyPortalConnectionという名前のOracleポータルの接続を作成し、認証のためにmyExtAppという名前の外部アプリケーションを使用することを指定します。


wls:/weblogic/serverConfig> createJCRPortalConnection(appName='myApp', 
name='myPortalConnection', dataSource='jdbc/portalDS', extAppId='myExtApp', 
isPrimary=1)








setJCRPortalConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

既存のOracleポータルの接続を編集します。このコマンドを使用すると、dataSourceまたはisPrimary引数の値を指定する必要があります。






構文


setJCRPortalConnection(appName, name, [dataSource, extAppId, timeout, isPrimary, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存のOracleポータルの接続の名前を示します。


	

dataSource

	
オプション。ポータルに接続するために使用されるJNDI DataSourceの場所を示します。例: jdbc/MyPortalDS

データソースは、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされているサーバーに存在する必要があります。


	

extAppId

	
オプション。Oracle Portalに対してユーザーを認証するために使用される外部アプリケーション。この値は、既存の外部アプリケーション接続の名前と一致する必要があります。「listExtAppConnections」も参照してください。extAppIdを指定しない場合、認証メソッドまたは外部アプリケーションIDを変更しません。

extAppIdに空の文字列を設定すると、認証メソッドとして、IDENTITY_PROPAGATIONを使用します。このメソッドを使用すると、WebCenter PortalアプリケーションおよびOracle Portalでは、同じアイデンティティ・ストアを使用してユーザーが認証されます。


	

timeout

	
オプション。Oracle Portalへのログインが許可される時間の長さ(ミリ秒単位)。この時間が経過すると、接続タイムアウト・メッセージが発行されます。

タイムアウトが設定されない場合は、oracle.webcenter.contentリソースのデフォルトの同時実行性タイムアウトが使用されます(30秒または30000ミリ秒)。詳細は、Oracle Fusion Middlewareパフォーマンス・ガイドの同時実行性管理の構成に関する項を参照してください。


	

isPrimary

	
オプション。有効な文字列値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。0に設定し、かつ指定した接続がドキュメント・サービスで使用されているプライマリ接続である場合、プライマリ接続がリセットされます。このパラメータを設定しない場合、ドキュメント・サービスで使用したプライマリ接続は変更しません。この引数は、デフォルト値はありません。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例は、Oracleポータル・リポジトリ接続の詳細情報を編集します。


wls:/weblogic/serverConfig> setJCRPortalConnection(appName='webcenter', 
name='myPortalConnection', dataSource='/newPortalDS', extAppId='myExtApp', 
isPrimary=0)








listJCRPortalConnections

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

このコマンドは、引数を指定せずに使用すると、指定されたWebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのOracle Portal接続を一覧表示します。






構文


listJCRPortalConnections(appName, [verbose, name, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

verbose

	
オプション。コンテンツ・リポジトリ接続の詳細情報を冗長モードで表示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、listJCRPortalConnectionsによって、WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのOracle Portal接続およびその詳細が一覧表示されます。0に設定すると、接続名のみが一覧表示されます。この引数のデフォルトは、0。


	

name

	
オプション。既存のOracleポータルの接続の名前を示します。指定した場合、特定のOracleポータルの接続に関する詳細情報を表示できます。nameの値を指定すると、verboseの値を指定する必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのOracle Portal接続を一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listJCRPortalConnections(appName='webcenter', 
verbose=1, name='myPortalConnection')








createJCRFileSystemConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ファイル・システム・リポジトリへの接続を作成します。




	
注意:

プロダクションまたはエンタープライズ・アプリケーションのデプロイメントにファイル・システム接続を使用してはいけません。この機能は、開発のためにのみ提供されています。














構文


createJCRFileSystemConnection(appName, name, path, [isPrimary, server, 
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
接続の名前を示します。名前は、WebCenter Portalアプリケーション内で(すべての接続タイプにわたって)一意である必要があります。


	

path

	
このファイル・システムに接続して内容をエクスポーズする必要があるフォルダへの絶対パスを示します。たとえば、C:\ProjectDocumentsという名前のフォルダがあり、そのフォルダをドキュメント・サービスに使用する必要がある場合、このフォルダをこのコマンドへのパス引数として指定する必要があります。


	

isPrimary

	
オプション。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。0に設定し、かつ指定した接続がドキュメント・サービスで使用されているプライマリ接続である場合、プライマリ接続がリセットされます。このパラメータを設定しない場合、ドキュメント・サービスで使用したプライマリ接続は変更しません。この引数は、デフォルト値はありません。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例は、ファイル・システム・リポジトリへの接続を作成します。


wls:/weblogic/serverConfig> createJCRFileSystemConnection(appName='webcenter', 
name='FSAConnection', path='C:/ProjectDocuments')








setJCRFileSystemConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

既存のファイル・システム・リポジトリの接続を編集します。このコマンドを使用する場合、pathまたはisPrimary引数の値を指定する必要があります。




	
注意:

プロダクションまたはエンタープライズ・アプリケーションのデプロイメントにファイル・システム接続を使用してはいけません。この機能は、開発のためにのみ提供されています。














構文


setJCRFileSystemConnection(appName, name, [path, isPrimary, server, 
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
ドキュメント・サービス・プロパティを設定するアプリケーションの名前。


	

name

	
ドキュメント・サービスで使用する接続の名前を示します。


	

path

	
オプション。このファイル・システムに接続して内容をエクスポーズする必要があるフォルダへの絶対パスを示します。たとえば、C:\ProjectDocumentsという名前のフォルダがあり、そのフォルダをドキュメント・サービスに使用する必要がある場合、このフォルダをこのコマンドへのパス引数として指定する必要があります。


	

isPrimary

	
オプション。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。1に設定すると、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることが指定されます。0に設定し、かつ指定した接続がドキュメント・サービスで使用されているプライマリ接続である場合、プライマリ接続がリセットされます。このパラメータを設定しない場合、ドキュメント・サービスで使用したプライマリ接続は変更しません。この引数は、デフォルト値はありません。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

この例は、ファイル・システム・リポジトリの接続に関する詳細情報を編集します。


wls:/weblogic/serverConfig> setJCRFileSystemConnection(appName='webcenter', 
name='FSAConnection', path='C:/ProjectDocuments')








listJCRFileSystemConnections

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

このコマンドは、引数を指定せずに使用すると、指定されたWebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのファイル・システム接続を一覧表示します。




	
注意:

プロダクションまたはエンタープライズ・アプリケーションのデプロイメントにファイル・システム接続を使用してはいけません。この機能は、開発のためにのみ提供されています。














構文


listJCRFileSystemConnections(appName, [verbose, name, server, 
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

verbose

	
オプション。コンテンツ・リポジトリ接続の詳細情報を冗長モードで表示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、listJCRFileSystemConnectionsによって、WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのファイル・システム接続およびそれらの詳細が一覧表示されます。0に設定すると、接続名のみが一覧表示されます。この引数のデフォルトは、0。


	

name

	
オプション。既存のファイル・システム接続の名前を示します。指定した場合、特定のファイル・システム接続に関する詳細情報を表示できます。nameの値を指定すると、verboseの値を指定する必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例は、webcenterという名前のアプリケーションに対して設定したすべてのファイル・システム接続を表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listJCRFileSystemConnections(appName='webcenter')


次の例は、冗長モードで設定したすべてのファイル・システム接続を表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listJCRFileSystemConnections(appName='webcenter', 
verbose=1)








createJCRSharePointConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

Microsoft SharePoint 2007リポジトリへの接続を作成します。






構文


createJCRSharePointConnection(appName, name, url, [likeLimit, extAppId, timeout, isPrimary, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
接続の名前を示します。名前は、WebCenter Portalアプリケーション内で(すべての接続タイプにわたって)一意である必要があります。


	

url

	
接続するSharePointサイトのWebアドレス。

たとえば、SharePointサイト・アドレスがhttp://mysharepoint.mycompany.comである場合、url引数にこの値を入力します。


	

likeLimit

	
オプション。LIKE演算子が照合する文字数。デフォルトは64です。

SharePoint問合せ言語は、検索パターンが一致するURL(ドキュメント・パス)による問合せを抑制するためにLIKEキーワードを使用します。デフォルトでは、LIKE演算子は、最大64文字の文字列に対するパターン照合をサポートしています。この引数を使用して、異なる文字制限(1から64までの任意の正の整数)を指定するか、likeLimit=0を入力してLIKE制限を無効化(Microsoft SharePointサーバーに完全な問合せ文字列を常に送信)します。

デフォルト値(64)をお薦めします。WLSTコマンドcreateJCRSharePointConnectionを使用して接続を作成する場合はこの引数を指定する必要はありません。

注意: ご使用のSharePointインスタンスで64文字を超えるURLのLIKE問合せがサポートされている場合のみ、64を超える値を指定します。


	

extAppId

	
オプション。SharePointリポジトリに対してユーザーを認証するために使用される外部アプリケーション。この値は、既存の外部アプリケーション接続の名前と一致する必要があります。「listExtAppConnections」も参照してください。

extAppIdが設定されていない場合、SharePointリポジトリ接続は機能しません。

extAppIdは、setJCRSharePointConnection コマンドを使用していつでも設定または変更できます。


	

timeout

	
オプション。SharePointリポジトリへのログインが許可される時間の長さ(ミリ秒単位)。この時間が経過すると、接続タイムアウト・メッセージが発行されます。

タイムアウトが設定されない場合は、oracle.webcenter.contentリソースのデフォルトの同時実行性タイムアウトが使用されます(30秒または30000ミリ秒)。詳細は、Oracle Fusion Middlewareパフォーマンス・ガイドの同時実行性管理の構成に関する項を参照してください。


	

isPrimary

	
オプション。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。この引数のデフォルトは、0です。このパラメータを省略した場合、ドキュメント・サービスで使用されるプライマリ接続は変更されません。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、Microsoft SharePointサイトへの接続を作成します。


wls:/weblogic/serverConfig> createJCRSharePointConnection(appName='webcenter', name='MySPConnection', url='http://mysharepoint.mycompany.com', extAppId='myExtApp')








setJCRSharePointConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

既存のMicrosoft SharePoint 2007リポジトリ接続を編集します。このコマンドでは、appNameとnameの値および少なくとも1つの追加引数を指定する必要があります。






構文


setJCRSharePointConnection(appName, name, [url, likeLimit, extAppId, timeout, isPrimary, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存のSharePoint接続の名前。


	

url

	
オプション。接続するSharePointサイトのWebアドレス。

たとえば、SharePointサイト・アドレスがhttp://mysharepoint.mycompany.comである場合、url引数にこの値を入力します。


	

likeLimit

	
オプション。LIKE演算子が照合する文字数。デフォルトは64です。

SharePoint問合せ言語は、検索パターンが一致するURL(ドキュメント・パス)による問合せを抑制するためにLIKEキーワードを使用します。デフォルトでは、LIKE演算子は、最大64文字の文字列に対するパターン照合をサポートしています。この引数を使用して、異なる文字制限(1から64までの任意の正の整数)を指定するか、likeLimit=0を入力してLIKE制限を無効化(Microsoft SharePointサーバーに完全な問合せ文字列を常に送信)します。

デフォルト値(64)をお薦めします。このデフォルトは、ほとんどのインスタンスに適しており、通常、新しい値を設定する必要はありません。デフォルトをリセットするには、likeLimit=''またはlikeLimit=64を指定します。

注意: ご使用のSharePointインスタンスで64文字を超えるURLのLIKE問合せがサポートされている場合のみ、64を超える値を指定します。


	

extAppId

	
オプション。SharePointリポジトリに対してユーザーを認証するために使用される外部アプリケーション。この値は、既存の外部アプリケーション接続の名前と一致する必要があります。「listExtAppConnections」も参照してください。extAppIdが設定されていない場合、現在の外部アプリケーションIDは変更されません。

外部アプリケーションが設定されていない場合、SharePoint接続は機能しません。


	

timeout

	
オプション。SharePointリポジトリへのログインが許可される時間の長さ(ミリ秒単位)。この時間が経過すると、接続タイムアウト・メッセージが発行されます。

タイムアウトが設定されない場合は、oracle.webcenter.contentリソースのデフォルトの同時実行性タイムアウトが使用されます(30秒または30000ミリ秒)。詳細は、Oracle Fusion Middlewareパフォーマンス・ガイドの同時実行性管理の構成に関する項を参照してください。


	

isPrimary

	
オプション。有効な値は、1 (true)および0 (false)です。1は、この接続がドキュメント・サービスによって使用されるプライマリ接続であることを示します。0に設定し、かつ指定した接続がドキュメント・サービスで使用されているプライマリ接続である場合、プライマリ接続がリセットされます。このパラメータを設定しない場合、ドキュメント・サービスで使用したプライマリ接続は変更しません。この引数は、デフォルト値はありません。

スペース・アプリケーションでは、プライマリ接続はOracle WebCenter Contentリポジトリ接続である必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、SharePointリポジトリ接続の詳細を編集します。


wls:/weblogic/serverConfig> setJCRSharePointConnection(appName='webcenter', name='MySPConnection', url='http://mysharepoint.mycompany.com', extAppId='myExtApp')








listJCRSharePointConnections

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

このコマンドは、引数を指定せずに使用すると、指定されたWebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのSharePoint接続を一覧表示します。






構文


listJCRSharePointConnections(appName, [verbose, name, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

verbose

	
オプション。SharePoint接続の詳細を冗長モードで表示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、listJCRSharePointConnectionsによって、WebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのSharePoint接続およびそれらの詳細が一覧表示されます。0に設定すると、接続名のみが一覧表示されます。この引数のデフォルトは、0。


	

name

	
オプション。既存のSharePoint接続の名前。指定した場合、特定のSharePoint接続の接続詳細を表示できます。nameの値を指定すると、verboseの値を指定する必要があります。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、webcenterという名前のアプリケーションに対して構成されているすべてのSharePoint接続の名前を一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listJCRSharePointConnections(appName='webcenter')



次の例では、構成されているすべてのSharePoint接続の接続詳細を一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listJCRSharePointConnections(appName='webcenter', verbose=1)








listDocumentsSpacesProperties

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

スペース固有ドキュメントおよびホーム・スペース・ドキュメントを格納するためにスペース・アプリケーションによって使用されているバックエンドOracle WebCenter Contentリポジトリのプロパティを一覧表示します。このコマンドは、スペース・アプリケーションにのみ有効です。






構文


listDocumentsSpacesProperties(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を行うスペース・アプリケーションの名前。常にwebcenterです。


	

server

	
オプション。スペース・アプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。スペース・アプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、スペース固有ドキュメントおよびホーム・スペース・ドキュメントを格納するために(webcenterという名前の)スペース・アプリケーションによって使用されているバックエンドOracle WebCenter Contentリポジトリのプロパティを一覧表示します。


wls:/weblogic/serverConfig> listDocumentsSpacesProperties(appName='webcenter')

The Documents Spaces container is "/WebCenter1109"
The Documents repository administrator is "sysadmin"
The Documents Spaces container is "/WebCenter1109"The Documents primary connection is "myOCSConnection"








setDocumentsSpacesProperties

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

スペース関連データを格納するためにスペース・アプリケーションによって使用されている、バックエンドOracle WebCenter Contentリポジトリのプロパティを変更します。このコマンドは、スペース・アプリケーションにのみ有効です。






構文


setDocumentsSpacesProperties(appName, [spacesRoot, adminUserName, 
applicationName, server, applicationVersion])



	引数	定義
	
appName

	
この操作を行うスペース・アプリケーションの名前。常にwebcenterです。


	

spacesRoot

	
オプション。スペース・アプリケーション・コンテンツが格納されているルート・フォルダ。この引数の値は、/<foldername>の形式を使用する必要があります。たとえば、/WebCenterまたは/WebCenterSpaces。spacesRootは、/ではなく、ルート自体であり、アプリケーションの間にユニークである必要があります。指定したフォルダは存在しない場合、そのフォルダが作成されます。

この引数の値を指定した場合、adminUserNameおよびapplicationName引数の値を指定する必要があります。


	

adminUserName

	
オプション。コンテンツ・リポジトリ管理者のユーザー名を示します。例: sysadmin。このユーザーは、スペース・アプリケーション・コンテンツのフォルダの作成と維持や、コンテンツ・アクセス権限の管理に使用されます。

スペース・ユーザーの代理として操作を行えるように、この接続には管理権限が必要です。

この引数の値を指定した場合、spacesRootおよびapplicationName引数の値を指定する必要があります。


	

applicationName

	
オプション。一意のスペース・・アプリケーション識別子。この名前は、複数のスペース・アプリケーションが同じコンテンツ・リポジトリを共有している場合にデータを分離するために使用され、アプリケーション間で一意である必要があります。

この引数の値は、文字で始まる必要があります。文字の後に英数字またはアンダースコアを続けます。文字列には、30次の文字を入力ことができます。この引数の値を指定した場合、spacesRootおよびadminUserName引数の値を指定する必要があります。

ここで指定する名前は、次のようにドキュメント関連のワークフローに名前を付けるためにも使用されます。

<applicationName><WorkflowName>

<applicationName><WorkflowStepName>

ワークフローに名前を付ける場合、アプリケーション名の最初の14文字のみが使用されます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、スペース固有ドキュメントおよびホーム・スペース・ドキュメントを格納するためにスペース・アプリケーションによって使用されているバックエンドOracle WebCenter Contentリポジトリの接続プロパティを変更します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDocumentsSpacesProperties(appName='webcenter', 
spacesRoot='/AccountingSpaces', adminUserName='admin', 
applicationName='WCAccounting')


次の例では、スペース固有ドキュメントおよびホーム・スペース・ドキュメントを格納するためにスペース・アプリケーションによって使用されているバックエンドOracle WebCenter Contentリポジトリの管理者のユーザー名を変更します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDocumentsSpacesProperties(appName='webcenter', 
adminUserName='sysadmin')








deleteDocumentsSpacesProperties

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

スペース・アプリケーションによって使用されているバックエンドOracle WebCenter ContentリポジトリのadminUserName、applicationNameおよびspacesRootのプロパティを削除します。このコマンドは、スペース・アプリケーションにのみ有効です。






構文


deleteDocumentsSpacesProperties(appName, [server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を行うスペース・アプリケーションの名前。常にwebcenterです。


	

server

	
オプション。WebCenterアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーの名前を示します。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、スペース・アプリケーションによって使用されているバックエンドOracle WebCenter Contentリポジトリの接続プロパティ(adminUserName、applicationName、spacesRoot)を削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteDocumentsSpacesProperties(appName='webcenter')










ディスカッションおよび告知

表10-8に示すコマンドを使用して、WebCenter Portalアプリケーションのディスカッション・サーバー接続を管理します。

これらのWebCenter Portal WLSTコマンドを使用して行った構成変更は、WebCenter Portalアプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを再起動した後のみ有効になります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイド』を参照してください。


表10-8ディスカッションおよび告知WLSTコマンド

	コマンド	説明	WLSTの使用状況
	
createDiscussionForumConnection


	
WebCenter Portalアプリケーションの新しいディスカッション・サーバー接続を作成します。

	
オンライン


	
setDiscussionForumConnection


	
既存のディスカッション・サーバー接続を編集します。

	
オンライン


	
setDefaultDiscussionForumConnection


	
ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスのデフォルト接続を指定します。

	
オンライン


	
listDiscussionForumConnections


	
アプリケーションに対して設定したすべてのディスカッション・サーバー接続プロパティを表示します。

	
オンライン


	
listDefaultDiscussionForumConnection


	
アプリケーションのデフォルト・ディスカッション・サーバー接続を表示します。

	
オンライン


	
setDiscussionForumConnectionProperty


	
追加のディスカッション・サーバー接続プロパティを設定します。

	
オンライン


	
deleteDiscussionForumConnectionProperty


	
ディスカッション・サーバー接続プロパティを削除します。

	
オンライン


	
setDiscussionForumServiceProperty


	
ディスカッション・サービスのデフォルトを指定します。

	
オンライン


	
removeDiscussionForumServiceProperty


	
ディスカッション・サービスのデフォルトを削除します。

	
オンライン


	
listDiscussionForumServiceProperties


	
ディスカッション・サービス・プロパティを表示します。

	
オンライン


	
setAnnouncementServiceProperty


	
お知らせサービスのデフォルトを指定します。

	
オンライン


	
removeAnnouncementServiceProperty


	
お知らせサービスのデフォルトを削除します。

	
オンライン


	
listAnnouncementServiceProperties


	
お知らせサービス・プロパティを表示します。

	
オンライン


	
addDiscussionsServerAdmin


	
ユーザーまたはグループにディスカッション・サーバーのシステム管理者権限を付与します。

	
オンライン


	
addDiscussionsCategoryAdmin


	
ユーザーまたはグループにディスカッション・サーバーのカテゴリ管理者権限を付与します。

	
オンライン


	
syncDiscussionServerPermissions


	
親からセキュリティを継承するサブスペースのディスカッション・サーバー権限を同期します。

	
オンライン


	
setDiscussionsServerProperty


	
ディスカッション・サーバーのプロパティを設定します。

	
オンライン


	
getDiscussionsServerProperty


	
ディスカッション・サーバーのプロパティ値を返します。

	
オンライン


	
removeDiscussionsServerProperty


	
現在のディスカッション・サーバーのプロパティ値を削除します。

	
オンライン










createDiscussionForumConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定したWebCenter Portalアプリケーションの新しいディスカッション・サーバー接続を作成します。

ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスの両方のサービスの場合は、ディスカッション・サーバーの接続が必要です。両方のサービスでは、同じディスカッション・サーバー接続が使用されます。

1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数のディスカッション・サーバー接続を登録できますが、ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスに対して使用される接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブ)接続が使用されます。






構文


createDiscussionForumConnection(appName, name, url, adminUser, 
[timeout, default, policyURIForAuthAccess, policyURIForPublicAccess, recipientKeyAlias]) 






	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
接続の名前を示します。名前は、WebCenter Portalアプリケーション内で(すべての接続タイプにわたって)一意である必要があります。


	

url

	
ディスカッション・フォーラムおよび告知をホストしているディスカッション・サーバーのURLを示します。例: http://myhost:8888/owc_discussions。


	

adminUser

	
ディスカッション・サーバー管理者の名前を示します。ディスカッションとお知らせサービスでは、このアカウントを使用して、WebCenter Portalユーザーの代理として管理操作が行われます。

このアカウントは、多くの場合、スペース・アプリケーションにおいてディスカッションとお知らせを管理するために使用されます。このユーザーは、super adminである必要はありません。ただし、このユーザーは、スペース・アプリケーションの現在のアプリケーション・ルート・カテゴリ、つまり、すべてのスペース関連のディスカッションとお知らせが格納されている(ディスカッション・サーバー上の)カテゴリに対する管理権限を持っている必要があります。


	

policyURIForAuthAccess

	
オプション。ディスカッション・サーバーWebサービスへの認証アクセスに必要なSAMLトークン・ベース・ポリシーへのURI。

指定するクライアント・ポリシーには、ディスカッション・サーバーでOWCDiscussionsServiceAuthenticatedエンドポイント用に構成されているサービス・ポリシーとの互換性が必要です。初期の設定では、デフォルト・サービス・ポリシーはWSS 1.0 SAMLトークン・サービス・ポリシー(oracle/wss10_saml_token_service_policy)です。

有効なクライアント・ポリシー値には次のようなものがあります。

	
oracle/wss10_saml_token_client_policy (WSS 1.0 SAMLトークン・クライアント・ポリシー)


	
oracle/wss11_saml_token_with_message_protection_client_policy (メッセージ保護クライアント・ポリシー付きWSS 1.1 SAMLトークン)


	
GPA (グローバル・ポリシー・アタッチメント) - グローバル・ポリシー・アタッチメントがサポートされている環境の場合には、GPAを使用します。さらに、WLSTコマンドdetachWebServicePolicyまたはEnterprise Managerを使用して、デフォルト・ポリシーがディスカッション・サーバーのOWCDiscussionsServiceAuthenticatedエンドポイントからデタッチされていることを確認します。




Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのディスカッションとお知らせサービスの管理に関する項も参照してください。


	

policyURIForPublicAccess

	
オプション。ディスカッション・サーバーWebサービスへのパブリック・アクセスに対して、メッセージ・セキュリティおよび整合性を強制するために必要なポリシーへのURI。

デフォルト値は、oracle/no_authentication_client_policyです。

指定するクライアント・ポリシーには、ディスカッション・サーバーでOWCDiscussionsServicePublicエンドポイント用に構成されているサービス・ポリシーとの互換性が必要です。初期の設定では、サービス・ポリシーは、パブリック・アクセス(oracle/no_authentication_client_policy)用に構成されていません。

有効なクライアント・ポリシー値には次のようなものがあります。

	
oracle/no_authentication_client_policy (なし)


	
oracle/wss11_with_message_protection_client_policy (WSS 1.1メッセージ保護クライアント・ポリシー)


	
GPA (グローバル・ポリシー・アタッチメント) - グローバル・ポリシー・アタッチメントがサポートされている環境の場合には、GPAを使用します。さらに、ディスカッション・サーバーにおけるOWCDiscussionsServicePublicエンドポイントにアタッチされているデフォルト・ポリシーが、oracle/no_authentication_service_policyに設定されていることも確認する必要があります。





	

recipientKeyAlias

	
オプション。メッセージ保護ポリシーに使用される受信者キー別名(OWCDiscussionsServicePublicおよびOWCDiscussionsServiceAuthenticatedエンドポイントに適用可能)。これは、構成されているキーストア内のディスカッション・サーバーの公開鍵を含む証明書の別名です。デフォルトは、nullです。

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのWebCenter Portalアプリケーションおよびコンポーネント用のWS-Securityの構成に関する項も参照してください。


	

timeout

	
オプション。接続タイムアウト・メッセージを出す前にディスカッション・サーバーからの応答を受信する間のディスカッション・サービスの待機時間(秒の単位)の長さを示します。この引数のデフォルトは、-1。-1に設定すると、サービスのデフォルト値(10秒)が適用されます。


	

default

	
オプション。この接続は、ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスのデフォルト接続であることを示します。

有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、ディスカッション・サービスもお知らせサービスもこの接続を使用します。0に設定すると、その接続は使用されません。デフォルトは0です。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、WebCenter Portalアプリケーションのディスカッション・サーバー接続を作成します。


wls:/weblogic/serverConfig> createDiscussionForumConnection(appName='webcenter', 
name='MyDiscussionServer', url='http://myhost.com:8888/owc_discussions', 
adminUser='admin', policyURIForAuthAccess='oracle/wss10_saml_token_client_policy', default=0)








setDiscussionForumConnection

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

既存のディスカッション・サーバー接続を編集します。このコマンドを使用して、接続の属性を更新します。

createDiscussionForumConnectionコマンドを使用して、接続が作成されます。






構文


setDiscussionForumConnection(appName, name, [url, adminUser, policyURIForAuthAccess, policyURIForPublicAccess, recipientKeyAlias, timeout, default, server, applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存のディスカッション・サーバー接続の名前を示します。


	

url

	
オプション。ディスカッション・サーバーへのURLを示します。


	

adminUser

	
オプション。ディスカッション・サーバー管理者の名前を示します。ディスカッション・サービスでは、このアカウントを使用して、WebCenter Portalユーザーの代理として管理操作が行われます。

このアカウントは、多くの場合、スペース・アプリケーションにおいてディスカッションとお知らせを管理するために使用されます。このユーザーは、super adminである必要はありません。ただし、このユーザーは、スペース・アプリケーションの現在のルート・カテゴリ、つまり、すべてのスペース・ディスカッション・フォーラムが格納されている(ディスカッション・サーバー上の)カテゴリに対する管理権限を持っている必要があります。


	

policyURIForAuthAccess

	
オプション。ディスカッション・サーバーWebサービスへの認証アクセスに必要なSAMLトークン・ベース・ポリシーへのURI。

指定するクライアント・ポリシーには、ディスカッション・サーバーでOWCDiscussionsServiceAuthenticatedエンドポイント用に構成されているサービス・ポリシーとの互換性が必要です。初期の設定では、デフォルト・サービス・ポリシーはWSS 1.0 SAMLトークン・サービス・ポリシー(oracle/wss10_saml_token_service_policy)です。

有効なクライアント・ポリシー値には次のようなものがあります。

	
oracle/wss10_saml_token_client_policy (WSS 1.0 SAMLトークン・クライアント・ポリシー)


	
oracle/wss11_saml_token_with_message_protection_client_policy (メッセージ保護クライアント・ポリシー付きWSS 1.1 SAMLトークン)


	
GPA (グローバル・ポリシー・アタッチメント) - グローバル・ポリシー・アタッチメントがサポートされている環境の場合には、GPAを使用します。さらに、WLSTコマンドdetachWebServicePolicyまたはEnterprise Managerを使用して、デフォルト・ポリシーがディスカッション・サーバーのOWCDiscussionsServiceAuthenticatedエンドポイントからデタッチされていることを確認します。




Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのディスカッションとお知らせサービスの管理に関する項も参照してください。


	

policyURIForPublicAccess

	
オプション。ディスカッション・サーバーWebサービスへのパブリック・アクセスに対して、メッセージ・セキュリティおよび整合性を強制するために必要なポリシーへのURI。

デフォルト値は、oracle/no_authentication_client_policyです。

指定するクライアント・ポリシーには、ディスカッション・サーバーでOWCDiscussionsServicePublicエンドポイント用に構成されているサービス・ポリシーとの互換性が必要です。初期の設定では、サービス・ポリシーは、パブリック・アクセス(oracle/no_authentication_client_policy)用に構成されていません。

有効なクライアント値は次のとおりです。

	
oracle/no_authentication_client_policy (なし)


	
oracle/wss11_with_message_protection_client_policy (WSS 1.1メッセージ保護クライアント・ポリシー)


	
GPA (グローバル・ポリシー・アタッチメント) - グローバル・ポリシー・アタッチメントがサポートされている環境の場合には、GPAを使用します。さらに、ディスカッション・サーバーにおけるOWCDiscussionsServicePublicエンドポイントにアタッチされているデフォルト・ポリシーが、oracle/no_authentication_service_policyに設定されていることも確認する必要があります。





	

recipientKeyAlias

	
オプション。メッセージ保護ポリシー認証に使用される受信者キー別名。ディスカッション・サーバー接続が、認証のためにメッセージ保護ベースのセキュリティ・ポリシーを使用している場合にのみ必要です。デフォルトは、nullです。

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter管理者ガイドのWebCenter Portalアプリケーションおよびコンポーネント用のWS-Securityの構成に関する項も参照してください。


	

timeout

	
オプション。接続タイムアウト・メッセージを出す前に ディスカッション・サーバーからの応答を受信する間のディスカッション・サービスおよびお知らせサービスの待機時間(秒の単位)の長さを示します。この引数のデフォルトは、-1。-1に設定すると、サービスのデフォルト値(10秒)が適用されます。


	

default

	
オプション。この接続は、ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスのデフォルト接続であることを示します。1つまたは複数の接続が定義されている場合のみ必要です。

有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1に設定した場合、ディスカッション・サービスおよびお知らせサービスにこの接続が使用されます。0に設定すると、その接続は使用されません。デフォルトは0です。

ディスカッションとお知らせサービスでこの接続を使用することを指定するには、値を0から1に変更します。

この接続を無効に設定するには、removeDiscussionForumServicePropertyコマンドを使用します。

removeDiscussionForumServiceProperty('appName='webcenter', property='selected.connection')

注意: 1つのWebCenter Portalアプリケーションに対して複数のディスカッション・サーバー接続を登録できますが、ディスカッションとお知らせサービスに対して使用される接続は1つのみであり、デフォルト(またはアクティブ)接続が使用されます。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、MyDiscussionsServerという名前のセキュアなディスカッション・サーバー接続の属性を更新します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDiscussionForumConnection(appName='webcenter', 
name='MyDiscussionServer', url='http://myhost.com:7786/owc_discussions', 
adminUser='admin', policyURIForAuthAccess='oracle/wss10_saml_token_client_policy', default=1)








setDiscussionForumConnectionProperty

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ディスカッション・サーバー接続プロパティを設定します。使用しているディスカッション・サーバーに接続するために追加のパラメータを使用する必要がある場合、このコマンドを使用します。

このコマンドは、キーおよび値を使用して任意の接続プロパティを追加する拡張可能な方法を提供します。(createDiscussionForumConnectionおよびsetDiscussionForumConnectionに指定した接続プロパティを必ず使用しなければならないというわけではありません。)




	
注意:

createDiscussionForumConnectionまたはsetDiscussionForumConnectionを使用して、利用可能な接続プロパティを設定するためにsetDiscussionForumConnectionPropertyを使用しないでください。効果がありません。









既知および追加のすべての接続プロパティを表10-9「追加のディスカッション接続プロパティ」に示します。


表10-9 追加のディスカッション接続プロパティ

	追加の接続プロパティ
	説明
	
application.root.category.id

	
(スペース・アプリケーションのみ)すべてのディスカッション・フォーラムが格納されているディスカッション・サーバー上のアプリケーション・ルート・カテゴリID。たとえば、3に設定すると、すべてのフォーラムがID 3のカテゴリに格納されます。


	
linkURL

	
ユーザーをディスカッション・サーバーの管理コンソールにリンクするために使用するURL。createDiscussionForumConnectionまたはsetDiscussionForumConnectionコマンドを使用して指定されたurl引数と異なる場合のみ必要です。たとえば、SSOまたはHTTPSが構成されている場合です。

別のパブリック外部URLを指定する場合は、次の形式を使用します。protocol://host:port

例: http://example.com:7777












構文


setDiscussionForumConnectionProperty(appName, name, key, value, [secure, server, 
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存のディスカッション・サーバー接続の名前を示します。


	

key

	
接続プロパティの名前を示します。


	

value

	
プロパティの値を示します。キーおよび値を持つ接続上の任意のプロパティを変更できます。


	

secure

	
オプション。暗号化を使用してプロパティの値を安全に格納するかどうかを示します。有効なオプションは、1 (true)および0 (false)です。1の場合、値が暗号化されます。デフォルト・オプションは0です。

パスワードを格納する場合は、1に設定します。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例では、MyDiscussionServerという名前のディスカッション・サーバー接続のディスカッション・フォーラムの格納に使用するカテゴリを構成します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDiscussionForumConnectionProperty
(appName='webcenter', name='MyDiscussionServer', key='application.root.category.id', value='3')



次の例では、別のパブリック外部URLを構成し、ユーザーがディスカッション・サーバーの管理コンソールにアクセスできるようにします。


wls:/weblogic/serverConfig> setDiscussionForumConnectionProperty
(appName='webcenter', name='MyDiscussionServer', key='linkURL', value='http://example.com:7777')



次の例は、myProperty1というカスタム・ディスカッション・サーバー接続プロパティをpropertyValue1の値を付けて追加します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDiscussionForumConnectionProperty
(appName='webcenter', name='MyDiscussionServer', key='myProperty1', 
value='propertyValue1')



次の例では、値secureValueを指定してsecuredPropertyというセキュアなディスカッション・サーバー接続プロパティを追加します。


wls:/weblogic/serverConfig> setDiscussionForumConnectionProperty
(appName='webcenter', name='MyDiscussionServer', key='securedProperty', 
value='secureValue', secure=1)








deleteDiscussionForumConnectionProperty

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

ディスカッション・サーバー接続プロパティを削除します。接続プロパティを削除した結果、設定が無効になる場合、希望したとおりに接続されない可能性があるので、接続プロパティを削除するときに注意してください。

このコマンドを使用すると、setDiscussionForumConnectionPropertyコマンドを使用して追加したadditional接続プロパティのみ削除できます。






構文


deleteDiscussionForumConnectionProperty(appName, name, key, [server, 
applicationVersion])



	引数	定義
	

appName

	
この操作を実行するWebCenter Portalアプリケーションの名前。


	

name

	
既存のディスカッション・サーバー接続の名前を示します。


	

key

	
削除する接続プロパティの名前を示します。


	

server

	
オプション。WebCenter Portalアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーの名前。たとえば、WC_Spacesです。

この引数は、同じ名前のアプリケーションが別のサーバーにデプロイされている場合およびクラスタを持っている場合に必要になります。


	

applicationVersion

	
オプション。デプロイされたアプリケーションのバージョン番号を示します。WebCenter Portalアプリケーションの複数のバージョンがデプロイされている場合に必要です。












例

次の例は、myProperty1という名前のディスカッション・サーバー接続プロパティを削除します。


wls:/weblogic/serverConfig> deleteDiscussionForumConnectionProperty
(appName='webcenter', name='MyDiscussionServer', key='myProperty1')








listDiscussionForumConnections

モジュール: Oracle WebCenter Portal

WLSTの使用状況:オンライン



説明

指定したWebCenter Portalアプリケーションに対して構成されているすべてのディスカッション・サ